








































結局、ニンジャとドラゴンはどっちが強いの？ 2
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「お兄ちゃん、トウリョウって何？」




　それは──もう十年以上も前の、遠い記憶だ。

　あの日も私と幼おさな馴な染じみは、枝に並んで腰掛け、眼下に広がる里を眺めていた。

　里で一番高い杉の、てっぺん近く。そこは私たちのお気に入りの場所だった。誰にも秘密の、二人だけの特等席だった。

「頭領ってのは、里で一番強いシノビのことだ」

　隣に座る少年が、柿をムシャムシャ食べながら問いに答えてくれた。

　……今ではすっかり険悪になってしまったが、あの頃の私は、彼を兄のように慕っていた。家がお隣同士だったこともあり、いつも彼の後ろにくっついていた気がする。同い年なのに「お兄ちゃん」と呼んでいたのは、向こうが三日ばかり先に生まれたからだ。

「で、アトリ。頭領がどうした」

「お父とうがね、言ったの。『トウリョウを目指しなさい』って。何でかな？」

「そりゃ、お前に見所があるからだろ」

「でも、里で一番強いシノビなんでしょう？　それってお兄ちゃんや、おじじ様より強くないとダメなんでしょ？　そんなの無理だよ……」

　自分の柿を両手に握り締めたまま、私は溜ため息いきをついて夕焼けの里を見詰めた。

　その場所から望める夕景は、いつも綺き麗れいだった。あの緋ひ色いろが、朱色が、茜あかね色いろが、私の原風景……今でも瞼まぶたを閉じれば鮮やかに蘇よみがえる、大切な私の居場所。

「心配すんなアトリ。お前に見所があるってのは同感だ。俺の修行についてこれるの、お前だけだもん」

「…………」

「俺の修行、普通の倍くらいやってんだぜ？　ヤスケのオッチャンでも『無理！』って音を上げたほどだ」

「ヤスケさんはオッチャンじゃないよ。まだ二十歳はたちだって言ってたよ」

「年齢じゃねえ。オッチャンかどうかは顔で決まるんだ」

「ヤスケさん、可哀かわい想そう……」

「とにかく、お前には素質がある。俺が言うんだから間違いねえ」

　……そう言ってくれるのは嬉うれしかったが、正直ピンとこなかった。

　私はただ、「お兄ちゃん」と一緒にいたかっただけなのだ。だから必死に同じ鍛練をこなしていただけなのだ。

　少年の言う通り、確かに私にはシノビとしての素質があったのだろう。思えば彼との関係が変わってしまったのは──それを自覚したことが大きい。

「しかし、アトリが頭領を目指すとなると……俺とは『ららばい』になっちまうな」

「それって、ライバルのこと？」

　指摘すると、少年は「そう、それ」と手を打って頷うなずいた。

　彼は昔から、大陸の言葉をやたら使いたがる節ふしがあった。遠い西方にあるという、ヒノモトの何十倍もある陸地……そこには恐ろしい「竜の妖よう怪かい」がいるのだと、幼い頃より聞かされていた。

「お兄ちゃんも、トウリョウになりたいの？」

「ああ。そのための修行だ」

「どうしてなりたいの？」

「一番強くなりたいからだ」

「どうして一番強くなりたいの？」

「頭領になりたいからだよ」

「どうしてトウリョウ？」

「そりゃ、一番強く……」

　そこで顔を見合わせ、二人して「ん？」と首を傾かしげる。

「グルグルしてるよ」

「……つまりアレだ。死んだ父ちゃんに『目指せ』って言われたからだ」

「私と同じじゃない！」

　思い出すたびに、今でも吹き出してしまう記憶だ。

　あの頃は、お互い幼かった。頭領を目指すのがどういうことかなんて……まるで理解していなかった。

「いいかアトリ、頭領ってのは偉いんだ。里のみんなを子分にできるんだぞ」

「私がトウリョウになったら、お兄ちゃんを子分にできるの？」

　私の素朴な質問に、少年は顔をしかめつつ「まあ、そうだ」と頰ほおを搔かいた。

「ただし、俺が頭領になったら、お前が子分だ」

「それって今と同じだよ。お兄ちゃんが『柿を盗んでこい』って言ったせいで、とっても叱しかられたんだよ？」

「見付かるお前が悪い。シノビなら、テメェのケツはテメェで拭け」

「もう……」

　とはいえ、里のみんなは悪戯いたずらに寛容だった。柿泥どろ棒ぼうがバレたときも、怒りはしても結局笑って許してくれた。

　決して裕福な里ではなかったが、私は故郷を愛している。私がいて、みんながいて、幼おさな馴な染じみの少年がいる……あの里を。

「ねえ、お兄ちゃん」

「何だよ」

「もし私がトウリョウになったら──お婿さんになってくれる？　里のために一緒に頑張ってくれる？」

「お前が俺を超えるシノビになったらな」

　歯を見せて笑いながら、その少年・サビトは、私の額をツンと押してきた。

　あの約束を、彼は覚えているだろうか。もう十年以上も前のことだ。それも何気ない会話の中の、何気ない一言だ。

　きっと忘れているだろう。でも、それでいい。

　いずれ私の足下に這はいつくばって、思い出すことになるだろうから──




「シノさん。どうしたのですか？」

　──不意に背後よりかけられた声で、私はたちまち現実に引き戻された。

　振り向くと、絢けん爛らんな鎧よろいをまとった男が、三人の部下を連れてこちらに歩いてきていた。

　そこそこ端整な顔立ちをした、赤みがかった髪の青年だ。腰に差した長剣には宝石がちりばめられており、あまり実用的とは思えない。

「ミョンドさん、こんばんは」

　私は手荷物を抱えたまま向き直り、彼らに丁寧なお辞儀をしてみせる。ちなみにシノという名は、私がこの町で使っている偽ぎ名めいだ。

　目の前に立った青年が、私の手荷物を見て柔らかく微笑ほほえむ。

「浴場からの帰りですか？　だが、このような遅い時間に外を歩かない方がいいですよ。もしシノさんが『神隠し』に遭ってしまったら、私は生きる気力を失ってしまう」

　そう言って無遠慮に肩を抱いてきたミョンドに、私は苦笑を返す。彼の部下たちが羨うらやましげにこちらを見ていた。

「さあ、宿舎までお送りしましょう。夜風は冷たい、風か邪ぜなど引かれませぬよう」

「お心遣い感謝します、副長様」

　静まり返った往来に、私たちの足音が響き渡った。




　──そう。この町では、定期的に人が消える。

　そして私は、その理由を知っている。

　次の『神隠し』は……まだだろうか。
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「ええっと……名前はメルシオーネさん。大陸中央部のイリオスタ出身。故郷の町は二年前に滅亡、と」

　気だるそうに調書を取りながら確認してくる兵士に、メルシオーネは一つずつ「はい」と頷うなずき返した。

　五メートル四方くらいの、石壁に囲まれた狭せまい空間。棚と机が置かれているだけのそこは、町の門を潜ったすぐ脇わきにある詰つめ所しよだった。勧められた椅い子すはオンボロで、やたらギシギシと不安な軋きしみを上げてくる。

「で、それ以降ずっと旅を続け、少し前までは東の樹海にいた、と」

「はい。そこに五百人ほどの人間が暮らす集落がありまして……四ヵ月くらいお世話になっていました」

「へぇ、あんなトコに人間の村があったとはねぇ。だって森の中でしょ？　火事になったらエラいことだ」

　メルシオーネことメルは今、そこで衛兵と机を挟はさんで向かい合っている。町に辿たどり着つくなり門番である彼に声をかけられ、そのまま詰所へ通されてきたのだ。

　以降、かれこれ十五分くらい質疑応答が続いている。旅人の自分が詳しく調べられるのは当然なのだが……先ほどから相手の態度がやけにダレているのが気になった。

「その村、状況はどんな感じだった？」

「亜人の襲撃を頻繁に受けていましたが、今は何とか落ち着きました。だから私もお暇を頂いた次第でして」

「安全になったんなら、君もそこに留とどまればよかったんじゃない？」

「いえ。私は旅を続け、行く先々でこうやって情報を伝えることが目的なのです。大陸各地に分断されている人々を、少しでも繫つなげたくて……」

　……メルがここ「ナトゥアの町」に辿り着いたのは、ジュガロたちの村を発たって十日後のことであった。

　永遠に続くかのような果てしない樹海を抜けたのが、今より二日ほど前。そこからは広大な平原をひたすら西へ西へと歩き通してきた。ちなみに町の名前は、途中で見かけた標識の残ざん骸がいから知ることができた。遠い昔、あそこには街道があったのだろう。

　さらに言うと、実は樹海を出るまでは夫と一緒だったのだが……とある事情で現在は別行動を取っている。

「その情報伝達ってのは、ボランティアでやってるの？」

「は、はい。ボランティアという意識はありませんでしたが、もちろん自主的にやっていることです」

「そりゃ奇特なもんだ。まあ確かに、ヨソの状況なんて旅人でも来なきゃ分からないからねぇ」

「情報を共有することは、決して無駄ではないと思うんです。頑張っている人たちが他にもいると分かれば、勇気と元気を貰もらえることも」

「ところで君、年はいくつ？」

　メルの熱弁をつれなく遮さえぎり、衛兵は次の質問に移ってしまう。

「え、あ……確か十六、七だったかと」

「ふ～ん、若いのに立派だねえ」

　そこで衛兵がペンを置き、こちらをしげしげと眺めてきた。その視線を堂々とメルの胸に固定すると、彼はもう一度「立派だねえ」と繰り返した。

（見るなとは言いませんが、あからさま過ぎます……）

　同年代の少女に比べ、自分のバストがかなり大きいことは自覚している。ここ最近、鎧よろいの胸当てが苦しくなってきているのは、メルの悩みの種だった。

　そういえば以前、樹海の村でお世話になった女性・コルナが「男ってのは、女の胸や尻しりを本能的に見ちゃう生き物なのさ。減るモンでもないし、許しておやり」と言っていた。彼女の助言なら従うしかないが、こうも凝視されるとやっぱり恥ずかしかった。

「あの、衛兵さん」

「……へ？」

「涎よだれが」

「お、おっといけねえ。いや失敬」

　衛兵が慌てて口を拭ぬぐい、わざとらしく咳せき払ばらいする。町を守る兵士が、こんなことでいいのだろうか。

（そういえば、門も無防備に開け放たれていたし、見張り台も無人だったような……もしも【竜公アポステル】が攻めてきたら、どうするのでしょうか）

　──人でありドラゴンでもある最強の種族・竜人族レドルグが君臨して、すでに百年。かつてこの大陸で栄華を誇っていた人間という種族は、今では七、八万人ほどの人口を残すのみとなっている。

　殺さつ戮りく者であり捕食者たる竜人族レドルグは、一切の容赦なく人間たちを淘とう汰たしていった。国を滅ぼされ、都市を焼かれ、土地を追われ……今の人々は大陸各地で大小の共同体を作り、ひっそりと隠れ暮らすことを余儀なくされている。

　もはや大陸に、人間のすがれる希望はない。僅わずかに残った砦とりでに引き籠り、襲撃に怯おびえ、明日をも知れぬ今日きようを生きる……そんな無慈悲な現実こそが、大陸の姿なのだ。

　そしてだからこそメルは、この町の警備意識に疑問を感じずにはいられなかった。

「それにしても君、女の子が旅なんかして、よく今まで無事でいられたね。【竜公アポステル】や亜人に見付かったらどうすんの？」

「剣には多少の自信があります。こう見えても私、『剣聖女エペリーゼ』という二つ名で呼ばれていまして……これまで訪れた町でも、幾度となく剣を振るってきました」

「ほ、本当にぃ？」

「この町でも、敵襲の際には力になれると思います。どうかしばらくの間、滞在を許可して頂けませんか」

　精一杯に凛り々りしい顔を作ってみせたメルに、しかし衛兵は肩をすくめて苦笑しただけだった。またチラリと胸を見てきたのが分かった。

「せっかくだけど、兵士なら足りてるよ。それに、ここでは剣を抜く機会なんてないと思うよ」

「え？」

「ナトゥアは平和な町だからね。亜人の襲撃も、ここ三年ほど記憶にないし」

　その予想外の言葉に、メルはポカンと呆ほうけてしまった。

　……竜人族レドルグは自らを【竜公アポステル】と称し、大陸を二十ほどの地域に分けて支配している。

　彼らはそれぞれに妖人族ゴブリン、豚人族オーク、翼人族ハーピーなどの亜人軍を従えており、領内に人間を発見しようものなら執しつ拗ように軍勢を差し向けてくるのだ。

　現にメルが訪れた町村で、敵襲のなかった所なんて一つとして存在しなかった。それはそうだ。竜人族レドルグにとって人間は、何にも勝る「極上の食料」なのだから。

　それなのに……三年も襲撃がない？

「お陰で俺らは楽なもんさ。兵士ってのは、今じゃナトゥアで一番人気の職だ。戦闘に駆り出されることもない、だけど待遇はいい。だからここの住民は、みんな兵士になりたがる。俺もその口だけどね」

「そんな馬鹿な……」

「いや、もちろん油断してるわけじゃないよ？　でもまあ、兵士が暇だってのは良いことさ。本当、ナトゥアに生まれてラッキーだよ」

　にわかには信じられない話だ。

　兵士不足は、どこに行っても必ずある問題だった。それを証拠にメルは、ほとんどの町で「戦うこと」を条件に滞在を許されてきたのだ。

　このナトゥアは、四方を平原に囲まれている。樹海のような地の利もない、謂いわば野の晒ざらしの状態なのだ。こんな町を【竜公アポステル】が放置するはずが……

「この地域の【竜公アポステル】とは──どんな竜人レドルグなのですか？」

「確かゴルニシチって名前だったかな？　でも、どんな奴やつなのかは知らないなあ……従えてる亜人も一万ほどみたいだし、大した奴じゃないんだよ。きっと」

「ゴルニシチ……」

　一体その【竜公アポステル】は、何を考えているのだろうか。

　亜人の軍が一万というのも、かつて記憶にないほど小規模だ。比較的小さな領地の【竜公アポステル】だったセルサーレでさえ、その倍ほどの軍を有していた。

（数年前までナトゥアを襲っていたなら、決して穏健派というわけでもないはず。人間を食べ飽きたとか……いえ、それは考えられません）

　困惑したまま思案に耽ふけるメルをよそに、衛兵が「さて」とおもむろに立ち上がった。

「それじゃあ、庁舎に案内するよ」

「庁舎、ですか？」

「悪いけど、俺はただの門番だからね。滞在許可を出すのは町長の仕事なんだ」

「な、なるほど」

「君を送り届けたら、ちょうど昼時だな。今日きようは何を食くおっかなあ」

　大きく伸びをしつつ、衛兵がそんなことを呟つぶやく。兵士の命であるはずの彼の剣は、不用意にも離れた壁に立てかけられていた。

　……つまりナトゥアは、襲撃がパタリと止やんだことで「平和ボケ」をしているということか。

　安穏とした日々が三年間も続けば、このように多少は弛たるんでしまうのも仕方ないのかもしれないが……

「あ～、何かどんどん腹減ってきた。さ、行こ行こっ」

　いささか釈然としないままだったが、メルはやむを得ず「分かりました」と首しゆ肯こうし、衛兵の後に続いた。

　その際、彼が手にしている調書の紙切れが、一瞬だけ垣かい間ま見みえる。

　そこには「メルシオーネ。東の樹海から。色々と立派」としか書かれていなかった。




　道すがら衛兵から聞いたところによると、ナトゥアは「かつてこの地方に存在した王国の地方都市」ということだった。

　現在の人口は、二千人ほど。兵士団の人員は六百……これまでの町村と比べても、比較的まとまった規模の共同体と言える。

（面積もかなりあるみたいですね。道も綺き麗れいに舗装されているし）

　往来に並ぶ建物は、どれも石造りの立派なものだ。とりわけ防壁は堅けん牢ろうで、高く厚い石壁がどこまでも遠く伸びている。町の入口は南北の二ヵ所のみで、メルが来たのは北門側だった。

　さらに驚かされたのは、軒を連ねる建物には仕立て屋、鍛冶屋、薬草屋、果ては写本屋まであったことだ。

　竜人族レドルグによって全すべての人間国家が滅ぼされてしまった大陸では、もはや「貨幣」という概念が存在しない。町は自給自足による配給制を基本とし、どこも最低限の衣食住を確保するのが精一杯である。

　なのに、このナトゥアは異様に暮らしが充実している。たった三年の平穏だけで、人間はここまで立ち直れるのか……と、メルは思わず感銘を受けてしまった。

（とはいえ、あまり気を抜き過ぎるのは危険だと思いますが）

　行き交う人々はみんな忙しそうで、メルに気を留める者は誰もいない。見慣れない者がいるのに不審すら抱かないなんて、これまでの町村では考えられないことだった。

「あの、衛兵さん」

　そんな住民たちを一いつ旦たん捨て置き、メルは隣を歩く衛兵に声をかけた。

　それはもっと早くに確認しておきたかったことなのだが、切り出すタイミングを図りかねていたのだ。

「俺はディノスだよ。二十二歳、兵士に欠員補充されるまでは農夫をやってた」

「は、はあ」

「あと恋人も募集中だ。よろしくねメルちゃん」

「ではディノスさん、一つお尋ねしてもいいでしょうか」

「何だい？」

「私のような旅人が……他にも来ませんでしたか？」

「旅人？　君以外にってこと？」

　片眉を下げたディノスに、「はい」と頷うなずく。

　──それは、二日前から別行動を取っている少年・サビトのことだ。

　今より二ヵ月ほど前。メルは東の樹海でその少年と出会い、縁あって夫婦となった。知り合ってから四十日ちょっとのスピード結婚だった。

　大陸の遥はるか東にあるという孤島・ヒノモトから来たサビトは、竜の眷けん族ぞくにしか使えない「魔法」を「忍法」と称して使いこなす、シノビなる存在である。

　諜ちよう報ほう・工作・奇襲・暗殺などを主しゅたる任務とし、単身で数千の亜人を屠ほふるほど凄すさまじい戦闘力を持った戦士……そんな彼の主君となったことで、メルの人生は急転した。

　東の樹海に君臨していた【竜公アポステル】セルサーレを倒すことができたのも、シノビたるサビトの活躍のお陰だ。その剣腕に、その忍法に、何より偏屈だが憎めないその性格に、メルはいつしか彼へ想おもいを寄せるようになった。

　……色々なすったもんだの末、メルとサビトは「伴侶」という間柄となった。ただし二人の関係は、一般的な夫婦のそれではない。

　どちらか一方が死んだとき、もう一方も死んでしまう呪じゆ縛ばく──

　メルの持つ「治癒魔法」の力を、キスという形で行使できる、その代償──

　すなわち『結魂メナージ』の誓約。互いの命を背負い合う、まさしく一いち蓮れん托たく生しようの絆きずな。

　そんな契ちぎりによって繫つながった、メルたちは運命共同体なのだ。

「実は私には、旅の道連れが一人いまして……樹海を出たところで、はぐれてしまったのです」

「そ、そうなの？　まさか亜人に襲われたとか？」

「いえ。ちょっとした不慮の事態、と言いますか……」

　とりあえずそう濁しておいたが、実情は少し違う。サビトと別行動を取ることになったのは──道中で喧けん嘩かしてしまったからだ。

　口論となったきっかけは、「夫婦のあり方」についてだった。

　どうやらメルとサビトの間には、そこに大きな認識の相違があるらしく、積もり積もった互いの不満が、というかメルの不満が、とうとう限界値を超えてしまったのだ。

　……例えば、サビトは道中でも絶対に手を繫つないでくれなかった。「わざわざ片手が塞ふさがる愚を犯すなど、言語道断」と、腕すら組ませてくれなかった。

　……また、彼は非常に倹約家ケチだった。「食しよく糧りようと水が尽きては飢え死にだ。日に数度も食事を摂とるなど、言語道断」と、一日一食を提唱した。最初に出会ったとき、まさに飢え死にしかけていたクセに……と言ってやると、聞こえない振りをしていた。

　……さらに彼は、メルの要望である「おはよう＆お休みのキス」にも難なん色しよくを示した。「とにかくもう、言語道断」と、寝るときも腕枕さえしてくれなかった。

　そんな言語道断亭主に対し、「少しはこっちの意見も聞いて下さい！　私は一体サビトの何なんですかっ？」と問い詰めたのが、今回の喧けん嘩かの発端であった。

　一いつ旦たん、お互いに頭を冷やそう──

　樹海を出たところで空気の悪さがピークに達した頃。

　ナトゥアの標識を発見した二人は、「この町で合流する」ことを約束して、しばし別行動を取ることにしたのだった。

（難しいものですね、夫婦って……）

　知らず溜ため息いきをついてしまったメルに、衛兵ディノスが興味深げに訊きいてくる。

「そのお連れさんも、ボランティアの人なのかい？」

「は、はい。ナトゥアに来れば会えると思っていたのですが」

「新顔なら、一人いるよ」

「えっ？」

　意外にもあっさりと頷うなずいたディノスに、メルは目をしばたたかせた。

「ちょうど今から行く庁舎にいるはずだ。君の連れかは分からないけどね」

「そうですか、よかった……」

　今の時勢にそうそう旅人がいるとは思えない。きっとそれはサビトのことだろうと、メルは半ば確信していた。

「庁舎の一階が兵士専用の食堂になっててね。そこにいると思うから、着いたらすぐに呼んであげるよ」

「かたじけありません」

　口をついて出たそんな謝辞は、ヒノモトで使われている「ありがとう」だった。サビトと一緒にいるうちに、伝染ってしまったのだ。

（先にナトゥアへ着いていたんですね。早く合流しないと）

　たった二日ばかり顔を見なかっただけなのに、彼のことが無性に恋しかった。

　冷却期間を置いたお陰で、心も少し落ち着いた。こちらもムキになり過ぎた気がするので、再会したらまず謝ろうと思っている。

（少しは私のこと、心配してくれているでしょうか……）

　普段はつっけんどんだが、いざというときは命を懸けてメルを守ってくれる少年だ。無ぶ愛あい想そで協調性にも欠けているせいで、樹海の村でも一部の者としか打ち解けられなかったが、サビトが決して冷たい人間じゃないことをメルは知っている。

　……思えば、そんな彼に必要以上の愛情表現を求めるのは、いささか性急だったのかもしれない。

　結婚という事実が先行してしまったが、メルとサビトには恋人同士だった期間すらないのだから。しかも彼の故郷であるヒノモトは、大陸とはかなり異なる文化を持った島らしい。ならば恋愛観だって違う可能性がある。

　自分たちは、まだ本当の夫婦とは言えない。もっと互いを理解し合うべきなのだ。

　そういえば、コルナも言っていた。「最初は痛いかもしれないけど、いずれ気持ちよくなるから」と。それはおそらく、「ゆっくりと信頼関係を築いていきなさい」という意味だったのだろう。

（町の女の子と……仲良くなったりしてませんよね？）

　そんなことを考えているうちに、目指す街路の先にひときわ巨大な建物が見えてきた。




「──メルの奴やつ、町に入れてもらえたみたいだな」

　それより少し前。ナトゥアより数百メートル離れた、平原の真まっ只ただ中なか。












　メルが門の向こうに消えていったのを確認したサビトは、乗っていた岩からピョンと飛び下りた。

　雑草にまみれた地面から、ニョッキリと突つき出した平たい大岩。それは町へと歩いていく銀髪少女を見届けるのに最適の踏み台だった。万が一にも亜人が現れたなら、直ちに駆けつけられる距離に控えていたのだが、杞き憂ゆうに終わったようだ。

（んじゃ、俺も行くか。本日二人目の旅人だから、メルよりは怪しまれねえだろ）

　とはいえ、自分の風体がすこぶる胡う散さん臭くさいのは自覚している。

　何せ全身を黒衣に包んだ、影のごとき出いで立たちだ。いわゆる「シノビ装束」というやつだが、もちろんシノビが常時こんなあからさまな格好をしているわけじゃない。

　そもそも今回、サビトが大陸へ来たのは……正規の任務ではなかったのだ。こちらにはシノビを知る人間なんていないだろうし、仕事服で構わないと高をくくっていたのだ。

（ひたすら竜人レドルグを狩るだけだと思ってたからな……とりあえず『民族衣装です』とでも言っとくか）

　本来なら、メルと一緒に行けば話は早かった。面倒な説明は全すべて彼女がやってくれていただろう。

　だが、そうできない理由がサビトにはあった。彼女と喧けん嘩かをしたのだ。

　きっかけは確か、「夫婦のあり方」についてだったと思う。

　大陸に来るなり、嫁よめが出来た──それ自体がそもそも想定外だった。しかも妻というのは、サビトが考えていた以上に厄介な存在であった。

　……例えば、メルはことあるごとに『ろまんちっく』な会話を求めてきた。「何か素敵なことを言って下さい」などという無む茶ちや振りで、幾度となくサビトを閉口させた。

　……また、彼女は異常に寝言が多かった。「亜人たち！　私が相手です！」などと唐突に叫び、隣のサビトをたびたび裏拳で殴なぐってきた。夜中に文字通り叩たたき起おこされる身としては、堪たまったものじゃなかった。

　……さらに彼女は、時おりサビトを変な名前で呼んできた。『サッちゃん』だの『サビくん』だの『さーたん』だのと模索を繰り返し、挙げ句には『マカミん』というサビトの奥義忍法をバラすような呼び方までしてきた。

　確かにメルは、かつてサビトの主君だった。でも、その契約はすでに果たしている。主従関係から夫婦関係となった今……主人はサビトの方であるはず。

　夫らしく、締めるところはビシッと締めねばならない。そんな思いから多少厳しく接したのが、どうやら裏目に出たらしい。

（難しいもんだな、夫婦って……）

　別にサビトは、メルとの結婚を後悔しているわけじゃない。掛け値なく美少女だし、性格も朗らかだし、胸も大きい。というか、たとえ彼女がどんな人間だろうと、離縁するわけにはいかないのだ。

　どちらか一方が死んだとき、もう一方も死んでしまう──

　その呪じゆ縛ばくがある限り、サビトはメルから離れられない。それを受け入れたからこそ……自分はこうして生きているのだから。

（とにかく、もう一度ちゃんと話し合うしかねえ）

　二日ほど別行動を取って、少しは冷静になれた。メルだって、何とかサビトと仲良くなろうと必死だったんだろう。だから再会したときは、素直に謝ろうと思っている。

　そういえば、コルナも言っていた。「サビト坊、無理やりはダメだよ。自分の欲求ばかり押しつけないように」と。あれはおそらく「こちらの我を通すだけでは信頼関係は築けない」という意味だったのだろう。

（それにしても、でけえ町だな。こんな目立つ場所にあって、よく無事でいるもんだ）

　次第に迫ってくる立派な防壁を見やりつつ、サビトはマフラーで口と鼻を覆った。





　　　　２






　メルが衛兵ディノスに伴われてやってきた庁舎は、聞いていた通り一階が食堂になっていた。

　十人ほどが座れるテーブルが各所に点在しており、奥にはカウンターと厨ちゆう房ぼう、そして上へと続く階段が見える。昼時ということもあってか賑にぎわいもあり、兵士たちがパンやスープを食べながら和なごやかに談笑していた。

　……ざっと見渡して分かったのは、やはり彼らもディノスと同じく緊張感が欠落しているということだ。

　しかも室内には、ほんのりとブドウ酒の匂いすら漂っている。今の世に酒類が作られていることも驚きだが、兵士がそれを昼間から飲んでいるのがさらに驚きだった。

「えっと、どこにいるかな？　……あ、いたいた」

　キョロキョロと食堂を見回していたディノスが、そんな言葉と共に歩き出す。

　追つい従しようしたメルに、たちまち付近からの注目が集まってきた。警戒ではなく、それは好奇の視線だった。それも主に、胸や足やおヘソへの。

「シノさん、ちょっといいかい？」

　間もなくディノスが声をかけたのは、トレイを手に料理を運んでいるウェイトレスらしき女性だった。

　年齢はメルとさほど変わらないだろうか。スラリと背の高い、大人びた雰囲気を持つ少女である。少しウェーブのかかった長い黒髪を後ろで束ね、頭には可愛かわいらしいカチューシャが載っている。……率直に言って、かなりの美人だ。

「あら、ディノスさん。今からお昼ですか？」

　こちらに向き直った彼女が、トレイを胸に抱きながら微笑ほほえみかけてくる。

　首を少しだけ傾けて肩をすぼめた様が、やけに愛あい嬌きようがあって色っぽい。周りの兵士が見とれているのも無理のない話だろう。

（こんなに綺き麗れいな人がいるなんて……サビトには会わせたくないかも）

　綺麗なだけじゃない。彼女の格好はすこぶる扇情的だ。

　黒を基調としたエプロンドレスなのだが、やたらフリルやリボンが多く、胸が異常に強調されている。スカートも丈が短く、ニーソックスから覗のぞく白い太ふと股ももが眩まぶしい。

　大人びた雰囲気の彼女が着用するには可愛かわいらし過ぎる衣装だが、そのギャップがかえってシノという少女の魅力を引き立てているように感じた。とてもじゃないが、自分ではあんな服は着こなせないだろう。

「シノさん、忙しいとこ悪いんだけどさ……この子と知り合いだったりしない？」

　こちらを親指で示して単刀直入に言ったディノスに、メルとシノは同時に「えっ？」と声を裏返した。

「この子さ、今しがたナトゥアにやってきた旅人なんだけど、お連れさんを探してるらしくてね」

「はあ。旅のお方、ですか」

　シノが当惑したように瞬まばたきをする。メルもまた当惑していた。

　まさかディノスが言っていた新顔とは……サビトじゃなくて彼女のことだったのか？　「食堂にいる」とは、ここで働いているという意味だったのか？

　シノの切れ長の目が、しげしげとメルを見詰めてくる。やや赤みを帯びた明眸だった。

　数秒の沈黙ののち、やがて彼女は申し訳なさそうに首を振り、ディノスに「残念ですけど……」と答えた。

「ああ、やっぱ違ったか。考えてみりゃシノさんが来たのって、もう半月くらい前だもんな。メルちゃん、空喜びさせてすまないね」

「いえ、いいんです。こちらこそありがとうございました」

　頭を搔かいて詫わびてきたディノスに、深々とお辞儀を返す。兵士としては頼りないが、基本的にいい人なのだと思う。

「じゃあ、あとはシノさんに任せるとするか。この子を町長のトコに通してやって欲しいんだけど……忙しいなら俺が連れてこうか？」

「大丈夫ですよ、手が空いたところなので。それに、そっちが本来のお仕事ですから」

　シノが笑え顔がおで答え、ディノスから調書を受け取る。その紙面をさらりと眺めると、彼女は小さく苦笑した。そりゃ、あんな調書じゃ呆あきれたくもなるだろう。

「それでは、行きましょうかメルさん。町長室はここの三階になります」

「は、はい。よろしくお願いします」

　嫣えん然ぜんと笑いかけられ、メルは慌てて背筋をピッと伸ばした。そのままシノに従って、階段の方へと向かう。

「おおっ。シノちゃんがもう一人、可愛い子を連れてるぞ」

「いいねぇ、華やぐねぇ」

「銀髪だよ銀髪。どこの出身かな？」

　周囲の兵士から口々に囃はやし立たてられ、メルは思わず下を向いた。

　……可愛かわいいと言ってもらえたのは、内心嬉うれしかった。だが、前を行く少女に比べたら、明らかに自分が見劣りしているのは否いなめない。

　メルは所しよ詮せん、寒村出身の田舎いなか娘なのだ。シノに辛うじて勝てているのは──おそらく胸の大きさだけだろう。

（やっぱり私って、オッパイだけの女なのでしょうか……）

　卑屈な心を無理やり押し込め、逃げるように歩を早める。

　眼前では、束ねられたシノの艶あでやかな黒髪が、左右にヒョコヒョコと揺れていた。




　三階に上がったメルは、そのまま町長室だという広い一室に通された。

　中央に大きな机がデンと置かれた、殺風景だが隅々まで掃除の行き届いた部へ屋やだ。石の壁には高価そうな剣が飾られており、並ぶ棚には羊皮紙の書類が積まれてある。

（紙がこんなにたくさんあるなんて……食堂のメニューも、かなり豊富でしたし）

　ナトゥアは敷地内に森や牧場まで抱えており、各所に泉まで湧わいているという。完全な自給自足ができる環境が整っているからこそ、酒類まで作る余裕があるのだろう。

「あ～、名前はメルシオーネさん、ね」

「はい」

　机の向こうで調書に目を通している町長に、メルは姿勢を正しつつ返事をした。

　丸々と肥えた、涼しげな頭髪の初老男性である。町の代表というから、厳いかめしい紳士を勝手に想像していたのだが、少しイメージと違っていた。

　実は最初に見たとき、一瞬だけ豚人オークかと思ってしまったのは……絶対に内緒だ。

「東の樹海から来たって？　あんなトコで何してたの」

　そこでメルは、先ほどディノスにした説明を再び行った。あの杜ず撰さんな調書を見たときから、そうなることは分かっていた。

「……そういうわけでして、しばらくの滞在を許して頂けないでしょうか。剣には多少の覚えがありますので、どうか兵士団の末席にでも──」

「女の兵士はいらないよ」

　僅わずかな希望を込めて言ったのだが、やっぱり町長に却下されてしまう。

「むしろ男の兵士だって減らしたいくらいなんだ。亜人の出現なんざ、月に一回あるかないか……来ても遠くをウロウロするだけだからね」

「ウロウロするだけ……」

「ああ。数もせいぜい五十体ほどで、一時間もすればどこかへ去ってくよ。アレに備えるために、六百もの兵士は必要ないだろうに」

「い、いけません。決して油断をするべきでは……」

「してないよ。だから兵士数は据え置きにしてる。引退者が出れば、ちゃんと補充もしてる。穀ごく潰つぶし状態だがね」

　それからも町長は、「人手を農地に回せたら」とか「兵士の何割かを非常勤にできたら」とか、ブツブツと愚ぐ痴ちをこぼしていた。

　……この分では、とてもじゃないがメルが兵士団に入れる余地はない。聞けば現段階でも、三十人以上が補充採用を待っている状態だという。つくづく噓うそのような話だ。

　現状で差し迫った危機がないなら、別の町村を目指すべきだろうか？　今まさに戦力を必要としている場所は、他にたくさんあるのだ。

（でも、この地にゴルニシチという【竜公アポステル】がいるのは確かです。敵の目的や能力も分からないまま、楽観的に素通りするのは……）

　そこに【竜公アポステル】と亜人がいる限り、「倒す」という選択肢を捨てるべきじゃない。そして何より、メルはここでサビトと合流しなくてはならないのだから。

「ともあれメルシオーネさん。あんたの滞在は許可しよう」

　いつの間にやら本題に復帰していた町長の言葉に、メルはたちまち我に返った。

「ほ、本当ですか」

「ああ。別に危険人物でもなさそうだし、ウチとしても君から得られる情報は有益だ」

「ありがとうございます」

　頭を下げたメルに、町長が「ただし」と付け加える。

「滞在するからには、何か兵士以外の仕事をしてもらわないといけないよ。この町は、十三歳以上の者は必ず働かなくちゃならない決まりだ。皆が平等であること……それが配給制の原則だからね」

「はい。それはもちろん」

「そこで、だ」

　ふと町長が言葉を切り、品定めするようにメルを眺めてきた。胸や太ふと股ももを重点的に熟視した彼は、やがてボソリと「なるほど、立派だ」と呟つぶやいた。

「あんた別べつ嬪ぴんだし、ここの職員をしないかい？」

「しょ、職員？」

「ちょうど一人、一昨日おとといから産休に入っちゃってね。シノくんにかなり負担がかかってる状態なんだよ」

「それはもしかして、一階の食堂で働くということですか？」

「ウェイトレスを含めた、庁舎内の雑務全般になるね。仕事としては楽な方だよ」

　……正直、あまり気が進まない。雑事は得意な方ではあるけど、できるだけ戦闘に参加しやすい場所に身を置いていたいのが本音だ。

　加えて庁舎の職員となるのには、一つの懸け念ねんがある。シノと同じ仕事……それはすなわち、あの「ヒラヒラの服」を着るということなんじゃ？

　それは避けたい。自分は剣士なのだ。ついでに人妻なのだ。

「あの、町長さん。兵士が無理なら、救護班などはどうでしょうか」

「間に合ってるってば」

「では、付近への偵察隊とか」

「いらないね」

「武器の管理係とか」

「不要だよ」

「暗殺者とか」

「誰を殺す気だ、あんた」

　メルの必死な提案をことごとく一いつ蹴しゆうし、町長はさっさと椅い子すを立ってしまう。

「とにかく、君はここの職員で決定ね。流れ者が贅ぜい沢たくを言っちゃいかんよ」

「…………」

「食堂でウェイトレスをしてりゃ、兵士らと接する機会も多いだろう。兵士団から強い推薦でもあれば、特例で入団を考えてやってもいい。それが妥協点ってことでどうだい」

「……是非もありません」

　絞り出した言葉は、ヒノモトで言う「やむを得ない」だった。




　その後。町長室を辞したメルは、廊下で待っていたシノに連れられ、職員の控え室へと案内された。

「大した仕事じゃありませんよ。庁舎内のお掃除とか、各所へのお使いとか、あとは一階の食堂のお手伝いくらいですから」

　消沈するメルを慰めてくれているのか、シノがことさら明るい声で説明してくる。

　美人なだけでなく、とても面倒見のいい人だ。仕事仲間が彼女であることは願ってもない幸運かもしれない。しかし。

　次ついでシノがこちらに差し出してきたのは、思った通り──彼女とお揃そろいのエプロンドレス一式だった。

「あの、どうしてこんな制服なのでしょうか……」

「町長の趣味、かしら。あと、兵士の方たちの要望？」

　……本当に、こんなことでいいのだろうか。ナトゥアという町は。

「大丈夫よ。私も最初は恥ずかしかったけど、三日もすれば慣れるわ。メルちゃんなら、きっと私よりも似合うと思うし」

「そんなことは……」

「さあ、まずはその甲かつ冑ちゆうを外しましょうか」

　とにかく、この期に及んではゴネても仕方がない。観念して鎧よろいを脱ぎ、真新しいエプロンドレスに袖そでを通す。

　胸元が少し苦しかったが、大体サイズは合っていた。しかも着てみて気付いたのだが……露出自体はこれまでと大して変わらなかった。

（私って結構、大胆な格好をしていたんじゃ……）

　とりあえず愛剣だけは腰に差しておくことにする。鏡に映った姿は滑こつ稽けいだが、それは剣士としてのせめてもの意地だった。

「うん、よく似合ってるわメルちゃん」

「そうでしょうか……あの、ところでシノさん」

「はい？」

　笑え顔がおのまま小首を傾かしげてきた先輩給女に、改めて向き直る。実は彼女に対しては、一つだけ尋ねておきたいことがあった。

　衛兵のディノスは、シノのことを「半月前にナトゥアへ来た新顔」だと言った。つまり彼女もまた──流れ者なのだ。

「シノさんも、ナトゥアの人ではないのですよね？」

　問うと、彼女は少し複雑げな表情を浮かべ、ついと視線を逸そらした。

「ええ。故郷の村が滅ぼされてしまいまして……たった一人、命からがら逃げ延びてきました」

「え──」

「ここより遥はるか南にある、小さな村だったのですが……運良く生き残ったのは、私一人でした。いえ、運悪く、だったのかもしれません」

「故郷が……そうですか」

　いささか無神経な質問だった。故郷を失う辛さは、メルだって身をもって体験していることだ。

　この身に備わる「自己治癒魔法」の力がなければ、きっと自分もその時に死んでいただろう。しかし結果的にメルは、ただ一人生き残ってしまった。それが果たして幸運だったのかは──彼女の言う通り、未いまだに自分でも分からない。

「すみません、辛いことを訊きいてしまって……」

「いいのよ、気にしないで。それじゃあ早速、お使いに行きましょうか。畑の収穫状態を確認して、町長さんに報告するだけです」

「了解しました」

「せっかくだから、街を簡単に案内しますね。結構ナトゥアは広いから、最初は迷ってしまうの」

「よろしくお願いします」

　そんな会話を交わしながら、二人は控え室を後にした。
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　メルとシノが庁舎を出た、その十数分ほどのち。

　詰つめ所しよでの取り調べを終えたサビトは、そのまま衛兵に連れられて町長室を訪れたところであった。

　机の向こうでは、先ほどから太ったハゲ親父おやじが、衛兵が残していった調書をやる気なさげに眺めている。彼が欠伸あくびをするのは、これでもう三回目だ。

（このオッサン、ブゴゴに似てるな……）

　確か正式名称は「豚人オーク」だったか。亜人の中でもとりわけ馬鹿力をしている奴やつらだ。ただ、他種族よりも知能はかなり低いらしい。

（そういや竜人族レドルグってのは、人間の女としか子が作れないって言ってたな。他の亜人たちは違うのかな？　もし同じだとしたら……このオッサン、ブゴゴの血が入ってるかもしれねえ）

　そんなサビトの胸中を知る由もなく、町長がようやくこちらを向いた。

「名前はサビトくん。職業は兵士。出身はジュガロ村、と」

「いかにも」

「そこはみんな、君みたいな変わった格好をしてるのかね？」

「これは民族衣装だ。ジュガロ村に伝わる旅装束なのだ」

　シノビたるサビトは本来、その素性をみだりに明かしたりはしない。

　なので取り調べでも適当な受け答えをしたのだが、名前だけは正直に告げておいた。偽ぎ名めいを使っては、メルが分からないだろうから。

「失礼ながら君、かなり胡う散さん臭くさいよね……」

「見た目で判断するものではない。これでも村一番のヒョウキン者だ」

「態度もやたら大きくないかね」

「人ひと懐なつっこいだけだ」

「…………」

　返答すればするほど、町長の顔がどんどん怪け訝げんさを増していく。

　……やはりサビトの弁舌では、相手の警戒を解くのにも限界がある。人の心に取り入る話術もまた、シノビが持つべき重要な心得なのだが……何な故ぜかサビトは、それが上う手まくいかないことが多かった。

「町長よ、心配は無用だ。この町で厄介事を起こすような真ま似ねはしない。それに、剣の腕には自信がある。敵襲の際には、他者の三倍は働けよう」

「いや、兵士は間に合ってるんだって」

　うんざりと嘆息しながら、町長が首を横に振る。

「間に合ってる？」

「この地域の【竜公アポステル】は、人間に興味がないんだよ。亜人が襲ってくることもないから、もう三年も平和でね」

「平和……」

　これはまた、樹海の村とはずいぶん状況が異なる町だ。

　そういえば、ナトゥアへ来るまでの道中でも、亜人とは一匹も出くわさなかった。セルサーレの領地で取り逃がした亜人らは、間違いなくこちらへ流れてきたはずだが……

　ならば、奴らはどこに行った？　と心で首を傾かしげるサビトの前で、町長が四回目の欠伸をした。

「そういうことだから、滞在を許可するにしても、兵士ってわけにはいかないよ」

「余計な進言かもしれぬが、油断するべきではない。今の安泰がいつまで続くかなど分かったものではないぞ」

「もちろん承知してるよ。だから兵士団は六百人、常に確保している。三百ずつの二部隊に分け、それぞれ優秀なリーダーに率いてもらっている」

「そこを何とか、六百と一人にならぬだろうか」

「ならないね」

「お主のような『だんでぃー』な男を、俺は初めて見る」

「おだてても無駄だよ。え～と、じゃあ君には酒蔵の掃除番を」

　取りつく島もなく、町長がそんな通告を下そうとしたとき。

　不意にノックの音が響き、サビトの背後の扉が開いた。

「失礼します、町長」

　……入ってきたのは、高価そうな鎧よろいをまとった男だった。

　年齢は二十代半ばといったところか。赤みがかった髪をしており、身長はサビトの頭一つほど高い。その端整な顔立ちは、一見すると荒事などとは無縁そうな印象を受けるが、意外と隙すきはなかった。

「おお、ミョンド副長か。ご苦労さん」

　相好を崩して片手を上げた町長に、ミョンドと呼ばれた剣士は折り目正しく一礼する。

「昼の定期報告に来ました。ミョンド隊の三百名、問題なく従事しております」

「副長は几き帳ちよう面めんだねえ。報告なんて、夕方の一回でいいのに」

「いえ。これも私の仕事ですから」

　爽やかに言ってのけたミョンドが、ふとこちらに視線を向けてきた。その涼やかな両目が、敵意のないことを示すように柔らかく細められる。

　これが兵士団の副長……その割には若い気もするが、町長の態度からして信任は厚そうだ。三百の兵を従えているということは、全軍の半分を任されていることになる。

（得物は腰の長剣。隙は少なし。装飾多し。顔面甘し）

　おそらくジュガロのような「剛」ではなく、「柔」の戦い方をする剣士だろう。まあ、さすがにウチの嫁よめほどの手練てだれじゃないだろうが。

　そう思った瞬間──ミョンドの右手がユラリと動いた。

「シッ！」

　たちまち眼前に飛んできた電光石火の剣撃を、サビトは掌てのひらをかざして受け止める。

　ガキリ！　と硬質な衝撃音が上がったのは、サビトが手中に十字手裏剣を忍ばせていたからだった。

　一切の殺気なく放ったはずの不意討ち。それを防がれたミョンドが、「ほう」と感嘆の声を漏らす。生憎あいにくだが、シノビに奇襲など通じない。

「……気に入ったよ、言うだけあって腕は立つようだ」

　何事もなかったように剣を収め、ミョンドが楽しげな笑みをよこしてくる。

　本来ならその眉み間けんに手裏剣をスコンと突つき立ててやるところだが、一度目なので許すことにした。

「いや、失敬したね。最近はろくに剣を握ったこともないのに、兵士になりたがる者が多くて困ってるんだ」

「試すのならば、もう少し本気で来るのだな」

「ははは、なかなか頼もしいじゃないか。お詫わびと言っては何だが……ここは一つ、私が口利ききをしてあげよう」

　片目を眇すがめたサビトを置いて、赤髪の青年が前方へと一歩進み出る。

　いきなりの抜ばつ刀とう沙ざ汰たに啞あ然ぜんとしている町長に向けて、続きミョンドは恭うやうやしく告げた。

「町長。彼を我が隊の兵士として迎えたいのですが、いかがでしょうか」

「へ？　し、しかしだねミョンド副長」

「見ての通り、戦力としては申し分ないかと。敵襲への備えだけでなく、彼なら『例の事件』の調査にも役立ってくれましょう。必要とあらば、末端の一名を除隊させますが」

「あ、いや、その必要はないよ。君の推薦なら却下するわけにもいかないし……」

　町長が慌てて首を振り、改めてサビトに通告してくる。

「そういうことだよサビトくん、君には兵士として働いてもらおう」

　予期せぬ展開に戸惑いつつも、とりあえず「了解した」と頷うなずいておく。希望が叶かなったのは重畳だが、胸には若干モヤモヤとした思いもあった。

　……このミョンドという男、別に親切心からサビトを推薦したわけじゃないんだろう。

　彼の気配は、ずいぶん前から廊下に感じていた。おそらくは会話を盗み聞きした上で、「使えそうならば拾う。ただし恩を売る形で」と考えただけと見た。

（まあ、こっちとしては戦えれば問題ねえ。こいつが兵士団の副長だってんなら、ひとまず尻尾しつぽを振っとくか）

　上司となった青年が再度こちらに向き直り、握手を求めてくる。

「歓迎するよサビト。とはいえ今のナトゥアは、さほど危機的状況にあるわけじゃない。当面は雑用係になってしまうが、構わないかい？」

「へい。お願いしやすでゲス、旦だん那な」

　差し出された手を握り返し、サビトは数年振りに敬語を使った。

　少し使い方を忘れていた。




　副長ミョンドに付き従って、程なくサビトは庁舎の一階へと戻ってきた。

　すでに正午は過ぎているはずだが、食堂にはまだ多くの兵士がたむろしている。あちこちでガハハと笑声が上がり、まるで祝宴のごとき騒がしさだった。

「あっ、ミョンド副長。お戻りですか」

　階段を降り立ったミョンドに気付き、兵士たちが次々と挨あい拶さつをしてくる。

　酒らしき飲み物を手にしている者もいたが、しかしミョンドは叱しつ責せきすることもなく「気にせず食べてくれ」と返しただけだった。

（やけに甘い副長だな。ヒノモトなら全員、叩たたっ斬きられてるぞ）

　いや、ヒノモトに限った話じゃない。仮にジュガロがこの光景を見ても、卓ちや袱ぶ台だいを引っくり返して激怒していただろう。それほどここの兵士は弛たるんでいる。

（……ん？）

　ふと見ると、食堂の隅っこに陣取った数名の兵士だけが、ミョンドを無視して食事を続けていた。いずれもなかなか厳いかつい面構えをしており、時おり鋭い眼光でこちらを睨にらみつけてくる。

（何だあいつら。ナトゥアの兵にしては気合い入ってんな）

　そんな彼らを気にすることなく、ミョンドは悠然と厨ちゆう房ぼう前のテーブルへと歩いていってしまう。

　そのまま厨房の奥に向けて『あいすみるく』なる物を注文した彼に、サビトは意を決して問いかけてみた。

「旦だん那な。この兵士ら、こんな感じでいいんですかい？」

「うん？」

「長らく戦闘がなくて気が抜けてるのは分かりやすが、締めるところはビシッと締めといた方がいいですぜ」

「心配には及ばない。【竜公アポステル】も亜人も、攻めてきたりしないさ」

　やけに自信を持って断言し、ミョンドが受け取ったグラスの一つをよこしてくる。どうやら『あいすみるく』とは、牛か山や羊ぎの乳だったらしい。

「前にいた村じゃ、頻繁に亜人の襲撃がありやしたが……この地域の【竜公アポステル】ってのは、どんな野郎なんで？」

「ゴルニシチという名の竜人レドルグだが、それ以外の詳細は不明だ。どうやら寛大な【竜公アポステル】のようでね。他の土地がどうかは知らないが、ナトゥアでは兵士と言えど、無駄に肩かた肘ひじを張る必要はない」

　敵の真意も分からないのに、よくもそう吞のん気きに構えていられるものだ。

　三年もの猶予があったなら、反撃する態勢は充分に整えられただろうに……と考えるのは、いささか酷な話か。今ある平穏を壊してまで【竜公アポステル】に挑むのは、あまりに危険な賭かけだ。

「このナトゥアにおいて警戒する必要があるのは、むしろ身内の人間だよ」

「身内の人間？」

　ミョンドが頷うなずき、食堂の一角をクイと顎あごで示す。

　それは先ほどの、やたら不穏な空気を醸かもしていた兵士たちのテーブルだった。

「例えば、あそこにいる奴やつら……あれはバルバッカ隊の兵士たちだ」

「バルバッカ？」

「現団長の名前だよ。六百人からなるナトゥアの兵士団は、二つの部隊によって構成されている。すなわちバルバッカ団長の部隊と、私の部隊だ。派閥ってやつだね」

「派閥……」

「一年ほど前までは、あちらの兵数の方が多かったがね。私の尽力によって今では半々となった。バルバッカ隊は規律が厳しく、未いまだに旧態依然の体制を貫いている。あの老将と私の部隊では、まさに地獄と天国さ」

　……団長バルバッカと、副長ミョンド。

　つまり兵士団は一枚岩でなく、二つに分かれて対立しているわけか。で、ミョンドは部下を甘やかすことで人望を摑つかみ、その勢力を増やしている、と。

（人間同士で揉もめてんのかよ。何やってんだコイツら）

　正直言ってサビトは、このミョンドという男の主義には共感できない。彼が兵士団を牛耳るようなことがあれば、ナトゥア兵の堕落はさらに酷ひどくなるだろう。

「そういえば旦だん那な、さっき事件の調査がどうこうと言ってやしたが……それも派閥争いと関係あるので？」

「ああいや、その件は忘れてくれていい。君に関かかわってもらうつもりはない」

「…………」

　どうにも腹の底が見えない男だ。まあ、町に来たばかりのヨソ者がいきなり信用されるわけもないし、メルと合流するまでは極力大人しくしておこう。

（この様子じゃ、あいつは兵士団に入れてもらえてないだろうな。まあ、町にいるのは間違いないんだし、今日きようか明日には会えるだろ）

　一気に『あいすみるく』を飲み干したサビトの横で、ミョンドがしきりに食堂内へ視線を巡らせている。どうも誰かを探しているようだ。

「おかしいな。いつもならこの時間帯は、ウェイトレスをしているはずだが……」

「旦那、どうしやした」

「……何でもない。とにかくバルバッカ隊とは、あまり親しくするな。あの通りクソ真面目まじめな堅かた物ぶつばかりだ、お近付きになっても得など何もないぞ」

「へい。ところで、俺は今日より何をすればいいんで？　何なら見張り台にでも立ちやしょうか？」

「いや、君には酒蔵の掃除を頼む」

　さらりと言ってきたミョンドに、サビトは思わず目を剝むいた。

「さ、酒蔵？」

「町長はそうするつもりだったんだろう？　だったらそれに応えてやろう」

「…………」

「ミョンド隊の好感度を上げる重要な任務だ。言ったろ？　雑用係だと」

「へ、へい……」

「拾ってやった恩を、くれぐれも忘れるなよ」

「りょ、了解でゲス」

　……せっかく兵士になれたというのに、これでは詐欺に遭った気分だ。

（大陸にやってきて以来、俺って油ばかり売ってるような……）

　サビトは本来、「竜人レドルグを狩る」ために大陸へ来たのだ。それはシノビの頭領となるための試験であり、同じく次期頭領候補のシノビと「どちらがより多く竜人レドルグを狩るか」を競せっている身なのだ。

　なのに、ひょんなことから銀髪少女に借りができてしまい、彼女に恩返しをすることになった。それでも何とか一体の【竜公アポステル】を倒したものの、その少女と運命共同体となる羽は目めになってしまった。そして、今度は酒蔵掃除……

　幼おさな馴な染じみでもある『らいばる』に対し、あまりに手痛い出遅れと言える。しかもこの地にいる【竜公アポステル】は、全くやる気がないという始末だ。

（クソッ、冗談じゃねえぞ。アトリの子分になるなんて）

　──平原に囲まれた城じよう塞さい都市・ナトゥア。何な故ぜか敵に襲われることのない、危機意識がこれでもかと欠けた町。

　シノビの頭領を目指す二人の「上忍」は……

　奇くしくもそこで、再会を果たすことになる。





　　　　４






　メルが庁舎で働き始め、瞬またたく間に三日が過ぎた。

　シノが言った通り、仕事の内容自体は簡単なものばかりだった。が、雑務というのは増えはしても、尽きることはない。お陰でサビトを探す暇もなく、朝から晩まで忙殺される日々が続いていた。

（やっぱり、他の地域へ行くべきだったのでしょうか……いえ、そう結論するにはまだ早過ぎます。せめて【竜公アポステル】ゴルニシチについて、少しでも情報を集めないと。ここにいればナトゥアの事情も把握できますし……）

　自分にそう言い聞かせ、町長のお茶ちや汲くみや肩かた揉もみ、書類整理、お使いなどに精を出す。それらは大した労働じゃなかったが、やはり厄介なのは食堂の手伝いだった。

　何せここの兵士たち、ひっきりなしに現れては凄すさまじい長居をするのだ。昼間からブドウ酒を飲み、酔っ払った挙げ句にメルのお尻しりを触ってくる者までいる。「ミルクを一つ。君のオッパイのね」と言われたときは、本気で殴なぐってやろうかと思った。

　ただ、そういう状況になると、決まってシノがフォローしてくれた。

　彼女は事を荒立てずに対処するのがとても上う手まく、幾度となくメルに代わって矢面に立ってくれた。これまで揉もめ事ごとを起こさずにやってこられたのも、全すべては頼もしい先輩のお陰と言っていい。

「ねえメルた～ん。いいじゃない、一緒に飲もうよぉ」

「ダメですよ。メルちゃんは、みんなのメルちゃんなんですから。抜け駆けすると恨うらまれますよ？」

　その日もしつこく絡からんでくる兵士から助けられ、メルはカウンターの横でシノに頭を下げた。

「すみませんシノさん。いつも面倒をおかけしまして……」

「気にしなくていいのよ。むしろ申し訳ないくらいだわ。矛先の半分がメルちゃんに向いたことで、私はかなり楽になってるもの」

「シノさんだって、まだお勤めして半月ほどなんですよね？　とても信じられません」

「フフ、ありがとう」

　厨ちゆう房ぼうのおじさんが「一息つきな」とミルクを出してくれたので、ありがたく頂くことにする。

　グラスを傾けながら、しばし喧けん騒そうに包まれた食堂を眺める。陽気に談笑している彼らに対し、メルは今さらながらの感想をポツリと漏らしてしまった。

「ここの兵士さんたち、これでいいのでしょうか……」

「笑えないわよね。でも亜人が攻めてこないから、やることがないのよ」

　襲撃がないのは、ナトゥアにとっては確かに喜ばしいことだろう。だが、竜人族レドルグによる百年もの暴虐の歴史を思えば──たった三年間の平和など当てになるものじゃない。

（それなのに、部隊同士で対立までしているなんて）

　……シノから聞いたところによると、ナトゥアの兵士団は「バルバッカ隊」と「ミョンド隊」の、二部隊に分かれて反目し合っているという。

　食堂に入り浸びたっている兵士らは、そのほとんどがミョンド隊だ。比較的みんな年若く、兵士としてのキャリアも三年未満の者ばかりとのこと。

　対するバルバッカ隊は、キャリアの長いベテラン兵士が大半を占めているらしい。つまりこちらは、ナトゥアが危険に曝さらされていた頃から兵士をしている者たちなのだ。

（もしかして二部隊の軋あつ轢れきは、現状への認識の違いに原因があるのかも……そういえば、初日に出会ったディノスさんもミョンド隊だそうだし……何か、納得です）

　そんなことを考えながら、空になったグラスをカウンターに置いたとき。

　いきなり食堂内の一角で怒号が上がり、同時に食器の割れる音が響いた。

「貴様ら、いい加減にしろ！　飯を食くったらさっさと任務に戻れ！」

　一人の中年兵士が立ち上がり、隣のテーブルにいるグループを睨にらみつけている。

　あの人は確か、バルバッカ隊の人間だ。そして案の定、彼が怒りを向けているのは──ミョンド隊の面々だった。

「昼間から酒を飲むな！　貴様らには兵士としての自覚があるのか！」

「ケッ、また始まったぜ。おいみんな、バルバッカ隊の有り難いお小言だぞぉ」

　至極もっともに思える中年兵士の叱しつ責せきを、ミョンド兵たちは笑いながら茶ちや化かす。その態度が、相手を一層に激げき昂こうさせた。

「まともに警備にも就かず、日々の鍛練もせず……副長は一体、貴様らにどういう教育をしているんだ！」

「アンタらの団長こそ、いい加減に隠居すりゃいいんじゃね？　ナトゥアの警備はミョンド隊だけで充分だぜ」

「ろくに実戦も知らない青二才どもが、偉そうなことを抜かすな！　何なら今ここで教えてやろうか！」

「あ？　上等だぞオッサン、これでも実技試験はパスしてんだぜ？」

　バルバッカ兵が剣を抜いたのに呼応して、ミョンド兵の一人も抜剣する。

　たちまち食堂内に、殺気を孕はらんだ険けん吞のんな空気が蔓まん延えんした。

「何が実戦だよ。攻めてもこねえ亜人にビクビクしやがって。バルバッカ隊ってのは、人間相手にだけは強気だよなあ！」

「楽がしたいからと兵士になった奴やつらが、よくもぬけぬけと……腑ふ抜ぬけは大人しく畑でも耕していろ！」

　罵ば声せいの応酬ののち、二人が床を蹴ける。どちらも完全に本気だった。

「おおおおお！」

　互いの白はく刃じんが、互いの脳天に向けて飛ぶ。

　唸うなる剣撃がまさに交差しかけた刹せつ那な──メルは間一髪でそこに割って入った。

　左右に持った銅製トレイで、双方の剣を同時にいなす。軌道を変えられた刃が床を叩たたくなり、両者へ立て続けに足払いをかける。

「うおっ!?」

　足をすくわれ、二人がなす術すべもなく転倒する。彼らが立ち上がろうとする前に、今度は両手のトレイをバチン！　と盛大に打ち鳴らしてやる。

　双方がビクリと停止したのを見届けると、そこでメルは息を吸って一喝した。

「庁舎での揉もめ事ごとはおやめ下さいっ！」

　……いつしか食堂内は、水を打ったように静まり返っていた。

　当事者の二名だけでなく、取り巻く兵士たちもまた、一様にポカンと口を開けてメルを見詰めている。フリフリの制服を着たウェイトレスが斬きり合いを止めたのだから、驚くのも無理はないだろう。

　出過ぎた行為だったかもしれないが、看過することはできなかった。お尻しりを触られるのは許せても、さすがに流血沙汰は行き過ぎだ。

「緊急事態でしたので、腕ずくで止めさせて頂きました。お二人が剣を向けるべきは、決して互いではないはずです。どうか剣をお収め下さい」

「──その嬢ちゃんの言う通りだ」

　その時。開かれた入口の扉から、出し抜けに同調の声が飛んできた。

　見ると、そこに白髪しらが頭の大柄な老兵が立っていた。

　年季の入った赤しやく銅どう色の甲かつ冑ちゆうを着込んでおり、老輩とは思えないほど逞たくましい体格をしている。蓄えた髭ひげもやはり真っ白で、日焼けした顔に刻まれた皺しわは深く濃い。見るからに熟練の戦士たる威風を漂わせた、凄すご味みのある偉丈夫だった。

「バ、バルバッカ団長……！」

　メルに転ばされた中年兵士が起き上がり、慌てて直立不動の姿勢を取る。

　なるほど。あの人がナトゥア兵士団の現団長……バルバッカか。

「くだらぬ騒ぎを起こすな。お前は昼飯を抜いて、持ち場に戻れ」

「はっ！　申し訳ありません！」

　中年兵士が剣を拾い、すぐさま食堂を飛び出していく。そんな彼を見送ることなく、バルバッカはゆっくりとメルの目の前までやってきた。

　力強い眼光が、興味深げにこちらを見下ろしてくる。何だかばつの悪い心地ここちになり、メルはとりあえず、ズレていた頭のカチューシャを直した。

「……嬢ちゃん、いい腕をしておるな」

「えっ」

「それに度胸もある。ウチに欲しいくらいだぞ」

　白しら髭ひげに覆われたバルバッカの口くち許もとが、微かすかに綻ほころぶ。

　メルは恐縮しながらも、ここぞとばかりに「よろしくご検討下さい」とお辞儀をした。推薦があれば入団を検討する……確か町長はそう言っていた。

　せっかくのチャンスだから、もう少し自己アピールを──と思っていると、さらにそこへ新たな兵士がツカツカと歩み寄ってきた。

　やけに豪華な甲冑をまとった、赤髪の青年だ。バルバッカに劣らぬ長身だが、スラリと手足が長く、肌も色白い。ニコニコと笑みを湛たたえた細面、そしてきらびやかな鎧よろいも相まって、まさに老将とは対照的な風貌であった。

「……ミョンドか」

「どうもバルバッカ団長。私の部下が失礼をしました」

　慇いん懃ぎんに一礼した青年に、再びバルバッカの顔が険しさを取り戻す。

　この人がミョンド副長……まさか兵士団のリーダー二人と、こんなタイミングで会うことになるとは思わなかった。

「ミョンドよ。大事に至らなかった故、今回のことは手打ちとする。構わんな？」

「はい、もちろん。部下にはよく言って聞かせておきますよ」

　淡々と交わされる言葉の中に、ギスギスとした棘とげを感じる。やはりこの二人は、かなり険悪な関係にあるようだ。

「儂わしらは守備隊であると同時に、ナトゥアの治安も任されている。外敵が来ぬからといって、それは兵を遊ばせておく理由にはならぬ。努ゆめ々ゆめ忘れるな」

「ご忠告、痛み入ります」

　肩をすくめてみせた副長を捨て置き、バルバッカが階段へと歩き出す。一方のミョンドも、メルを置いてカウンターに向かってしまった。

「あ……」

　同時にメルから離れていった二人に、思わずそんな情けない声が漏れる。

　急いでどちらかを追いかけようと思ったが、残念ながらできなかった。勤務中の職員としては、まずは床に散らばった食器の破片を掃除せねばならない。

（せっかくのアピールチャンスだったのに……）

　落胆しながらも、渋々と欠片かけらをトレイに拾い集めていく。未練を込めつつ視線を向けると、ミョンドがシノに声をかけているのが見えた。

　何やら親しげに会話をしながら、二人が楽しそうに笑い合っている。その様は、まさに美男美女のお似合いカップルという感じだった。

（……そうだ。ミョンドさんがいるんだから、サビトのことを訊きかないと）

　実は昨日、メルはそれを町長から聞かされたばかりだった。

「ああ、もう一人の新顔なら、ミョンド隊に入ったよ」……話によるとサビトは副長に気に入られ、そのままミョンド隊へ入団したというのだ。自分との境遇の違いに理不尽を感じたが、それを知ってメルはひとまず安あん堵どしたものだった。

　だったら近くここで再会できるかも、と思ったものの、サビトが食堂に現れたことはまだ一度もない。ミョンド隊の者たちに尋ねても、「新入りなんていたっけ？」という不可解な反応ばかりが返ってくる。

　一体どういうことなのか……それだけでもミョンドに確認をしたい。だが。

　シノとミョンドは、相変わらずピタリと寄り添うようにして語り合っている。周りの兵士もあえて近寄ろうとせず、遠慮がちに距離を取っているのが分かった。

（あそこに割って入るのは……至難の業です）

　斬きり合う兵士ならまだしも、さすがに今回は突入する勇気がなかった。







「メルちゃん、今日きようもお疲れ様」

「はい。お疲れ様です」

　それから数時間後。ようやく本日の職務を終えて庁舎を出たメルは、シノと一緒に夜道を歩いていた。

　庁舎の職員たちは、別に住み込みで働いているわけじゃない。かといってメルやシノには、もちろん帰るべき自宅などない。

　そこであてがわれているのが、庁舎から十分ほどの距離にある「臨時宿舎」だった。今の時代、すっかり無用の長物となった宿屋の建物を、ナトゥアは新参者の仮住まいとして利用しているのだ。

「本当なら浴場に行きたいのだけど……今日は奇数日だから駄目ね」

「シノさん、お風呂が大好きですもんね」

　このナトゥアには、町の中央部に巨大な共同浴場がある。奇数日を男性、偶数日を女性が使う決まりになっていて、つまり一日置きに入浴できるのだ。

　これまで訪れてきた町村を思えば、それだけでも結構な贅ぜい沢たくである。メルだってこの数年間は、井戸や小川での行水が当たり前だった。

「それじゃあメルちゃん、就寝まで少しお話しましょうか。私の部へ屋やに来ない？」

「はい、お邪魔します」

　……職員となって三日。メルとシノは、あっという間に親しい間柄となった。

　同じ宿舎住まい、同じ年齢、そして一日の大半を共に過ごす職場仲間だということもあり、彼女には公私にわたってお世話になりっ放しだ。

（こういう『友人』に近い存在が出来たのは……いつ以来でしょうか）

　辛い過去を背負っているはずなのに、シノはいつでも笑え顔がおを絶やさない。誰にでも優しく、明るく、どんな仕事にも決して手を抜くこともない。

　つい昨日などは、自分の昼食をこっそりと野の良らの子猫にあげていた。いけないと思いつつも餌付けしてしまったらしく、メルに気付くと子猫よりも狼狽うろたえて「お願い、このことは……」と気まずそうに懇願してきた。

　そういう彼女だからこそ、メルもこれほど短時間で心を開けたのだと思う。

（シノさんの本当の魅力は、そんな温かさと芯の強さにあるのかもしれません）

　程なくして宿舎へ辿たどり着つくと、そのままシノの部屋へと同行することにした。

　宿舎の一階は吹き抜けのロビーになっており、今は使われていない。その階下を四方から見下ろせる形で、二階廊下がグルリと屋内を一周している。

　客室の間取りは全すべて同じ。ちなみにシノの部屋は、メルの三つ隣であった。

「遠慮なく入って。ベッドと机しかない部屋だけど、それはメルちゃんのところも同じかしら」

「そうですね。でも、個室があるだけ恵まれています」

　シノが燭しよく台だいの炎を利用して少量の湯を沸かし、手早く紅茶を作ってくれる。ちなみに夕食はもう済んでいた。仕事終わりに食堂で出してもらえる決まりなのだ。

「それにしてもメルちゃん、今日きようは大活躍だったわね」

「え？」

「メルちゃんがあんなに強いなんて、驚き過ぎて笑いたくなっちゃったわ」

　二人してベッドの端に腰掛けるなり、シノがそんなことを言ってくる。それは昼間の、兵士たちを止めた一件のことだろう。

　あの一幕以降、「彼女は怒らせるとヤバい」と思われたらしく、兵士たちは少しだけ行儀がよくなった。が、「俺もメルちゃんに叱しかられたい！」という一部の変な支持者を得てしまい、あまり喜べる状況とも言えない。

「すみません。はしたない姿をお見せしてしまって……」

「ううん、凄すごくカッコよかったわ。女の子なのに剣が使えるなんて憧あこがれちゃう」

「いえ、私なんて夫に比べたら、まだまだ未熟で」

「えっ？」

　メルの言葉に、シノが両目を大きく見開き、ズイと詰め寄ってくる。

「メルちゃん、旦だん那な様がいるの？　その歳としでもう？」

「は、はい。まだ夫婦という関係に馴な染じんではいませんが、二人で旅をしています。夫はミョンド隊に入ったみたいです」

「そう、なんだ。もう結婚を……それはちょっと笑えないかも」

「それで、その夫のことなのですが」

　あえてサビトの話題に触れたのは、一いち縷るの期待からだった。ミョンド副長とあれだけ親しいシノなら、何か聞かされていないかと思ったのだ。

「ナトゥアへ来てから、まだ一度も会えていなくて……シノさん、ミョンド副長から『新入り兵士』の話など聞いていませんか？」

「ごめんなさい、特にそれらしいことは……」

　あえなく首を振られてしまい、「そうですか」と溜ため息いきをつく。さすがにそう都合よくはいかないか。

「でも、次にミョンドさんが来たら訊きいておくわ」

「すみません、こんなお願いをしてしまって。食堂にも全く食べに来ないし、どこで何をしているのか心配で……」

「大好きなのね、旦那様のこと」

　唐突に言われ、思わず「へっ？」とシノを瞠どう目もくする。

　たちまち自分の顔が、カァーッと熱くなっていくのが分かった。旦那なのだから別におかしなことじゃないのだが、そうストレートに指摘されると何だか照れ臭い。

　そんなメルを見て、彼女は口を押さえておかしそうにクスクスと笑っていた。

「メルちゃんの心を射止めた人なんて、ちょっと興味が湧わいちゃうわ」

「あ、いえ、そんな大層な夫では……戦闘力だけは並外れてますけど、素っ気ないし、無ぶ愛あい想そだし、私のお願いなんて全然聞いてくれないし」

　必死に捲まくし立たてるメルに、シノが「どんなお願いをしたの？」と悪戯いたずらっぽく追及してくる。大人びた色香を持つ彼女だが、最近ではこういう少女らしい一面も見せてくれるようになった。

「だけど羨うらやましいわ。望んだ人と添い遂げられるなんて」

「シノさんには、そういう人はいないのですか？」

「う～ん……いることはいるのだけど」

　それはきっと、ミョンドのことだろう。

　そういえば今日きよう、兵士たちが愚ぐ痴ちっているのを耳にした。「副長が来ると、シノちゃんを独り占めされちまうんだよなあ」と。二人の仲は、彼らにも周知のことなのだ。

　……それからしばらくの間、他た愛あいのないお喋しやべりに花を咲かす。

　やがて会話がプツリと途切れたタイミングを見計らい、メルは意を決して口調と姿勢を正した。

「あの、シノさん」

「何？」

「こんなことを訊きくのは、とても配慮に欠けているとは思うのですが」

　実はシノには一つ、改めて聞いておきたい情報があった。それは部へ屋やに誘われたときから、何とかして問おうと決めていたことだった。

　容易たやすく触れるべき話題じゃないのは承知している。だがメルは、どうしてもそれを知る必要があった。だから慎重に言葉を選びつつ、しつこいほど前置きを繰り返す。

「話すのが辛いなら、もちろん断って頂いて結構なのですが……」

「滅ぼされた故郷のこと、かしら」

　聡さとい彼女はすぐに察したらしく、それをズバリと口にした。意外にも今までと変わらない声音だった。

「……そうです。そこに君臨していた【竜公アポステル】のことを、教えて欲しいのです」

　シノは、ナトゥアの南方から逃げてきた避難民だ。そこを滅ぼした【竜公アポステル】の情報は、生き残った彼女だけが知る貴重なものなのだ。

　竜人レドルグと対たい峙じするに当たり、敵が操る魔法能力を事前に知っていることは絶大なアドバンテージとなる。シノから得られる情報次第では、この地にいる【竜公アポステル】ゴルニシチより先にそちらと戦うという選択肢もある。

　とはいえ、それを聞き出そうとする以上、こちらの目的もちゃんと話しておくべきだろう。だからメルは、彼女の返事を待たずに言葉を続けた。

「実は、私と夫は──各地の【竜公アポステル】を倒すために旅をしているんです」

「え……」

「まだようやく、ここより東の地域を支配していたセルサーレという【竜公アポステル】を倒せただけなのですが……これからも竜人族レドルグを討つために大陸を巡るつもりでいます」

「【竜公アポステル】を、倒した？」

　シノの切れ長の両目が、驚きよう愕がくに彩いろどられる。

　燭しよく台だいの炎が、ジジッと小さく音を立てた。

「倒したと言っても、ほとんど夫の活躍なのですが……私は足手まといにならないようにするのが精一杯で」

「…………」

「だから、私たちは敵の情報が欲しいのです。シノさんの故郷を滅ぼした【竜公アポステル】を、私たちに討たせて頂けませんか」

　しばらく黙したままメルを見詰めていたシノが、ふと視線を手元のカップへと移す。紅茶の水面みなもを眺めながら、やがて彼女は承諾してくれたように唇を開いた。

　しかし。次ついで彼女から発されたのは──予想だにしない一言だった。

「死んだわ」

「……え？」

「ここより南の地域を支配していたのは、ペルダという【竜公アポステル】だったのだけど……彼はもういないわ」

「ど、どういうことですか？」

「詳しいことは私にも分からないの。隠れていた建物から外へ出たときには、もうペルダは死んでいたから。村の中で、たくさんの亜人たちと一緒に」

　あまりにも不意討ちの、そして衝撃の事態だった。亜人の軍勢を従えた【竜公アポステル】が──一体誰に殺されたというのだ？

　人間がそれを為なすには、数万規模の軍隊が必要だ。否いな、おそらくそれでも勝つことは不可能だろう。

　ならば、亜人たちが反旗を翻ひるがえしたとか……いや、その線も考えにくい。

　亜人とは、竜人族レドルグが大陸に現れる以前から、ずっと人間に敵対してきた存在だ。彼らが【竜公アポステル】に隷属しているのは、その力に屈したからだけではない。「人間を駆逐する」という目的が一致していることが、最も大きな理由なのだ。

　絶句するメルをよそに、シノはなおも語り続ける。

「ペルダは、竜人族レドルグの中でもかなり若くて未熟な【竜公アポステル】だったそうよ。確か、序列十九位、だったかしら」

「…………」

「竜人レドルグでも、倒されることがあるのね。少し──笑えるわ」

　そう言って微笑ほほえんだシノに、何な故ぜかゾクリと寒気を感じてしまう。まるで彼女のものとは思えない、それは無機質で無感情な声だった。

（とにかく、どういう形だとしても【竜公アポステル】が討たれたのは僥ぎよう倖こうです）

　釈然とはしないが、今はそれで良しとするしかない。

　大陸に君臨する【竜公アポステル】は、二十人。そのうち序列十一位のセルサーレと、十九位のペルダが死んだ。何より大切なのは、その事実なのだから。

「……それでは、この辺で失礼します。お休みなさいシノさん」

　それから三十分ほど雑談をして、メルは自室へ帰ることにした。明日も朝から仕事が待っている。

「ええ、お休みメルちゃん。……あ、最後に一つだけいい？」

「はい、何でしょうか」

「メルちゃんの旦だん那なさん──お名前は何というのかしら」

「サビトといいます。どこかで黒ずくめの怪しい人を見かけたら、教えて頂けますか」

「…………」

　少しだけ奇妙な間を置いたのち。

　シノは僅わずかに目を細め、「ええ、きっと」と頷うなずいた。
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　サビトが酒蔵で働き出して、あっという間に五日が過ぎてしまった。

　ナトゥア南端にある、巨大なブドウ園。そこに隣接する酒造倉庫の掃除をすることが、副長ミョンドから命じられたサビトの任務だった。

　朝から晩までひたすら壁と床を磨き、樽たるを右へ左へと運び、入り込んだネズミを追い回す。今ではシノビ装束も脱いでしまい、すっかり野の良ら着が板についていた。

（俺は何をしてる？　俺は誰だ？）

　確か兵士というのは、ナトゥアで最も待遇がいい職業だったはず。にも拘かかわらず、サビトのそれは周りの作業員たちよりも酷ひどいものだった。

　食事といえば、配給係が届けてくるパンとミルクのみ。自宅がないことから、酒蔵内の休憩室を寝床としている状態。最近では掃除以外の雑用を押しつけられることも多く、メルを探すことすらできずにいた。

（あの副長野郎、まんまとハメやがって……やっぱ手裏剣で倒しとけばよかったぜ）

　できることなら、今すぐにでも逃亡を図りたい。が、下へ手たに問題を起こせばメルにも迷惑をかける恐れがある。

　何より、酒蔵は今日きようから出荷作業に入るとのこと。町の各所に酒さか樽だるを届けるため、猫の手も借りたいほど忙しくなるという。その配達員の中には、当然のようにサビトも含まれていた。

「それじゃサビトくん、これを庁舎に持ってってくれるかい」

　その日、酒蔵の責任者たる爺じいさんにニコニコとそう告げられ、サビトは酒樽が五つも積まれた荷車を託された。

「責任者よ。庁舎とは、ここから一番遠い場所ではないのか」

「悪いねぇ。ウチにゃジジイしかいないから……しかも揃そろって腰よう痛つう持ちときてる」

「…………」

「若い働き手が来てくれて、ホント助かってるよ。ミョンド副長はお優しいねえ」

　手柄が全すべて奴やつのものとされていることに腹立たしさを感じたが、ここの作業員が老人ばかりなのも事実だ。あまり過酷な重労働をさせるわけにもいかない。

（逃げ出すにしても、出荷が終わってからだな……）

　そう考え、サビトは重い荷車を引きながら庁舎へと向かった。




　三十分ほどかけて庁舎へ辿たどり着つくと、サビトはそのまま建物の裏手へと回った。

　そこに厨ちゆう房ぼうの勝手口があるので、職員から受領印を貰もらえと指示されている。今はちょうど昼前、食堂が忙しくならないうちに来られてよかった。

（チェッ。本当なら俺もここで食くえてたはずなのに……）

　そんな愚ぐ痴ちを心でこぼしつつ、路地裏の先に現れた勝手口の戸を叩たたく。

　間もなくパタパタと足音が聞こえ、扉が開かれた。中から出てきたのは、何とも扇情的な格好をした巨乳の給女だった。

「こんにちは。配送の方ですよね？　厨ちゆう房ぼう長から伺っております」

「へい、さようで。こちらに『さいん』をよろしくでゲス」

　頭に被かぶった麦わら帽子の鍔つばを摘つまみ、軽く一礼する。次ついで配達証明を手渡すと、給女が手早くサインをしてくれた。

「ふう、暑っちぃ……」

　首に巻いたタオルで顔を拭くサビトに、給女が証書を返しながら「お疲れ様でした」と労ねぎらいの声をよこしてくる。

「一人でこれだけの酒さか樽だるを運んできたのですか？　大変だったんじゃ……」

「これも仕事でゲス」

「ここの兵士さんたち、暇なら手伝ってあげればいいのに……」

　自分がまさにその手伝っている兵士なのだが、言うのはやめておいた。どうせミョンドの株が上がるだけだ。

　……それにしても、なかなか朗らかで人当たりの良い少女だ。最近は爺じいさんの相手ばかりしていたので、心の潤いを求めてつい軽口が出てしまう。

「しかしお姉さん、色っぽいカッコでゲスなぁ」

「そ、そうですか？　まだ慣れなくて恥ずかしいのですけど……」

「いやいや、よく似合ってますでゲスよ。できれば毎日でも配達に来たいもんでゲス」

「もう、業者さんったら冗談ばっかり。あ、少し待っていて下さい、せっかくだから何か冷たい物を──」

　そう言って逃げるように踵きびすを返しかけた給女が、ふと言葉と足を止めた。

　どうしたのかと思い、帽子を取りつつ彼女の顔を初めてまともに見る。すると。

「あ──」

　そこにいたのは、見覚えのある銀髪少女だった。フリフリの服を着た、ヒラヒラのスカートを穿はいた、サビトの運命共同体だった。

　胸当てじゃないためか、普段よりさらに巨乳に見える。ヘソは隠れているが、相変わらず剝むき出だしの太ふと股ももが魅惑的だ。ちなみに彼女の白肌を見ていると、サビトはいつも餅もちが食くいたくなる。

「…………」

「…………」

　お互いにポカンと口を開け、しばし相手を刮かつ目もくする。何という不覚。格好が違うとはいえ、まさか自分の嫁よめに気付けなかったとは。

「…………」

「…………」












「……何してんだ、お前」

「こっちのセリフです！」

　こちらの問いに、メルがさらなる大声で問いを被かぶせてくる。

「サビト、今までどこにいたんですかっ？　というか、何をしてるんですかっ？」

「酒の配達でゲス」

「見れば分かります！　何ですかその語尾！」

　鼻先が触れんばかりに詰め寄ってきた彼女に、とりあえず手短に事情を話す。もう口調は戻しても構わないだろう。

「……そんなわけで、兵士団に入ったはいいが、何な故ぜかこうなってしまったのだ。お前と合流するまでは大人しくしてるつもりだったのだが」

「ミョンド隊に入ったことは、町長さんから聞いていました。なのに誰もサビトを知らないし……心配したんですよ？」

「初日から酒蔵行きだったからな。お前こそ何でそんな格好をしている？　いつもの甲かつ冑ちゆうはどうした」

「こ、これはここの制服で……兵士団を断られ、庁舎の職員にされてしまったのです」

「そういう男に媚こびた服を、俺は好かぬ。女は慎つつましくあるべきだ」

「毎日でも来たいでゲス、って言いませんでしたか？」

　ジロリと見据えてきたメルを、咳せき払ばらいでやり過ごす。再会したばかりでまた喧けん嘩かになっては堪たまらない。

「ともあれ、お前は庁舎にいるのだな？　互いの所在が知れたのは何よりだ」

「はい。これで一安心です」

　幸いにも、メルはすぐに機嫌を直してくれた。彼女は次ついでキョロキョロと周りを見回すと、誰もいないのを確認してからサビトに抱き着いてきた。

　弾力のある巨大な双丘が、密着のせいでムニリとひしゃげる。

「お、おい、真っ昼間だぞ」

「いいじゃないですか、久し振りなんだから」

　甘えた声と共に、両腕をサビトの首に回してくる。銀髪の毛先に鼻をくすぐられ、クシャミが出そうになった。

「会いたかったです、サビト」

「もういいだろう。人が来るぞ」

「少しくらい甘えさせて下さい。ね？」

　そう言われては、夫としては拒否できない。相手の要望もちゃんと聞き入れなくては駄目だと、すでに学習は済ませてある。

「……メル。先日はその、悪かった。少し自分勝手だった」

「いえ。私こそワガママでした。反省しています」

「では喧けん嘩かの件は、もう水に流すとしよう。それでいいな？」

「はい。それじゃあ、仲直りのキスを」

　顔を上げて唇を「ん」と向けてきた彼女を、慌てて引ひき剝はがす。路地裏から見える大通りを、通行人が横切っていったのだ。

　メルもそれに気付いたらしく、残念そうな顔をしながらも離れてくれた。まだ唇を尖とがらせていたが、あれは単に拗すねているのだろう。

「それにしても、ナトゥアとは奇妙な町だな。【竜公アポステル】が全く攻めてこないとは」

「はい。私も驚きました。でも、ここはかなり例外の町だと思います。これまで私が訪れた場所は、どこも樹海の村と同じ状況でしたから」

「この地の【竜公アポステル】は、ゴルニシチという名だったか。他に何か情報を得ているか？」

「いいえ。私も名前しか……ただ、【竜公アポステル】については、別件で一つ気になることが」

「何だ」

「ここより南方の地を支配していたペルダなる【竜公アポステル】が、何者かに討たれたそうです。おそらく、配下の亜人軍も一緒に」

「討たれた？　【竜公アポステル】が？」

　それは確かに聞き捨てならない話だ。

　亜人はともかく、ただの人間に竜人族レドルグを倒せるとは思えない。彼らの戦闘力がどれほどのものかは、セルサーレ戦ですでに体験済みだ。

　だが──それを行える可能性がある者に、サビトは一人だけ心当たりがある。

「まさか、アトリか」

　サビトの幼おさな馴な染じみであり、次期頭領の座を争うライバルであるシノビ。その実力においてサビトを凌りよう駕がするかもしれない、稀き代たいの天才と言われた上忍クノイチ。

　サビトと同じく、アトリが大陸へやってきて一ヵ月以上……あいつなら一匹くらい竜人レドルグを狩っていても不思議じゃない。

「やっぱりサビトもそう思いますか。私も【竜公アポステル】を倒せる者なんて、シノビしかいないのではと……」

「確証がない以上、あれこれ考えても仕方あるまい。それより俺も一つ、別件で気になる噂うわさを耳にした」

「何ですか？」

「『神隠し』の噂だ」

「神隠し？」

「ナトゥアでは、たまに住民がいなくなることがあるそうだ。消えた人間は二度と戻ってくることはなく、出奔という形で処理されているらしい」

　それは昨日の休憩中、酒蔵の老人たちから仕入れたばかりの情報だった。

　詳細は不明だが、消える人間に法則性はないという。しかし中には、家族を残したまま姿をくらます者や、結婚前日にいなくなった者までいるそうだ。

　この平和な町らしからぬ、きな臭い事件だと思う。おそらくミョンドが言っていた「例の事件」の調査とは、この『神隠し』のことに違いない。

　サビトの話を聞き、メルも思案顔で腕を組む。

「確かにそれは気になる事件ですね。きっとそれは出奔なんかじゃありません。安全なナトゥアを捨てて、よその危険な地域へ向かう意味などありませんから」

「いずれにせよ、もう少し情報を集めるとしよう。しばらくは諜ちよう報ほう活動といくか」

「了解しました。では当面、今の仕事を続けるということで」

「……是非もあるまい」

　酒蔵に留とどまるのは気が滅め入いるが、メルと再会できたことで目下の心配は消えた。ナトゥアを古くから知る老人たちなら、まだ聞き出せることもあるだろう。

　……それぞれ夕方に三十分ほど休憩できると判明したので、明日からは一日に一度、その時間に落ち合うことを約束する。

　メルからは「町長さんに事情を話すので、一緒に住みませんか？」と提案されたが、それは断った。ブドウ園の朝は早いのだ。

「それじゃあサビト、お互い頑張りましょうね」

「了解でゲス」

「それ、やめて下さい」

「シノビとは正体を偽るものでゲス」

「私はとっくに正体を知ってますからっ。それと……浮うわ気きはダメですよ」

「心配するな、職場にはジジイしかおらぬ。お前こそ、客にケツとか触られるなよ」

「も、もちろんです」

　別れ際にそんな言葉を交わし、二人はそれぞれの仕事へと戻っていった。





第二章　　クノイチが斬る








　　　　１






「あ～あ、こりゃ酷ひでぇな」

　累々たる屍しかばねの海を見渡しながら、男は苦笑混じりに呟つぶやいた。

　半月が朧おぼろに浮かぶ夜空の下。海岸に程近い、大陸南端の丘陵地帯。

　そこにあるひときわ小高い丘から見下ろす惨状は、まさしく壮観の一言だった。

　どこを向いても死体の山。妖人ゴブリン、豚人オーク、翼人ハーピー、馬人セントール、果ては稀き少しよう種しゆの鬼人オーガまでもが、一帯を埋め尽くすように骸を晒さらしている。その数は、ざっと見積もって三千、いや四千はいるだろうか。

「殺しも殺したり……よくもまぁこれだけぶっ殺せるモンだ。昔の俺でも、ここまではイカレてなかったぜ」

　言いながらも、男の口端は楽しげに吊つり上あがっていた。

　おそらくこの殺さつ戮りくは、ごく僅わずかな少人数によって行われたものだろう。仮に人間どもが大規模な軍隊をぶつけてきたのなら、奴やつらの死体も少しは転がっているはずだ。

　死体の損壊状態は様々。黒焦げになっている者もいれば、四肢が切断されている者、凍っている者、果ては原形を留とどめぬほど細切れにされている者もいる。

　その多様な殺し方に共通点があるとすれば──徹底した「容赦のなさ」か。

「まあ、亜人どもはいいとして、だ」

　そこで男はマントを翻ひるがえし、背後に向き直った。

　──彼の眼前に、巨大な黒い物体があった。

　ゴツゴツとした鱗うろこに覆われた、大岩のごとき肉塊だ。全身がズタズタに切り刻まれ、辺りに臓物らしき物が散乱している。翼や尾も損傷が著しく、グッタリと地面に投げ出された頭部は……角の先端が失われていた。

　それは、竜だった。

　この大陸に君臨する【竜公アポステル】の一人の、無残に変わり果てた姿だった。

「ザマァねえなあ。ペルダの坊ぼう主ずよ」

　男は低く笑いながら、その骸へと鷹おう揚ように語りかける。無論、相手は何も反応しない。

　殺されてから、もうずいぶん経たつのだろう。死体はかなり腐敗が進んでおり、強烈な悪臭が周囲に立ち込めている。

　それらも不快ではあったが、何といっても閉口するのは、裂かれた喉のどから流れ出ている笛に似た旋律だった。風に乗って微かすかにヒュルヒュルと聞こえる「その音」が気になり、男はわざわざこんな他領地まで出向いてきたのだ。

　そして──来てみればこの有り様だ。

　竜体となって全力で戦ったと思われる【竜公アポステル】が、自身の軍勢もろとも皆殺し状態。ペルダ配下の亜人はもっと多かったはずだが、どのみちそいつらも生きてはいまい。どこかで同様の憂き目に遭っていることだろう。

「確か数十年前にも、こんなことがあったか」

　絶対の支配者たる竜人族レドルグが、同胞以外の存在に倒される……その椿ちん事じは、何もペルダが初めてというわけではない。

　最も新しい記憶では、二人の【竜公アポステル】が相次ついで敗北した過去もある。

「まさか、あの時と同じ【竜落子ドラグリーズ】の仕業だったりしてな」

　大陸の遥はるか東にある、ヒノモトという名の孤島。忌いまわしき「竜人レドルグの王」の末まつ裔えいが、今も脈々と生き続けている『禁足地』。

　かつて二人の【竜公アポステル】を倒したのは、そこからやってきた【竜落子ドラグリーズ】だった。

　竜人レドルグを父親としながら、竜体を持たずに生まれた出来損ない。竜人族レドルグの象徴である魔法能力を受け継ぎながら、「人間」として生まれた忌み子──あの『禁足地』には、その中でもとりわけ厄介な【竜落子ドラグリーズ】どもがいる。

「機会があれば、是非とも手合わせしてみたいモンだぜ。万能の魔法能力を受け継いだ……『王の子孫』とやらとよ」

　耳障りな笛の音を聞きつつ、男は手にした大理石の杖つえで自分の肩をトントンと叩たたいた。

　風にたなびくマントは、深しん紅くのビロード。一本の髪もない禿とく頭とうには、宝石で飾られた黄金の王冠を被かぶっている。それらの絢けん爛らんな小道具たちは、かつて縄張りに存在した人間の王国から接収した物だ。

「何はともあれ、これでこの一帯は空白地になっちまったな。まぁペルダのこった、人間なんざ狩り尽くしちまってるだろうが」

　この若造の【竜公アポステル】は、必要以上に人間を毛嫌いしていた。「食料源」と「子を生ませる女」を確保するため、最低限の人間は残しておくというセオリーも無視して、人間の駆除にひたすら血道を上げていた。つくづくつまらない男だと思う。

　いずれ同胞の誰かが子を作り、そいつが新たな【竜公アポステル】として認められれば、この領地を任されることになるだろう。

　それまでこの地は、人間にとってすこぶる安全な場所となるのだが……砦とりでに閉じ籠っている奴やつらには、それを知る手立てもあるまい。

「さて、そろそろシマに帰るか」

　そんな独り言と共に、男はゴキゴキと首を鳴らしながら歩き出す。

　音の正体は確認した。思いもよらない収穫もあった。

　ペルダの死は、あえて他の【竜公アポステル】に告げることもないだろう。どうせ誰も、彼の親すらも、そんなことに興味はあるまい。

　……帰ったら、とりあえず食事にしよう。最近はどうも腹の減る頻度が増えてきた気がする。つい半月ほど前に、人間を食くったばかりだというのに。

「ミョンドの野郎、この前はガキなんぞよこしやがったからな。確かにガキは美う味まいが、量が少ねえ。それに……真ま似ねも難しいしな」

　そんな不満をこぼしつつ、その男──【竜公アポステル】ゴルニシチは、ブラブラと丘を下りていく。しかし間もなく足を止めて振り返り、背後に短く声を投げた。

「おい、行くぞペルダ」

　無論、反応などあるはずがなかった。が、その言葉を受けて。

　竜の屍しかばねが、ノソリと動いた。
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　サビトとの再会を果たした翌日。メルは朝からずっと上機嫌だった。

　ようやくサビトの居場所が判明しただけでなく、仲直りもできた……しかもこれからは情報交換のため、毎日会えるのだ。知らず心は弾はずみ、自然と鼻歌までこぼれてしまう。

（一緒に暮らせないのは残念ですけど、ワガママはいけません。夫婦だからって、常にべったりしている必要はないのですから）

　そう自戒するものの、夕方になるのが待ち遠しい。

　休憩時間にこっそりと抜け出して、恋仲の男性と密会するというシチュエーションに、言い知れぬドキドキ感を覚えている自分がいた。

（もしかしたら、シノさんもこういう風にミョンド副長と会っているのかも……長い休憩のときは、よくいなくなるし）

　たとえそうでなくても、あれほどの美人だ。恋人なんて選より取どり見み取どりだろう。

　何せ彼女の色香には、同じ女のメルでさえ思わずドキリとしてしまうことがある。自分も男だったら夢中になっていたかもしれない。

　そういえば、子猫に餌をやっているとき、彼女は無意識に「おいちいでちゅか～？」と赤ちゃん言葉になっていた。ああいうギャップもまた、男心を虜とりこにするに違いない。

（これを機会に、シノさんから『女らしさ』を学び取りましょう。そしてサビトを撃沈させてみせます）

　そんなことを考えているうちに、気付けばまた鼻歌を唄うたってしまっていた。

　そしてそれが──思わぬ災いを招くことになった。

　町長室を掃除していた午前中のこと。メルの鼻歌を聞いた町長が、とんでもない提案をしてきたのだ。

「メルくん、なかなか歌が上う手まいじゃないか」

「し、失礼しました。仕事中なのに不真面目まじめな態度を……」

「いやいや構わんよ。そうだ、せっかくだからその美声、みんなにも聞かせてやってはどうかね」

「はい？」

「君がナトゥアに来て、もう一週間だ。そろそろ仕事にも慣れてきた頃だろう。実はメルくんとシノくんには、かねてから頼みたいことがあったんだよ」

「何でしょうか」

「ショーだよ。一階の食堂にて、君たち二人による『歌と踊りのステージ』を催そうと思っているんだ」

「！」

　満面の笑みでそう告げてきた町長に、メルの全身が硬直した。

「町長、ご冗談を……」

「私は真面目だよ。その際には、食堂を一般にも開放するつもりだ。お客は住民を優先、兵士は少数しか入れてやらん。そうすればステージ見たさに、除隊を申し出る者がいるかもしれない」

「そ、そんな無む茶ちや苦く茶ちやなっ」

「ユニット名も考えてある。看板娘デュオ・『メイドールズ』というのはどうかね」

「町長！　お気を確かに！」

　蒼そう白はくになっているメルをよそに、町長が嬉き々きとしてプランを語り続ける。

「行く行くはメンバー増員も視野に入れている。若い娘というのは、仕事にあぶれることが多くてね。そんな彼女らの働き口を考えるのも、町長たる私の役目なのだよ」

「ただの趣味でしょう！」

　悲鳴のごときメルの拒否にも、町長は頑として意見を曲げなかった。

（何て町なんですか、ナトゥアは……）

　こんな感想を抱くのも、もう何度目だろうか。

　浮ついていた心が一瞬にして憂ゆう鬱うつへと変わり、メルは軽い目眩めまいを覚えた。




「しょ、食堂でステージ？」

　その後。農作物の出荷予定を確認するため耕地に向かった、その道中。

　早速シノにその一大事を告げると、やはり彼女も啞あ然ぜんとしていた。

　往来は相変わらず、行き交う人々で賑にぎわっている。この大通りはナトゥアのメインストリートであり、一番活気のある一帯なのだ。

「町長ったら、何を考えているのかしら……」

「とにかく何とか手を打たないと、私たちは『メイドールズ』になってしまいます」

　シノが「笑えないわね」と腕を組みながら、片手を頰ほおに当てて考え込む。

　何だか彼女を巻き込んだ形となったことに、メルは多大な申し訳なさを感じていた。

「メルちゃん。何かいい案はある？」

「そうですね……誰かに相談してみるのはどうでしょう。厨ちゆう房ぼうの方たちとか」

「でも相談するなら、託児所の保母さんの方がよくない？」

「えっ？」

「だって、歌と踊りでしょう？　きっと保母さんが一番頼りになるわ」

　にっこりと笑って言ったシノに、メルは足を止めて驚きよう愕がくした。

　まさか彼女は──この話を受けるつもりなのか？　本気でメルとデュオを組む気なのか？

　ちなみに託児所とは、日中忙しい親に代わって幼児の面倒をまとめて見ている施設である。子供好きらしいシノは、よくそこへ顔を出すのだそうだ。

「ま、待って下さいシノさん！　私はこの計画を中止するための相談を」

「もちろん私も気は進まないのだけど……でも町に置いてもらっている身だし、要望には極力応えないと」

「それは、そうですが……」

「それで皆さんが喜んでくれるなら、私も嬉うれしいわ」

「…………」

　天然な性格、というわけじゃないのだろう。

　彼女は単に、何事にも前向きで一所懸命なのだ。上からの指示は、必ず遂行する……シノの誠実さは理解していたつもりだが、それでもまだ甘く見ていたのかもしれない。

（シノさんが承諾するなら、もう手詰まりです。もともと私の鼻歌が原因なんだし……）

　言葉を失っているメルの前で、ふとシノの視線が横へと注がれる。途端に彼女の顔色が変わり、メルを置いて歩き出してしまう。

「シノさん？」

　慌てて追いかけようとした瞬間、メルにもその理由が分かった。

　道の脇わきで、老人が足を押さえてうずくまっていたのだ。

「大丈夫ですか。足をどうかされましたか？」

　シノが足早に近寄り、老人の顔を覗のぞき込む。続いてその足首にそっと触れ、迅速に状態を確認する。

「足首を挫くじいてますね。痛みは酷ひどいですか？」

「いや、平気じゃよ。ちょっと地面の窪くぼみにつまずいてしもうて……」

　明るく答えたものの、老人の額には脂汗が滲にじんでいる。

　とりあえず処置ができる場所へ……と思っていると、ちょうどタイミングよく二人の兵士が通りかかったので、メルは駆け寄って声をかけた。

「あのすみません、お爺じいさんが怪け我がをしてしまって……手を貸して頂けませんか」

「おっ。この子って確か、食堂のウェイトレスちゃんじゃない？」

「どうしたの？　お使い？」

　メルの姿を見て、兵士たちがそんな吞のん気きな応答をよこしてくる。どうもミョンド隊の二人のようだが、まとう鎧よろいがかなり立派だ。分隊長クラスなのかもしれない。

「あの、お爺さんが足を」

「悪いけど、俺ら今から休憩なんだ。任務外の時間でさ」

「見たトコ大した怪我じゃなさそうだし、放ほうっといても平気だろ。それじゃあ、また食堂でね」

　一方的な軽口と共に、そのまま二人は歩き去ってしまう。

　その態度に激しい憤いきどおりを覚えたが、今は食くい下がっている場合じゃない。早く老人の手当てをしないと──

　そう思って振り返ると、意外にも老人はすでに立ち上がっていた。

　シノによって靴を脱がされ、足首には水に濡ぬらしたハンカチが巻かれている。メルがもたついている間にも、彼女はテキパキと必要な応急処置を施していたのだ。

（凄すごい……何て手て際ぎわの良さでしょう）

　そんなシノに感服しつつ、とりあえず老人の元へと舞い戻る。まだ少し顔をしかめていたが、容態はだいぶマシになったようだ。

「しばらく冷やしていれば、痛みも引くと思います。肩をお貸ししますので、ご自宅に行きましょう」

「すまないね、お嬢さんたち。面倒をかけて……」

　頭を下げる老人に、シノが「いいえ」と微笑を返す。慈愛に満ちたその笑みに、メルは彼女の本質を垣かい間ま見みたような気がした。

「メルちゃん。申し訳ないのだけど、お爺さんの荷物を持ってもらえる？」

「はい。それにしても、具合の悪い住民を兵士が助けないなんて……」

　未いまだ納得できずそんな呟つぶやきを漏らしたところ、シノに肩を借りた老人が苦笑しながら首を振ってきた。

「いいんじゃよ。兵士さんには町を守ってもらう大切な仕事がある。こんなことで迷惑をかけられないから」

「で、ですが」

「儂わしらは、危険に脅おびやかされていた頃のナトゥアを知っている。バルバッカ様たちが命懸けで戦ってくれていた毎日を、つい昨日のことのように覚えておる。こうして平和に暮らせるのも、兵士さんがいてくれるお陰じゃよ」

　神妙に語る老人に、メルは複雑な思いでシノと視線を合わせた。

　この人くらいの年齢ならば、人生の大半が平穏とは程遠い日々だったに違いない。大陸では、むしろそれが普通なのだ。常に「戦い」と「死」が隣り合わせにある生活こそが、当たり前の現実なのだ。

（若い兵士の人たちも、それを理解しておくべきなのに……彼らだって以前のナトゥアを知らないわけじゃないんですから）

　だが、メルなどが警鐘を鳴らしたところで、聞く耳は持たれないだろう。

　三年という月日の感覚は、老人と若者では違う。記憶に刻まれた恐怖の数も、深さも違う。このまま兵士団の世代交代が進んでしまったら……果たしてナトゥアは、本当の危機が訪れたときに対処できるのだろうか。












「──歪いびつな町ね、ここは」

　ふとシノが呟つぶやいたそんな一言には、彼女らしくない苛いら立だちが含まれていた。

　それに同意していいものか分からず、結局メルは無言のまま老人の荷物を抱え上げた。




　老人を家まで送り届けたため、庁舎への帰還は少し遅くなってしまった。

　とはいえ、事情を話せば町長なら納得してくれるだろう。傍はた迷めい惑わくな人物だが、彼がそれなりに理解のある上司だということは、この一週間ですでに分かっている。

「食堂が混こむ前には、何とか戻れそうですね」

「ええ。それから、歌と踊りのことも考えないと」

　忘れかけていた案件を口にされ、たちまちメルの足取りが重くなる。

　やっぱりシノは、『メイドールズ』となる腹を決めているようだ。さっきから両手をしきりに動かしているのも、ダンスの振り付けを模索しているからなんだろう。つくづく律りち儀ぎな人だと思う。

（覚悟するしか、ないのでしょうか）

　せめて簡単な歌にして欲しい。実はそんなに上う手まくないのがバレてしまうから。そして激しい踊りは避けたい。この短いスカートでは、中が見えてしまうから。

　自分の妻が食堂で踊っている姿を見たら……サビトは一体どう思うだろうか。

「そういえばメルちゃん。旦だん那なさんとは、この次いつ会うの？」

　そこでシノが両手を止め、こちらの顔をヒョイと覗のぞき込んできた。

　昨日サビトと再会できたことは、すでに伝えてあった。彼女に要らぬ手間をかけずに済んだことは幸運だ。シノだって、ミョンドと話したいことは他にたくさんあるだろう。

「これからは、夕方の休憩時間に会うことにしました」

「南端の酒蔵にいるのよね？　どうりで見付からないはずだわ」

「でも、居場所が分かって安心しました。よかったら今度、シノさんにも紹介を」

「ええ。いずれ、そのうちにね」

　シノが何な故ぜか、はぐらかすように前を向いてしまう。

　この間は興味津々だったように思ったのだが……そう訝いぶかしんだものの、心のどこかでホッとしてしまった。

　シノのような美人を見たら、サビトだってどうなるか分からない。何せ彼は、相手がメルだと知らずに「色っぽいでゲスなぁ」なんて声をかけてきたのだ。

　もしシノと引き合わせて、翌日からサビトが食堂に通うようになったら……立ち直れない自信がある。

（まあ、シノさんにはミョンドさんがいるし、無用の心配でしょう。シノさんって、サビトよりも背が高いし……）

　上司たるミョンド副長の恋人だと分かれば、サビトもちょっかいを出したりはしないだろう。正直、部下を過剰に甘やかすミョンドにはあまり良い印象を持っていないのだが、シノが選んだ男性に間違いはないはずだ。

　いつかはお互いに、恋愛相談ができるようになれたらと思う。のろけ話や愚ぐ痴ちを言い合えるようになれたらと、心からそう思う。

　……だが一方で、シノと親しくなり続けることが少し怖くもあった。

　もしもメルが、竜の眷けん族ぞくだと知ったら。

　竜体を持たないだけの、出来損ないたる【竜落子ドラグリーズ】だと知ったら。

　きっとメルとシノの関係は、そこで終わりを迎える。これまでの関係ではいられなくなる。人間にも竜人レドルグにも忌き避ひされる存在──それが【竜落子ドラグリーズ】なのだから。

「ねえ、メルちゃん」

　シノの呼びかけにハッと我に返り、メルは慌てて笑え顔がおを繕つくろった。気付けばもう、庁舎が前方に見えていた。

「は、はい。何でしょうか」

「こういうこと、あまり訊きいていいのか分からないのだけど」

「何でも言って下さい。私だって、シノさんには色々な質問をしてますから」

　すると、シノがにわかにピタリと寄ってきて、小声で囁ささやいてきた。

「メルちゃんってもう──経験あるの？」

「え？」

「あ、あのね、旦だん那なさんがいるんだから、もちろん構わないと思うのだけど……どうなのかな、って」

　見ればシノの顔が真まっ赤かになっていた。その様子から、「経験」というのが何を指しているのかはすぐに分かった。

「やっぱり、初めてのときは緊張した？　乱暴にされなかった？」

「ま、ま、待って下さいシノさん！　私たちはまだ、そこまでは行っていません！」

「でも、ずっと二人で旅をしていたんでしょう？　今の大陸には、他に旅人もいないし……つまり、道中ならチャンスはどこでだって」

「チャンスって何ですか！　野外でなんて言語道断です！」

「でもサビト……サビトさんだって男性よ。目の前でメルちゃんのオッパイが揺れていたら、我慢にも限界が」

「揺れてません！　ちゃんと胸当てで押さえてます！」

「でもあの男……男の人って、大抵は胸が大好きなものよ」

「触られたことなんて、アクシデント以外にはありません！　大体、エッチなことなんかしていて亜人に襲われたらどうするんですか！」

「空気を読んで、終わるまで待っててくれたら笑えるのだけど」

「くれません！　笑えません！」

　その後。赤い顔のまま帰還した二人を見て、厨ちゆう房ぼう長が「ブドウ酒でも飲んだ？」と尋ねてきた。
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　ようやく酒の出荷が一段落ついた夜。メルとの再会から二日が経たった、その深夜。

　酒蔵の休憩室で毛布にくるまって眠っていたサビトは、パチリと目を開けると同時に身を起こした。胸に抱いていた刀を腰に差し、マフラーで口と鼻を覆い、すぐさま一直線に外へと向かう。

「…………」

　建物を出たところで、改めて耳を澄ませると──さっきより明確に「それ」を確認することができた。

　遠い彼方かなたより、町へと迫ってくる多数の気配がある。数は百匹ほど。僅わずかだが馬ば蹄ていの音も混ざっていた。聞いていたよりも若干多い兵数だ。

（来たか。待ってたぜ）

　亜人たちが定期的にナトゥアの周辺に現れるという情報は、とっくに仕入れてある。

　ただし周期に規則性はないらしく、半月くらいの様子見は覚悟していたのだが……思ったより早く来てくれたのは、サビトにとって幸運と言えた。

（ようやく本業の方で働けるってわけだ。見てろよ副長め、俺に酒蔵掃除なんかやらせてるのを後悔させてやる）

　これは絶好の機会だ。はっきりと腕前を見せれば、ミョンドも扱いを改めるはず。

　正規の兵士ならば、自由時間が格段に増える。諜ちよう報ほう活動も捗はかどるし、何より食堂で色々な大陸料理を食べることができる。

　そして何といっても大きいのは、メルと手軽に会えるようになることだ。

（あいつ、割と寂さみしがり屋やみたいだからな……）

　メルと密会するようになって二日。会うたびに彼女の『すきんしっぷ』が激しくなっていくのは、サビトの懸け念ねん事項であった。

　初日は抱き着いてきた程度だったが、彼女は次の日には「お姫様抱っこ」を要求してきた。今日きように至っては、「壁にドンと手をついて、迫ってきて欲しい」などという意味不明のお願いをしてきた。

　どうも彼女は、一日に三十分ほどしか会えないことで、これまでの距離感が分からなくなっているようだ。「ねえサビト。もし私が歌って踊ったりしたら……どうします？」という謎なぞの発言からも、その精神状態の不安定さが窺うかがえる。

（まあいいや。今はメルのことより、亜人の始末だ）

　闇やみに包まれた街路を、足音もなく影のように駆ける。

　グズグズしてはいられない。敵が現れたのは、酒こ蔵こから正反対に位置する北門……どんなに急いでも十分はかかる。

（さすがに竜人レドルグは来てねえか……つくづくやる気のない野郎だぜ）

　ゴルニシチのこともそうだが、竜人レドルグに関してはもう一つ気になる情報がある。メルが言っていた、一匹の【竜公アポステル】の死だ。

「ここより南方の地を支配していたペルダなる【竜公アポステル】が、何者かに討たれたそうです」──その意外な事実は、聞いたときからずっと引っかかっていた。

　それをメルに告げたのは、彼女と一緒に庁舎で働いている同年代の少女だという。滅ぼされた村の唯一の生き残りであり、数週間前にこのナトゥアへ流れ着いたそうだ。

（胡う散さん臭くせぇな、その女）

　酒蔵の老人たちが言うには、「南からナトゥアへ来るには、たくさんの丘陵と、巨大な砂漠を越えなければならない」とのこと。女がたった一人で、亜人に見付かることもなく、おそらく存在すら知らなかったナトゥアへ辿たどり着つく……あまりにも出来過ぎた話だ。

（そいつは本当に、滅ぼされた村の人間か？）

　近いうちに、その少女を確認せねばならない。

　そして、仮にそいつがサビトのよく知る人物だとしたら──ゴルニシチより先に一戦交えることになる。

（ここでアトリとかち合うなら、それはそれで好都合だ。頭領を決める試験ってのは、本来なら殺し合いなんだからな）

　とはいえ、直接対決となると苦戦は必ひつ至しだろう。

　単純な技量という面では、あのクノイチは全すべてにおいてサビトよりも上うわ手てだ。ガキの頃から見所のある奴やつだとは思っていたが、まさかサビトを脅おびやかす域まで成長するとは完全に予想外だった。

　──才能だけならば、アトリに勝てるシノビはおらぬ。

　かつて現頭領おじじもそう言っていた。しかしサビトは、それを認めるわけにはいかない。こっちにも兄貴分としてのメンツがあるのだ。

（見てろよアトリ。兄より優れた妹など存在しねえことを教えてやらあ）

　込み上げる対抗心にひとまず蓋ふたをして、サビトは走る速度を上げた。




　サビトが北門へ到着すると、そこにはすでに大勢の兵士たちが集まっていた。

　二部隊が綺き麗れいに門の左右へと分かれ、隊列を組んで指示を待っている。片やピリピリと殺気立った規律正しい集団、片や欠伸あくび混じりに私語を交わすダラけた集団……言うまでもなく、バルバッカ隊とミョンド隊だ。

（分かりやすい奴らだぜ。どっちみち今回、お前らの出番はねえけどな）

　双方から注がれる不審の目をよそに、サビトは二部隊の間を進む。程なく行き着いた門前では、それぞれの指揮官たる二人の男が、何やら口論を交わしていた。

　一人は絢けん爛らんな鎧よろいをまとった赤毛の剣士。サビトの上司たる副長・ミョンドだ。

　対するもう一人は、やけに大柄な白しら髭ひげの老将だった。見るのは初めてだが、きっと彼が団長・バルバッカだろう。

「ミョンド。貴様はまだそんなことを言っているのか」

「何度だって言いますよ。亜人たちは攻めてはきません。今回もしばらくすれば去っていくでしょう。下へ手たに刺激せず、やり過ごすのが上策かと」

「敵は百体弱、いつもより多いが殲せん滅めつできぬ数ではない。敵軍を少しでも減らすことこそ上策ではないのか」

「それでゴルニシチを怒らせれば、ナトゥアは終わりです。出撃には断固反対します」

「戦わずして何の兵士団か。貴様は忘れたのか？　三年前までのナトゥアが、どのような状態だったか──」

　埒らちの明かない言い争いを続ける二人を無視して、構わずサビトは跳躍した。

　防壁の突起を蹴けりつつ上部まで達すると、そのまま外側へヒラリと飛び降りる。

「おいお前！　待て！」

　ミョンドの怒声が聞こえたが、もとより従う気などなかった。彼は上司ではあるが主君ではない。この町でサビトに命令できるのは、食堂の銀髪少女だけなのだ。

　着地と同時に、月明かりに照らされた暗い草原を疾走する。

　目指す先では無数の影が、陣形も作らずにウジャウジャと蠢うごめいていた。

（ギギとブゴゴ、それに……いくつか妙な奴やつらがいるな）

　最初は馬に乗っているのかと思ったが、そうではなかった。

　何とそいつらは、人間の上半身に馬の下半身がくっついていたのだ。……そういえば、そんな亜人もいるとメルが言っていた気がする。

（人馬一体とは恐れ入ったぜ。自分のケツ拭けるのか？）

　どうでもいい疑問を捨て置き、眼前に迫った妖人ゴブリンたちへと刀を閃ひらめかせる。

　立て続けに十匹以上の首を刎はね、早々に「首を抱いた死体」に変える……つもりだったのだが、そこに思わぬ誤算が生じた。

（あ、あれ？）

　首を落とした妖人ゴブリンたちが、それを受け止めることなく地面に伏していく。大事な頭を拾おうともせず、その場にバタバタと倒れていく。

　……サビトは故郷の里において、『抱き首のサビト』という異名を持っている。

　神速の剣で斬首された相手は、落ちる頭を条件反射で受け止める。その直後、自分に何が起こったのかを悟り、首を抱いたままペタンと座り込んで絶命する──それがサビトの刀術の真髄であった。

　なのに、首を抱く敵は一人もいなかった。

（酒蔵勤めで勘が鈍にぶっちまったか？　いや、俺に限ってそんなことは）

　そもそもこいつらは、サビトを見ていない。単身で飛び込んできた敵をよそに、ただ虚うつろに宙を見詰め、依然としてフラフラと緩慢に動き回っているだけだ。

「お前たち、何を考えている？　向かって来ずともこちらは斬きるぞ」

　宣言ついでに、付近の豚人オークに苦く無ないを飛ばす。

　ものの見事にそれを額に食くらった敵は──しかし倒れることなく平然と歩き続けた。

（な、何で死なねえ？）

　ならばと手裏剣を乱れ打ち、手当たり次第に敵たちへ浴びせる。

　眉み間けん、頸けい中ちゆう、脳のう戸こ、廉れん泉せん、命めい門もん、松まつ風かぜ、雁がん下か……ことごとく急所を射抜いたにも拘かかわらず、やっぱり彼らは無反応だった。

（おい、ちゃんと急所を狙ねらってんだろうが！　無視するにも程があるだろ！）

　こいつらは何かがおかしい。戦意も、痛覚も、果ては死への恐怖すらも持っていないように見える。

　考えられるのは、何かの薬による催眠状態だろうか。ケシやアサガオなど、ヒノモトにも似た効力を持った毒物は存在するが、大陸にもそういった類たぐいがあるのかもしれない。

（無抵抗を斬きるのは抵抗あるが……是非もねえ）

　自ら口火を切った以上、今さら引き下がるつもりはない。首を落とせば動きが止まることは分かった。ならば──一匹残らずそうしてやるまで。

　とりあえず全すべての忍具を封印し、愛刀一本による戦闘に切り替える。

　そこからはサビトの一方的な殲せん滅めつ戦が始まった。

　唸うなる白はく刃じんはいくつの首を刎はねようと、切れ味を落とすことなく冴さえ渡わたり続ける。刀身に血ち糊のりや脂を付着させるほど、サビトの剣腕は未熟ではない。

（調子は悪くねえ。セル公と戦って以来、むしろ快調なくらいだ）

　体のキレを確認しつつ、敵の頸けい部ぶを無情に両断していく。自身の異名を体現すべく、片端から『抱き首』を試みていく。だが。

　最後の一匹に至るまで、亜人たちが己の頭部を抱くことはなかった。




「何を勝手な真ま似ねをしている！　一体どういうつもりだ！」

　数分後。甚はなはだしい消化不良を抱えたまま帰還したサビトを待っていたのは、ミョンドの凄すさまじい叱しつ責せきだった。

　あの柔和で涼やかな男が、烈火のごとく激げき昂こうしてこちらを睨にらみつけてくる。何な故ぜかその剣けん幕まくとは裏腹に、顔は青ざめ呼吸が不自然に乱れていた。

「どうもこうもない。俺は兵士として、当然やるべき任務を果たしたまで」

「亜人たちは襲ってきたりしない！　放ほうっておくのが一番なんだ！」

　普段の彼からは考えられない取り乱し様に、さすがにミョンド隊の兵士らも反応に窮している。声を発する者はなく、誰もが困惑と不安の眼まな差ざしを副長へと向けていた。

「何て余計なことを……ゴルニシチの怒りを買えば、こんな町などひとたまりもないんだぞ！　お前はナトゥアの平和をぶち壊しにする気か！」

「副長よ、何を勘違いしている」

　そこでサビトは刀を抜き、切っ先をミョンドに突つきつけた。

　たちまち副長が息を吞のみ、なす術すべもなく気勢を殺そがれる。どうやら不意討ちするのは得意でも、されるのは不慣れらしい。

「【竜公アポステル】と亜人を倒さずして、ナトゥアに真の安あん寧ねいはない。俺はお主らよりも、竜人族レドルグというものを知っている。敵が慈悲心で町を見逃していると思っているのか」

「ナトゥアは、ナトゥアは大丈夫なんだ！」

「何な故ぜそう言い切れる」

「黙れ！　お前は除隊だ！　二度と私の前に──」

　ミョンドが言い終わるのを待たず、そこへ老兵の野太い声が割って入ってきた。

「坊ぼう主ずは確か、先日やってきた流れ者の一人だったな」

　バルバッカの巨体が、ミョンドを遮さえぎるようにして前に立つ。副長とは対照的に興味深げな笑みを浮かべ、彼は口くち髭ひげを摩さすりながらサビトを見下ろしてきた。

「お主、名は何という？」

「サビトだ。お初にお目にかかる、バルバッカ団長」

「先ほどの戦い、櫓やぐらより見せてもらった。百体近い亜人を数分で撃滅、しかも全すべての首を落とすとは……さすがの儂わしも度肝を抜かれたぞ」

「空腹でなければ、もっと早く終わらせていた。俺に酒蔵掃除をさせておくのは甚はなはだしい愚行と言えよう」

「ほう、お主ほどの男が雑用係と？　それはさぞかし不満だろう」

　バルバッカが楽しげにクックッと笑う。

　どうやらこの老将、厳いかつい見た目に反して話が分かりそうだ。平和に胡座あぐらをかかず戦う気概を持ち続けているのも好ましい。最初から彼に拾ってもらっていたら、今の不本意な扱いも避けられていたかもしれない。

「サビトよ、儂はお主が気に入ったぞ。どうだ、我が隊へ来ぬか？」

「え？」

「歓迎するぞ。お主なら儂の右腕に──」

「バルバッカ団長！　兵の引き抜きはやめてもらおう！」

　バルバッカの言い終わりを待たず、今度はミョンドが声を荒らげ割り入ってくる。

　敵意を隠すことなく睨にらみ据すえる副長を、バルバッカは冷ややかにあしらった。

「貴様は今しがた、サビトに除隊を命じたはずだが？」

「撤回させて頂く！　彼は我が隊の兵士だ！」

「スカウトすることは構わぬだろう。どちらの隊に入るかは、兵の自由意思に任せる……それは貴様が提案したことだ。そうやって貴様は、儂の部隊から大量の兵を引き抜いてきたではないか」

「とにかく！　その男を渡す気はない！　そちらへ行ってまた今回のようなことをされたら、取り返しがつかなくなるからな！」

　断言すると同時に、ミョンドが腕を摑つかんでくる。彼がそのまま歩き出したので、サビトも追随することになってしまった。

「サビトよ、考えておいてくれ。ミョンドの下にいても、その剣は活いきぬぞ」

　最後に聞こえたバルバッカの言葉に後ろ髪を引かれつつも、ミョンドへの同道を余儀なくされる。

　ともあれ、この機を逃すべきじゃない。これで兵士・サビトの株は上がったはずだ。

　間もなく腕を放してくれたミョンドへと、サビトはここぞとばかりに訴えかけた。もうへりくだって敬語を使う必要もないだろう。

「副長よ。先に俺を拾ったのはお主だ。隊に残れと言うなら残るが、聞いての通り現状にやや不満がある。せめて食堂でたらふく飯を食くわせるのだ」

「……分かっている。君の待遇は考え直す。だから、二度と無断出撃はやめてくれ」

「うむ。やめよう」

　待遇が改善されるなら、ミョンド隊へ留とどまることに異存はない。むしろ規律の厳しいバルバッカ隊より何かと自由が利ききそうだ。

　ゴルニシチや亜人と戦う前に、サビトには片付けておきたい一件がある。メルの仕事仲間だという少女が、アトリかどうかを確認すること──まずはそれが先決だ。

（何にせよ、やっとまともな飯が食えるぜ。本当はメルのシチューが食いたいんだけど……あと、この町に来て分かったが、コルナのパンって美う味まかったんだなぁ）

　通り過ぎるミョンドとサビトに向けて、脇わきに整列するミョンド隊がビシリと姿勢を正してきた。直立不動のまま片手の指先を伸ばし、こめかみ辺りに当てている。

　意味がよく分からなかったが、とりあえず同じ仕草を返しておくことにする。

　せっかくなので両手でやってやると、どの顔も不思議そうにポカンとしていた。







　同刻。

　庁舎の屋根から一部始終を見届けていた黒衣の少女は、その場を去るべく身を翻ひるがえした。

　吹きつける夜風に、漆黒の長髪が流れる。前方を見詰める切れ長の両目は、鳥類のごとく無機質で鋭利な光を宿していた。

（いよいよだな）

　半月振りに亜人が姿を見せた。想定より少し早かったが、それはむしろ歓迎すべきことだ。これでようやく事態は動く。この町に再び──『神隠し』が起きる。

　それを少女・アトリはずっと待っていたのだ。生憎あいにくだが自分が町にいる限り、もう犠牲者を出すことは許さない。庁舎勤めの貞淑な給女というのも悪くはないが、やはり自分には刀の方が似合っている。

（それにしても、まさかサビトがナトゥアに来ているとは）

　いずれかち合うとは思っていた。この大陸において、人間の暮らす町村はごく僅わずかしかない。そこを目指して旅をするのは、お互い当然だろう。

　そして鉢合わせれば──必ず戦闘になることも分かっていた。

　自分もサビトも、今回の「竜狩り試験」に納得しているわけではない。次期頭領とは本来、候補者同士の直接対決で決めるべきなのだから。

（現時点で、私はペルダを狩っている。あちらもセルサーレなる【竜公アポステル】を狩っているらしい。ゴルニシチの首を取った方が、一歩リードというわけだ）

　負ける気はしない。今やシノビとしての自分は、とうにサビトを超えているはず。大陸に来てペルダと戦ってからは、強さの壁をさらに一つ破やぶった自覚さえある。

　その実力差をサビトに思い知らせ、死ぬまで恭順を誓わせてやろう。頭領となった暁には、里のために牛馬のごとくこき使ってやろう。

（拒否するというなら葬ほうむるまで。あの子には悪いが……）

　ふとアトリの脳裏に、共に庁舎で働く銀髪少女の顔が浮かぶ。

　メルシオーネ。可か憐れんな外見とは裏腹に、侮あなどれない戦闘力を持つ剣士。自分がとうに失った純朴さと温かさを持つ、つい世話を焼いてしまう同年代の後輩。

　彼女とサビトが「夫婦」だと知ったときは、内心動揺した。次ついで試験の最中に嫁よめを娶めとったライバルに、かつてない殺意を覚えた。

　近くサビトと対たい峙じする以上、メルとの関係も終わりとなるだろう。一週間ちょっと続いた友人ごっこも、それで幕引きだ。

（割と気に入っていたのだがな、あの子のことは）

　……できれば、こんな形で出会いたくはなかった。仮かり初そめの付き合いではあるが、メルと一緒にいる毎日は嫌いじゃなかったから。彼女に対し「故郷を滅ぼされた哀れな少女」と偽っていることに、らしくもなく罪悪感を抱いたりもした。

　だが、もしメルが敵として立ちはだかるなら──

　サビトとの勝負に介入してくるなら──

　きっと自分は、容赦なく彼女を殺す。一片の迷いもなく、その喉のど笛を裂く。

　目的遂行の妨げとなる者は、たとえ肉親や恩人であろうと排除する……それがシノビというものだ。

（きっと彼女は、サビトに騙だまされているだけだろうに。察するに、あの乳房に目をつけられたか）

　サビトという男は、昔からオッパイばかり見てくる奴やつだった。それが無性に恥ずかしくて、アトリはそのたびに斬きりかかったものだ。

　自分の胸ですらそうだったのだ。あの爆乳をサビトが捨て置くはずがない。

（サビトといい、ミョンドといい……男というのは、どいつもこいつもスケベで笑えぬ）

　不機嫌に顔をしかめたまま、アトリは庁舎の屋根から身を躍らせた。





　　　　４






　亜人の出現から一夜が明けて、翌日。

　メルはその日も休憩時間になると、庁舎の裏口でサビトと落ち合った。

　が、彼と一緒にいられたのは、一分にも満たない寸刻だった。

「メル。悪いが今日きようは時間がない。俺はすぐに酒蔵へ戻らねばならん」

「えっ？　どうして……」

「昨夜、亜人を斬きったことで正式な兵士になることができた。故に酒蔵を去る前に、できるだけ掃除をやっておきたい」

「ま、待って下さい。昨夜の件は、私も詳しく聞いておきたいのです。少しだけでも時間を取れませんか」

「駄目だ。急がねば今日中に片付かぬ」

「でもこの三十分は、二人だけの大切な……」

「一日くらい我慢しろ。明日からは食堂へ通える」

「お仕事と私、どっちが大事なんですかっ？」

「それは無論、お前だ」

「え、あ……そうはっきり言われると何だか恥ずかしいですけど……そうですよね、変なことを言ってごめんなさ──」

「では仕事に戻る」

「どっちなんですか！」

「話なら夜にしてやる。皆が寝静まったら、中央広場に来い」

　そう言い残して、つれない夫はさっさと行ってしまった。

　まだ新婚だというのに熟年夫婦のごとく素っ気ない亭主に、その後メルはずっと不機嫌だった。

（サビトって、本当に私のことを愛してくれているのでしょうか。思えば、はっきりとそう言ってくれたことってないし、基本的に口調も他人行儀のままだし……）

　キスをしたことだって、まだ二度だけだ。しかも一回目は儀式、二回目は負傷を回復させるための措置としてであった。

　……『結魂メナージの儀』を交わしたことで、メルは自身の持つ「治癒魔法」の能力をサビトにも行使できるようになった。でも、そういう手段としてじゃなく、メルはもっと普通のキスをしたいのだ。二人の愛を確認したいのだ。

　こうやって気持ちがすれ違うのも、やっぱり自分たちがまだ本当の夫婦になれていない証拠なのかもしれない。そこら辺のことを、一度シノに相談してみようか……

（とはいえ、私生活のことばかり考えているわけにもいきません。ちゃんと情報収集もしないと）

　この地域を支配する【竜公アポステル】ゴルニシチのこと。町で起きているという『神隠し』のこと。それらを中心に少しでも調査を進めなければいけない。

　個人的な憂ゆう悶もんをひとまず脇わきに置き、メルは夜を待って宿舎を後にした。

　シンと静まり返った通りを、足音を殺していそいそと歩く。久し振りに甲かつ冑ちゆうを着ようかとも思ったが、見付かったときに怪し過ぎるので愛剣だけにしておいた。

（中央広場ってことは、浴場の近くですよね。サビト、約束を覚えてるでしょうか）

　もし来てくれなかったら……そんな一抹の不安を抱きつつ、石造りの民家が建ち並ぶ街路を進んでいたとき。

　──ふとメルの耳に、微かすかな笛の音が届いてきた。

　最初は警笛かと思ったが、どうも違うようだ。それは意思めいたものを何も感じさせない、簡素で単調な旋律だった。

　ただひたすら途絶えることもなく、ヒュルヒュルと弱々しく鳴っているだけ。よく聞くと音は三つだった。

（少し気になりますね……念のため確かめておきましょう）

　そう決めて大通りから脇わき道に入り、音の方角を目指す。少し待ち合わせに遅れるだろうが、サビトにはあとで事情を話せばいいだろう。

　迷路のごとき路地裏の角を何度も折れるうちに、音は段々と大きく、明めい瞭りようになっていった。もうかなり近い場所まで来ている。おそらく、あそこを曲がれば──

　月明かりだけを頼りに程なくして辿たどり着ついたそこは、路地の行き止まりだった。

　前方には錆さびた鉄門がそびえ、道の左右は高い石壁に囲まれている。門の向こうに垣かい間ま見みえる建物は苔こけと蔦つたにまみれ、とても人が住む場所には見えなかった。

　……その鉄門の手前に、「音の正体」があった。

「！」

　それは、折り重なるように倒れている三人の兵士だった。

　三人とも無残に首を切り裂かれ、パックリと開いたその傷口からヒュルヒュルと喉のど笛が漏れている……確認するまでもなく、全員が死んでいた。

　皮肉にも三つの死体には、全すべて見覚えがあった。

　うち二人は、つい先日に出会った兵士だった。足を挫くじいたお爺じいさんを放置して去っていった、ミョンド隊の人間たちだ。

　そして、残る一人は──ミョンドだった。ナトゥアの兵士団の副長を務める、シノの恋人でありサビトの上司でもある、あの赤毛の青年だった。

（何て、こと……）

　突如として出くわした事態に、不覚にも放心状態になってしまう。が、間もなく視界の端に転がっている「何か」に気付き、急ぎ暗くら闇やみへ目を凝らす。

　そこに倒れていたのは、若い女性だった。

　おそらく町娘なのだろう。寝衣に上着を羽織っただけの姿だが、幸いにも彼女からだけは喉笛が聞こえていない。どうやら気を失っているだけの──

「メル」

　その時。いきなり背後で上がった声に、メルは思わずビクリと身を弾ませた。

　即座に振り返った、その視線の先には……果たして待ち合わせを約束していた自分の伴侶が立っていた。

「サ、サビトっ？」

「お前もこの音を追ってきたか」

　ムッツリと言い捨て、サビトがミョンドたちの死体を鋭く見据える。その出いで立たちは野の良ら着ではなく、メルのよく知る全身黒ずくめのシノビ装束だった。

「思った通り、呼よぶ子こか」

「呼子？」

「ああ。喉のどは裂き方によって、このような音を鳴らす。本来は敵の仲間たちを誘おびき寄よせるためのものだが……その殺し方を『流儀』として行う奴やつを、俺は一人知っている」

　低く呟つぶやきつつ、サビトが懐に手を入れる。

　取り出したのは、星形をした鉄製の飛び道具──手裏剣だった。

「おい、出てこいよ。そろそろ呼吸が辛いんじゃねえか？」

　言うなり、サビトが手裏剣を放った。それはミョンドたちの死体を、否いな、彼らの影を狙ねらったものだった。

　空を裂いて飛んでいく暗器。それが地面へ突つき刺さろうとした刹せつ那な。

　──影からニュッと細い腕が伸び、手裏剣を二指で挟はさみ取った。

「！」

　メルが仰天するより早く、その手首が翻ひるがえり、手裏剣が同じスピードで投げ返される。それをサビトが指で挟み取るのと同時に。

　ミョンドたちの影から、影が出てきた。

　まるで水面みなもから浮上するように、音もなく、それは全容を露あらわにした。

「え……」

　スラリと背の高い、長い黒髪の女性だった。切れ長の目をした、息を吞のむほど美しい、艶なまめかしい黒装束に身を包んだ少女──

「シノ、さん……？」

　現れたのは、まさにシノだった。

　メルが毎日顔を合わせている、親しい仕事仲間だった。




「よお。久し振りだなアトリ」

　影から現れた幼おさな馴な染じみのクノイチを睥へい睨げいしながら、サビトはこれでもかと角々しい挨あい拶さつを投げかけた。

　彼女が《地ち仙せん・影えい遁とん》でそこに潜んでいることは、やってきた時点で分かっていた。ミョンドたちを殺してすぐに去ることもできただろうに、幼馴染みはこの場に留とどまり続けていた。

　その理由など、問うまでもない。こいつは俺を待っていたのだ。

「私の呼子、聞こえたようだな。息災そうではないかサビト」












　口角を吊つり上あげ、黒衣の少女が不吉に右目を細める。前髪に隠された左側も、おそらく同じ目をしているのだろう。

　少々癪しやくだが、美人なのは認めよう。だが……この碁石のごとき無機的な瞳が、サビトは以前から嫌いだった。

「私がナトゥアにいること、お前も薄々は気付いていたのだろう？　せっかくなので再会の場を設けてやったぞ」

「ああそうかい。お陰で確認しにいく手間が省けたぜ。シノってのは、もしかしてシノビだからか？　ちょっとは捻れっての」

「人のセンスにケチをつけるな。殺すぞ」

　一歩踏み出したアトリに応え、サビトも一歩進み出る。

　傍かたわらでは、メルが口を開けたままポカンと呆ほうけていた。ジュガロと決闘したときもそうだったが、彼女は唐突な展開に直面すると、しばらく固まってしまうらしい。

「アトリ。何で副長たちを殺やった」

「頃合いだったからだ。こいつらは、背信者だ」

「背信者？」

　サビトが眉をひそめると、アトリは虫ケラを見るように足下の骸たちを一いち瞥べつした。

「ごく稀まれだが、人間の中には……自己の保身を図るため、密ひそかに【竜公アポステル】と内通する者がいる。その獅し子し身中の虫どもを、大陸では背信者と呼ぶ。要は裏切り者だな」

「それが、副長だってのか」

「いかにも。副長ミョンド、並びにその側近数名は、定期的に住民を攫さらってゴルニシチに献上していた。それが『神隠し』の真相であり、ナトゥアが襲われない理由だ」

　その言葉に「そんなっ」と声を上げたのは、サビトではなく銀髪少女だった。意外と早く我に返った彼女は、しかし新たな驚きよう愕がくの前にまたもや硬直していた。

　蒼そう白はくになっているメルを無視して、黒衣のクノイチは淡々と続ける。

「昨夜、亜人の軍が姿を見せただろう？　あれは『食料をよこせ』というゴルニシチからの催促だ」

「…………」

「その合図を受け、ミョンドたちは生いけ贄にえを差し出す。周辺の偵察を口実に『食料』を届け、町に戻れば治安部隊として失踪事件を調査する──笑える話だろう？」

「じゃあ、もしかしてそこに倒れてる女は」

「ミョンドが選定した、此こ度たびの生け贄だな。どうやら『出荷』までこの廃屋に隠しておくつもりだったようだが、首尾よく現場を押さえることができた。日頃からこいつのアプローチには辟へき易えきしていたので、斬きれて一石二鳥だ」

　サビトの胸に、ミョンドの発言が蘇よみがえる。「心配には及ばない。【竜公アポステル】も亜人も、攻めてきたりしないさ」「ナトゥアは、ナトゥアは大丈夫なんだ！」……彼があそこまで断言できたのは、そういうことか。

（だから亜人を斬ったことを、あんなに怒ってやがったのか）

　死人に鞭むちを打つのは何だが、ここまで悪あく辣らつな男だとは思わなかった。

　それを知っていたら、サビトだってミョンドを誅ちゆうしていたかもしれない。「平和を維持するため」「正面から敵に抗あらがえば、もっと多くの犠牲者が出る」……彼には彼なりの言い分があったのかもしれないが、それでも許されることではない。

　誰かが犠牲になる必要があるなら、それは兵士であるべきだ。そのための厚待遇じゃないのか。だからこそ、たらふく飯を食くう権利があるんじゃないのか。

「町を守るべき兵士が、住民を……」

　背後からメルのそんな呟つぶやきが聞こえる。おそらく彼女も同じ思いなんだろう。

　だが、サビトはあえて首を横に振り、彼女に釘くぎを刺した。

「勘違いするなよメル。こいつは別に、義憤や良心から副長たちを斬ったわけじゃねえ」

「え……？」

　裏切りの首謀者たるミョンドが死んだ今、ゴルニシチに「食料」は届かない。

　そうなれば【竜公アポステル】は──この町をどうする？

「アトリ。テメェが副長たちを斬ったのは、【竜公アポステル】を釣り出すためだな」

「その通り。なかなか用心深い竜人レドルグでな、塒ねぐらを突つき止めるのに骨が折れそうなのだ。ならば、あちらから来てもらえばいい」

「ナトゥアを巻き込もうってのか。テメェの都合のために」

「【竜公アポステル】を狩ってやるのだ、文句はあるまい。……世間話はもういいだろう」

　アトリが腰の刀を抜く。途端にむせ返るほどの殺気が、狭せまい路地に満ちていく。

「サビト、お前には失望したぞ。次期頭領を決める試験に、他者の手を借りるとは。しかもその女を手て籠ごめにするとは……里の面汚しめ」

「ひ、人聞きの悪いこと言ってんじゃねえ！　色々と事情があんだよ！」

「まあいい。お前はどのみち──ここで脱落だ」

　直後、アトリが片手を薙ないで手裏剣を乱れ打った。

　十字手裏剣、卍まんじ手裏剣、四方、六方、八方手裏剣……様々な形状をした二十を超える鉄刃が、あらゆる急所を目掛けて飛来してくる。

　同種の手裏剣でその全すべてを撃ち落とし、サビトは一気に地を蹴けった。それを読んでいたように、すでに相手もこちらへ肉薄している。

　──上等だ。頭領おじじの目もないことだし、ここで次期頭領を決めてやる！

「首を抱きやがれアトリ！」

「喉のど笛を奏かなでろサビト！」

　激突するなり、たちまち無数の刃が交錯し、ぶつかり、火花を散らす。

　一秒に満たぬうちに、数え切れない斬ざん撃げきを交わし合い、躱かわし合う。怒ど濤とうの勢いで放たれる剣閃は、瞬く間に百を超えた。

　反射神経で動いては遅い。本能によって半瞬先を読み、さらにその半瞬先へと刀を唸うならせる。斬きるのは眼前の相手ではなく、僅わずかな未来にいる相手──アトリとの戦いはいつもそうだ。「今」を置き去りにした、二人だけの世界へ没入するのだ。

（この時間がズレる感覚……久し振りだな）

　至近距離で乱舞する白はく刃じんの中、互いの指先が同じ印を宙へと刻む。

「《雷らい仙せん・旋せん戟げき》！」

　両者の声に呼応し、夜空より二条の紫電が絡からまり合って降り注ぐ。それが地面に爆はぜたときには、すでにシノビたちは戦いの場を変えていた。

　左右にそびえる石壁を蹴り、二つの影が跳弾のごとく縦横無尽に辺りを飛び交う。薄闇やみの路地裏に、凶悪な戦闘音だけが尽きることなく響き渡る。

　飛び、薙ぎ、飛び、突つき、飛ぶ──攻防は際限なく苛か烈れつさを増した。

「《雷らい仙せん・轟ごう震しん》！」

　再び両者の叫びが上がると共に、凄すさまじい爆音が生じた。大気がビリビリと震え、衝撃が石壁に亀き裂れつを刻む。

　……刀術も忍法も互角。いや、かつては《雷らい仙せん》ではサビトに分があったはず。

　アトリは確実に、また一つ強くなっている。その才能がサビトはつくづく忌いまわしく、どこか嬉うれしくもあった。やっぱりこいつは──こうでなくては。

　喉のど元もとに飛んできた刃を弾はじき返かえしつつ、さらなる印を描こうとしたとき。

「──急げ！　爆発はこちらからだ！」

　遠く聞こえた喚声に、サビトとアトリは同時に飛び退しさり、距離を取って着地した。

　いくつかの足音が、こちらへ迫ってきている。数は八人。どうやらバルバッカ隊の巡回部隊のようだ。

（ちょっと派手にやり過ぎちまったか）

　小さく舌を打ったサビトの前方で、アトリも潮時と悟ったのかクルリと身を翻ひるがえす。

「サビト。ひとまず勝負は預ける」

「…………」

「続きはまた近いうちに。願わくば、ゴルニシチが動く前にな」

　次の瞬間、アトリの瘦そう軀くが跳んだ。壁を蹴けって上昇を繰り返し、あっという間にその気配が闇やみに溶ける。

　残されたのはサビトとメル、倒れた少女、そして三つの喉のど笛……ちなみに使用した手裏剣たちは、お互い戦闘中に回収していた。シノビが現場に遺留品を残すことはない。

（あれだけ斬きり合って、どっちもかすり傷一つなしか。優秀なんだか未熟なんだか……）

　ともあれ、こちらもグズグズしている場合じゃない。この状況で兵士たちと出くわしたら面倒臭いことになる。

　何せここには、三つも死体があるのだ。アトリの罪を被かぶらされては堪たまらなかった。

　すぐさま踵きびすを返し、まだ放心しているメルの手を引いて歩き出す。

「行くぞ。バルバッカ隊が来る」

「……え？　でも、ミョンド副長たちは」

「倒れている女も含め、あとは兵士団が何とかするだろう」

「そ、そういうわけには」

「昨夜の話を聞きたいのだろう？　今夜はお前の部へ屋やに泊まらせてもらう。ベッドで詳しく話してやる」

　すると、メルが途端に「へ!?」と素っ頓狂な声を出し、こちらを刮かつ目もくしてきた。

　長い睫毛まつげの奥で、翡ひ翠すいのような緑瞳が激しい動揺を湛たたえていた。

「ベ、ベッドで……？」

「何か問題があるのか」

「だって、それはつまり……」

「せっかく部屋に行くのだ。それくらいのワガママは許せ」

　ベッドの寝心地ごこちの良さはサビトも知っている。今日きようは色々と疲れてしまったので、まともな寝床で眠りたかった。ついでに報告もできるので丁度いい。

「ど、どうしても今日ですか……？」

「ああ。早い方がいいだろう」

「そんなに……したいんですか」

「して欲しくないのか」

「そ、そういうわけじゃ……でも、三つ隣にはシノさんの部屋が」

「今日きようはもう仕掛けてはこぬ。奴やつも馬鹿ではない」

「もし声が聞こえたりしたら……」

「聞かれたところで構わぬ」

「構います！」

　メルが真まっ赤かになって反論してくる。何な故ぜか涙目だった。

「いいから急げ、間もなく兵士が来る」

「…………」

「おい、メル」

「……分かりました。サビトがそこまで言うなら、その……お相手します」

　蚊の鳴くような声でメルが頷うなずく。その手がスカートの裾すそを、強く握り締めていた。

「なに、二分とかからん」

「もっとちゃんと愛して下さい！」

　意味不明の抗議を上げる妻を連れて、サビトは路地裏を駆け出した。





　　　　５






　シノの正体が、アトリだった。

　サビトのライバルであり、幼おさな馴な染じみでもあるシノビだった──

　翌朝になってからも、メルはその事実がまだ信じられずにいた。

（あのシノさんが、シノビ……）

　次期頭領を争う「アトリ」という人物のことは、これまでも折に触れてサビトから聞かされてきた。しかし女性だとは思わなかった。あまりにサビトが「バケモノ」だと連呼するので、筋骨隆々の巨漢をイメージしていたのだ。

　それが、まさかシノだなんて。いつも自分を気にかけてくれる、あの淑しとやかな先輩給女だなんて……メルにとっては悪い冗談でしかない。──だが。

　昨夜、メルが見た彼女。平然と「ミョンドを斬きった」と告げ、サビトと凄すさまじい戦闘を繰り広げた彼女。

　あれはまぎれもなく、自分の知らないシノだった。同じ姿と声をしているだけの、完全なる別人だった。あれが──本当の彼女だというのか？

（私は今日から、どのようにシノさんに接したらいいのでしょう）

　サビトからは「なるべく距離を置け」と言われている。自分の妻だとバレている以上、何をされるか分からない、と。

　ちなみに昨夜、結局サビトとの「そういう行為」はなかった。

　亜人との戦いを搔かい摘つまんで説明したのち、彼は早々に寝てしまったのだ。覚悟させるだけさせといて……と腹が立ったが、腕枕をしてくれたので良しとしよう。

（サビトのことより、問題はシノさん……いえアトリさんのことです）

　正体を知ってしまった今、自分とシノの関係はどうなってしまうのか。サビトの妻である自分は、彼女にとってどういう存在なのか。

　そこに答を見み出いだせないまま、戦々恐々と庁舎へ出勤したところ──

「メルちゃん、このサンドイッチを六番テーブルにお願い」

「は、はい」

　そこにいたのは、いつものシノだった。

　これまでと全く変わらない様子で働く彼女の姿だった。

　朝に顔を合わせると爽やかな挨あい拶さつをよこし、昼になった今も普通にウェイトレスに従事している。日課である子猫への餌も忘れない。

　そんなシノの真意が皆目分からず、メルは対応に困り果てていた。

「それじゃあメルちゃん、私はお使いに出てくるわね。食堂の方、少しお願いできる？」

「わ、分かりました」

　頷うなずいたメルに笑え顔がおを返し、シノが扉へと歩いていく。束ねられた黒髪の尻尾しつぽを揺らして遠ざかる後ろ姿は、やっぱりいつもの彼女だった。

　モヤモヤとした気持ちを隠しつつ、サンドイッチを兵士の元へと運ぶ。今日きようは昼時にも拘かかわらず、食堂内には数人のバルバッカ兵がいるだけだった。

　……それはそうだろう。今のミョンド隊は、それどころじゃないのだ。

　副長・ミョンドが殺された──その一大事はすでにナトゥアの隅々まで知れ渡り、町は朝から大騒ぎになっている。町長もずっと対応に追われ、今は三階の執務室でバルバッカ団長と内談の真っ最中だ。

　現にテーブルの兵士たちも、いつにも増して張り詰めた空気を漂わせていた。

　対立する部隊のリーダーとはいえ、ミョンドは兵士団の副長だった人間だ。さすがにその死を喜べるほど、彼らは非情でも吞のん気きでもないのだろう。

　閑散とした室内に、バルバッカ兵たちの話し声がやけに大きく響く。

「大変なことになったな」

「まさかミョンドほどの剣士が……シノさんも気丈に振る舞っているが、辛かろう」

「しかし、犯人は何者だ？」

　……午前中から幾度となく耳にしたその疑問への答を、メルは知っている。

　今まさに食堂を出ていく少女こそが、ミョンドを斬きった張本人なのだ。

（このままでいいのでしょうか……）

　いいわけがない。町長やバルバッカに真実を告げるべきだ。でも……アトリが大人しく捕縛されるだろうか？　下へ手たをすれば、また死人が出る危険があるのでは？

（いずれにせよ、通報は私の一存では決められません。それより私はまず、アトリさんという人間を知るべきなのかもしれません。シノさんではなく、本当の彼女と対話するべきなのかも……）

　これまで共に過ごしてきたシノの姿が、全すべて偽りの仮面だったとは思えない。思いたくない。「こいつは別に、義憤や良心から副長たちを斬きったわけじゃねえ」……サビトはそう言ったが、どうしても自分自身でそれを確かめたかった。

「あの、シノさんっ」

　そんな思いに突つき動かされ、気付けばメルは彼女の背中に声を投げていた。

　シノが足を止めて振り返る。こちらを見詰める切れ長の目は、やっぱり普段と変わらぬ穏やかなものだった。

「何？　メルちゃん」

「今晩……お部へ屋やに伺ってもいいですか」

　意を決して発したメルの言葉に、程なく彼女はにっこりと頷うなずいた。

「ええ、もちろん」




　その夜。

　あえてシノと時間をずらして宿舎に戻ってきたメルは、心を落ち着けたのちに彼女の部屋へと赴いた。

　静寂に包まれた暗い廊下を進み、ものの数秒で三つ隣のドアへ到着する。

　この宿舎に住んでいるのは、メルとシノの二人だけ……仮にこれから何が起きても、誰かが駆けつけてくることはないだろう。

（黙って夫のライバルに会うなんて……駄目な妻ですね）

　サビトへの後ろめたさを感じつつ、ドアを控えめにノックする。

　間を置かず扉が開き、迎え入れてくれたのは──いつも通りのシノだった。

「いらっしゃいメルちゃん。ちょうど紅茶を淹いれたところよ」

「……お邪魔します」

　ペコリと一礼してから入室し、ベッドに座らせてもらう。普段は並んで腰掛けるのだが、今日きようは話題が話題だ。できれば少し距離を取って正面から向き合いたい。

「はいどうぞ。熱いから気をつけてね」

「あ、ありがとうございます」

　カップを受け取りながら、何とか笑え顔がおを繕つくろってみせる。顔が強こわ張ばっているのが自分でも分かった。

「そんなに固くならないでね。用件は分かっているから」

　クスリと笑い、シノが身を返す。そのままテーブルの椅い子すに腰を下ろした彼女は、前置きは不要とばかりに「さて」と口を開いた。

「メルちゃん。先に確認してもいい？」

「はい。何でしょうか」

「貴女あなたがご希望なのは──シノとアトリ、どちらの私かしら」

「……できれば、アトリさんでお願いできますか」

「──分かったわ」

　首しゆ肯こうするなり、シノの表情が一変した。瞳に冷たい光が宿り、口くち許もとから笑みが消える。息が詰まるほどの圧迫が、狭せまい部へ屋やに充満していく。

　全身に戦せん慄りつを覚えながら、メルは改めて思い知らされた。

　やっぱり彼女は、アトリなのだと。サビトに比肩する力を持つ、【竜公アポステル】すらも屠ほふる、恐ろしきシノビなのだと。

「少々意外だったぞ、メル」

　シノと同じ、しかし聞いたこともない声が、アトリの口から抑揚なく紡つむがれる。

「ミョンドたちの件、てっきり通報するものだと思っていたのだがな。まあ、アレを斬きったことを咎とがと言われるのは、いささか心外だが」

「……ミョンドさんとは、恋人同士じゃなかったんですね」

　ひとまずそこから対話を始めてみる。

　腰の愛剣は、あえて自室に置いてきた。迂う闊かつなのは分かっていたが、メルはここへ話をするために来たのだ。

　幸いにもアトリは、はぐらかすことなく問いに応じてくれた。ただ、返ってきたのは何の感傷もない、酷薄な言葉だった。

「アレに近付いたのは、奴やつらの密談を盗み聞きしたからだ。『老人は攫さらいやすいが、ゴルニシチが嫌う』『次は女にしよう』といった内容だったかな？　それ以来、奴らの動きを監視していた。口を割らせるには拷問の方が早かったが、私はクノイチなのでね」

「クノイチ……？」

「女のシノビをそう呼ぶのだ。クノイチにとって『色』は武器だ。まだ実践したことはないが、男を虜とりこにするための誘惑術も一通り極めているぞ」

　妖あやしく笑い、アトリの赤い舌がペロリと唇を舐なめる。

　そういえばサビトも、「シノビとは諜ちよう報ほう・工作・奇襲・暗殺などを主しゅたる任務とする、裏方専門の戦闘集団だ」と言っていた。女性のシノビともなれば、そういった形で敵に近付くこともあるということか。

「それでメル、君は何な故ぜこの一件を黙っている？　私は一応、今日きようまで君を欺いてきたことになるのだが」

「……ミョンドさんたちのことに関しては、私はアトリさんを責められません」

　神妙に述べたメルに、アトリが「ほう？」と両目を細める。

「背信者という存在は、もちろん私も知っています。その裏切りが、かつて多くの町村を滅ぼしてきたことも知っています。実際に背信者と出会ったのは初めてでしたが……私だって、ミョンドさんたちのことは許せません」

　彼らは今日まで、何も知らない大勢の人間をゴルニシチに差し出してきた。

　ナトゥアが襲われなくなって約三年。亜人が姿を見せるのは、平均して月に一度。荒っぽい計算だが、それだけでも四十名近くの住民が犠牲になっていることになる。

　唇を嚙かんでうつむくメルに、しかしアトリはあっさりと首を振った。

「断っておくが、私は彼らに思うところなどない。犯行を確認したことで用済みとなったから斬きったまで。ミョンドらが死ねば、【竜公アポステル】は必ず動く」

「でも、そうなればナトゥアは」

「無事では済まぬだろうな。私の知ったことではないが」

「それは本当に──貴女あなたの本心ですか」

「何？」

　そこでメルは顔を上げ、三メートルほど先の少女を真まっ直すぐに見詰めた。

「貴女は以前、足を挫くじいた老人を助けたことがありました」

「それがどうした。あれもまた演技に過ぎぬ」

「私はあの時、貴女という人間の本質を見たような気がしました。子猫の餌だってそうです。私には、シノさんの全すべてが偽りだったとは思えません」

　老人に向けた、あの慈愛の瞳。兵士団への信頼を疑わない彼に、「歪いびつな町だ」と吐き捨てた苛いら立だちの一言。

　あの姿が脳裏に焼きついているからこそ、メルはここへ来た。距離を置けという夫の忠告すら無視して、丸腰でやってきたのだ。

「メル。君は何か勘違いをしていないか？　私と君の『友人ごっこ』はすでに終わっている。いつまでもシノという虚像に執着されるのは笑えぬ」

　突つき放すような拒絶に、メルの胸がチクリと痛む。

「食堂で今まで通りの態度を演じたのは、君たちの出方を窺うかがっていたからだ。どのみちゴルニシチが現れれば、その必要すらなくなるがな」

「……確かにアトリさんにとっては、『友人ごっこ』だったのかもしれません。でも私は違います。私は今でもシノさんが大好きですし、あの時の貴女を信じています。きっとアトリさんは……町を見捨てるような人ではありません」

「くだらんな。私は竜を狩るために来たのだ。それ以外のことに興味はない」

　頼りなく揺れる燭しよく台だいの炎の下、少女たちの会話は続く。

「ですが、ゴルニシチを討つことは、ナトゥアを救うことと同義です。背信者の排除といい、アトリさんは一貫してナトゥアのために動いている気がします」

「もう一度言う。勘違いをするな。シノビは任務に私情を挟はさまない。障害となるなら、我らは同胞さえも迷わず殺す──昨夜の私とサビトを見たなら分かるだろう」

　……そのサビトは今日きよう、食堂には現れなかった。何でもミョンド隊が解体され、バルバッカ隊に取り込まれることになったらしく、兵士たちは人事異動に大わらわの状態だそうだ。せっかく正規兵になれたというのに、ついていない少年である。

「君も知っているだろうが、私とサビトは次期頭領の座を争っている。が、奴やつとの因いん縁ねんはそんな浅いものではない。私にとってサビトは、超えねばならない壁なのだ。幼少の頃より積み上げられてきた、他者には分からぬ愛憎があるのだ」

「理解しています。サビトも貴女のことになると、凄すごくムキになりますから……私はそこに介入することはできませんし、するつもりもありません」

「賢明だ。介入すれば殺す。妻だろうと恋人だろうと、この勝負に立ち入ることは」

「アトリさん。貴女あなたこそ勘違いをなさらないで下さい」

　語調に力を込めたメルに、アトリの眉がピクリと動く。

「私は今日きよう、サビトの妻として来たのではありません。ただのメルシオーネとして、改めて貴女との関係を築くために来たのです」

「私との、関係？」

「はい。貴女とサビトが積み上げてきたように、私もまたアトリさんと一から始めたいのです。今度こそ『ごっこ』じゃない、本当の関係を」

　初めて当惑の色を浮かべたアトリに、メルはさらに言い募る。

「アトリさん。私と──友達になって頂けませんか」

「……何？」

「それが本日の用件です。よろしくご検討下さい」

「馬鹿な。私はサビトの敵だぞ」

「サビトのことは今、脇わきに置いて下さい。これは私とアトリさんの問題です。それに、私にとっての敵とは、竜人レドルグと亜人たちです」

　彼女の正体がシノビだったことには、もちろんショックを受けた。だが同時に、実は一つだけ安あん堵どしたことがある。

　……アトリは昨夜の戦いで、サビトと同じ忍法を使った。あれは「特異忍法」という、ヒノモトにおいてもシノビだけが操れる、術式化された魔法能力だ。

　つまりアトリもまた──【竜落子ドラグリーズ】なのだ。

　サビトと同様に、竜人レドルグの王の血脈に連なる者なのだ。

　正体を偽っていたのはこちらも同じだ。でもアトリになら、もう隠す必要はないのかもしれない。【竜落子ドラグリーズ】である自分を。

　同じ【竜落子ドラグリーズ】。何よりシノに見た本質が、真実アトリの姿でもあるなら……

（私はなりたい。彼女と……本当の友人に）

　固唾を吞のんで反応を待つメルをよそに、アトリは無言を貫いている。

　その沈黙に耐えきれず、メルが冷めてきた紅茶を一気に飲み干した矢先。クノイチの少女がポツリと呟つぶやいた。

「……メル。君は【竜公アポステル】を討つため、サビトと旅をしていると言ったな」

「はい」

「それは君自身の意思なのか？　そもそも何な故ぜ、サビトは君を……」

「サビトは──私のために命を落としかけたのです」

　メルは覚悟を決め、これまでの経緯をアトリに話すことにした。

　サビトとの出会い。セルサーレとの戦い。自分が【竜落子ドラグリーズ】であること。そしてシノビもまた【竜落子ドラグリーズ】であること──己の「治癒魔法」のことも含め、全すべてを告げた。

「……なるほど。【竜落子ドラグリーズ】というのは、竜体を持たぬ人間のことだったか」

　話を聞き終えたのち、アトリが腕を組みながら一つ唸うなる。

「知っていたのですか、【竜落子ドラグリーズ】を」

「【竜公アポステル】ペルダがそう言っていた。人のことを『出来損ない』だの『忌いみ子』だのとほざく、不愉快な奴やつだった」

「じゃあ、やっぱりペルダを倒したのは本当なんですね」

「ああ。そして奴との戦いで、私は一つの確信を抱いた。竜人レドルグと戦うたびに、私は強くなる。奴らを屠ほふるたびに、内なる何かが目覚めていく……これで合点がいった。つまり我らの試験とは、【竜落子ドラグリーズ】としての覚かく醒せいを目的としたもの……頭領おじじも人が悪いな」

　声を殺してクックッと笑いつつ、アトリの炯けい眼がんが改めてメルを射抜いた。

「それにしてもメル。少し不用意ではないか？」

「え？」

「情報提供には感謝するが、君は致命的なことまで話してしまった。『結魂メナージの儀』とやらのことだ」

　ゆっくりとアトリが立ち上がる。サラリと垂れたその前髪が、顔の左半分を隠す。

「君を殺せば、サビトも死ぬ──そうなんだろう？」

　次の瞬間、メルの前からアトリが消えた。

「！」

　思わずベッドから立ち上がった直後、いきなり背後に気配を感じる。だが、振り向くことはできなかった。

「動くと喉のど笛が鳴るぞ」

　気付けば自分の喉のど元もとに、硬い何かがピタリと当てられていた。

　……何という身のこなし。かつてメルは、【竜公アポステル】セルサーレにも後背を許したことがあった。が、今回は殺気すら察知する間がなかった。

　アトリの吐息のごとき囁ささやきが、メルの耳じ朶だをくすぐる。

「友達になりたいだと？　笑える冗談だ」

「ア、アトリさん……」

「そもそも私の前に丸腰でやってきたこと自体が、冗談以外の何物でもない」

　メルのこめかみに、汗の玉が伝う。

　やはり駄目なのか。自分は彼女にとって、ただの敵でしかないのか？

「だが──私は冗談が嫌いではない。このようにな」

　と、やにわに首から凶器が離された。

　彼女が手にしていたのは……ごく普通の木製スプーンだった。

「心配するな。こんな形でサビトと決着をつける気はない」

　スプーンを弄もてあそびながら、アトリが悠然と椅い子すに戻っていく。再び腰をかけて足を組んだ彼女は、意外にも楽しげに破顔していた。

「しかし、あのサビトが誰かを庇かばって死にかけるとはな。奴やつもお人ひと好よしになったものだ」

「あの……訊きいてもいいですか」

　未いまだバクバクと暴あばれる心臓を押さえながら、メルは遠慮がちに尋ねた。

「アトリさんはどうして、そこまでサビトを嫌うのですか」

「嫌っているわけではない。私はただ、奴より強いことを証明したいのだ」

「そのために頭領になりたい、と……」

「もちろん頭領を目指すのは、それだけが理由ではない。里を裕福にしたいのだ。あそこは私の──唯一無二の居場所だから」

　シノビの里。それは偽りじゃない、彼女の本当の故郷のことだ。

「里の方針は、頭領が決めるのが掟おきてだ。私はシノビの存在をもっと広く、高く世に知らしめたい。さすれば里も潤い、人も増え、シノビの素質を持った子も多く生まれよう」

「シノビが減っているんですよね。時代を経ることで、【竜落子ドラグリーズ】の血が弱まっているのでしょうか……」

「かもしれぬな。そして、頭領となった暁には──私はサビトの子を生む」

「！」

　あまりに唐突なその宣言に、メルはベッドに座りかけて再びガバリと立ち上がった。

「こ、子供!?」

「メルには悪いが、そこだけは理解してもらいたい。口惜しいことに、奴より優れた胤たねは里におらぬ。なに、私は側室で構わん」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って下さいっ。いくらアトリさんでも、それはちょっと待って下さい！」

「全すべては里のためだ。私とサビトの子なら最強のシノビが生まれよう。里の栄華は、その子によって極まるだろう」

「だったら私が生みます！　サビトの赤ちゃん！」

「君の子では弱い」

「そんなことありません！　きっといい子です！」

「なおさらシノビには向かぬ」

「私は妻ですよ!?　キスだって二回もしてます！」

「私など昔、奴のチンチンを頭に載せられたことがあるぞ。チョンマゲ、と言ってな」

「な、な……！」

　チョンマゲの意味はよく分からないが、強烈な敗北感があった。が、とにかくムキになって言い返す。

「大体アトリさん、昨夜だってサビトを殺そうとしてましたよねっ？」

「ああ。奴の喉のど笛を聞くのは私の悲願だ。君も死ぬことになるが、諦あきらめてくれ」

「子供はどうするんですか!?」

「……え？」

　アトリがキョトンと目を丸くする。まるで寝耳に水だという顔をしていた。

「まさかサビトを殺す前に、サビトの赤ちゃんを身籠るつもりですか？」

「君は何を言っている。それはどういう状況なのだ。奴やつと交わるのは、決着のあとだ」

「決着のあとって、サビトは死んでるんじゃ？」

「だろうな。本気の私と戦えば、奴とて生きてはおれまい」

「つまり貴女あなたは、サビトに負けるつもりなんですか？」

「その冗談はさすがに笑えぬ。奴への敗北は、私の人生の否定に等しい」

「じゃあ子供はどうするんですか。側室にだってなれませんよ」

「だからそれは……えっと、あれ？」

「どうするんですか」

「君の意見を聞こう」

「丸投げしないの！」

　……結局メルはその後、強引に部へ屋やから追い出されてしまった。

　ある程度の対話には成功したものの、結果は決して上々とは言えない。大した歩み寄りを果たせず、「友達」の返事も聞けずじまいであった。

　……そして、一つだけ分かってしまった。

　アトリという少女は、サビトのライバルであり……メルのライバルでもあるのだと。

　彼女は多分、サビトのことが好きなのだ。でも不器用なせいで、その想おもいが自分でも整理できていないのだ。












（サビトと戦うことも、アトリさんなりの愛情表現なのかも……）

　メルがこれまでサビトに求めてきた、「キス」「腕枕」「手を繫つなぐ」といった愛情表現……それがアトリにとっては「戦闘」なのかもしれない。強くなればなるほど、サビトは彼女を意識せざるを得なくなる。彼女への固執を深めていく。

　そういえば昨夜、寝入る前にサビトは言っていた。「あいつと斬きり合ってると、二人きりの世界になる」と。そう語る彼は、らしくもなく上機嫌に見えた。

（幼おさな馴な染じみなんて、ずるいです……）

　正直、嫉しつ妬と心はある。焦燥だってある。だが一方で、あの強力なライバルを敵視することはやっぱりできなかった。

　去り際に、ウィンクと共に投げてきた彼女の声が、まだ耳に残っている。

　──それじゃあ、また明日ね。お休みメルちゃん──

　最後の最後でシノに戻るなんて。いつもの笑え顔がおをよこしてくるなんて。

　本当に、何てずるい人なんだろう。
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　メルとアトリが接触したことなど知る由もなく。

　その翌日、サビトは昼になると一直線に食堂へと走った。

　副長・ミョンドの死により、ナトゥアの兵士団は暫定的に体制を変えた。ミョンド隊は解散、そのままバルバッカ隊へと吸収されることになり、団長を頂点にした一団制へと移行することとなった。

　その再編に不満を持ち、ミョンド隊から数人の除隊者が出たが、一日かけて兵士団は何とか新体制の形を整えた。バルバッカの老練な手腕の賜たま物ものと言える。

（やっぱあの団長は骨があるぜ。まあ、俺は相変わらず一兵卒だけど）

　バルバッカからは部隊長の任を要請されたが、それは固辞した。もともと自分は指揮官なんて器じゃない。シノビは単独行動でこそ真価を発揮するのだ。

（そんなことより飯だ。調査によると『ほっとけーき』ってのが評判らしいが）

　……ウキウキとした足取りで食堂に入ると、席はすでに半分以上も埋まっていた。

　あちこちでミョンド隊だった兵士たちが顔を突つき合わせ、愚ぐ痴ちめいた会話を交わしている。飲酒は夜だけと定められたため、さすがに酔っ払っている者はいないようだ。

（シノビの先を越すとは、やるじゃねえか……）

　とりあえず隅っこに座り、室内をグルリと一望する。すると、間もなく料理を運ぶメルを発見した。

　彼女もこちらに気付いていたらしく、しきりにチラチラと視線を向けてくる。周りにバレないよう小さく手を振ってきた姿が、我が嫁よめながら可愛かわいかった。

（しかし、いつ見ても不ふ埒らちな制服だな）

　スカートの丈が短いため、少し前に屈かがむだけでも尻しりがきわどい。それを兵士たちも心得ているようで、わざとスプーンを落として拾ってもらおうとする者までいた。

（あの衣装を考えた奴やつとは、話が合うかもしれねえ）

　そんなことを思いつつ、壁に並んだメニューの貼はり紙を見上げようとしたとき。

　サビトの目の前に、いきなりサンドイッチの載った皿をドンと置いてきた者がいた。

「ごめんなさい兵士さん。混こみ合ってきたので、メニューは選べないんです」

　にっこりと笑ってそう告げてきたのは──思った通り、メルと同じ制服を着たクノイチだった。

　いつもの不遜で殺伐とした態度が噓うそのように、お行儀のいい仮面を張りつけている。これに騙だまされてはいけない。その証拠に、目の奥が笑っていなかった。

「注文は無理なのか。できれば『ほっとけーき』なる物がいいのだが」

　一応、こちらも一兵士の振りをしておく。また近いうちに斬きり合う予定だが、さすがにアトリもここで刀を抜く気はないだろう。

　彼女が困ったように腕組みをしながら、人差し指を顎あごに当てた。……強調された胸が気になる。メルほどではないが、実はこいつもなかなかのモノを持っているのだ。

「ホットケーキもいいですけど、サンドイッチだって美お味いしいですよ？」

「それは以前に食くったことがある。では、『ぽーくそてー』とやらにしたい」

「そちらは少々お時間がかかりまして、五時間ほどお待ち頂くことになります」

「夕飯になるではないか。とにかく俺は、サンドイッチとシチュー以外が食いたいのだ」

「好き嫌いしてると大きくなれませんよ？　幼おさな馴な染じみの女の子に、身長を抜かれちゃったりしますよ？」

「そいつがでかいだけだろう。さぞかしクソも大きかろうな」

「まあ兵士さんったら、食堂でそんな……お仲間の話はやめて下さい」

「俺がクソに見えるのか？　さてはお主、ハエであったか」

「……うふふ」

「フン」

　最後に乾いた笑いを交わすと、そのままアトリは去っていった。

　その背中を忌々しげに見送りながら、サンドイッチにかぶりつこうとしたところ。

「……ん？」

　パンの中に、肉と野菜に紛れて一枚の紙切れが挟はさまっていた。

　何だろうかと引っ張り出してみると──それは呪符だった。

「！」

　……《火か仙せん・爆ばく符ふ》。術者の意思により爆発、発火する、計略性に富んだ特異忍法の一つ。その札が、一緒に『さんど』されていた。

　心の中で悲鳴を上げ、慌ててサンドイッチを皿に放ほうり出す。危なかった。あのまま口に入れていたら、顔がなくなるところだった！

（ふ、ふ、ふざけんじゃねえぞあの野郎！）

　憤然と立ち上がり、殺人給女の姿を探す。

　見ると、アトリは何食くわぬ顔で兵士たちの注文を受けつけていた。メニューは選べないと言ったくせに……何という女め狐ぎつね。

　今すぐ裏口に呼び出してシメてやるべく、彼女に向けて歩き出す。が、数歩も行かないうちにサビトは足を止めることになった。

　いきなり食堂の扉が乱暴に開き、数人の兵士がバタバタと雪な崩だれ込こんできたのだ。

（何だ？）

　食事に来たにしては殺気立っていた。どの顔も厳しく引き締まっており、手には剣が抜かれている。人数は次から次へと増えていき、とうとう二十人を超えてしまった。

「動くな！　抵抗すると斬きる！」

　そんな怒声と共に彼らが取り囲んだのは──メルだった。

　突然の事態に、食堂内がシンと静まり返る。メル本人も状況が吞のみ込こめておらず、盆を胸に抱いたままポカンと兵士らを見返していた。

「……庁舎の職員、メルシオーネ」

　と、兵士たちに遅れて、一人の大柄な男が食堂に入ってきた。

　赤しやく銅どう色の甲かつ冑ちゆうを身にまとった、筋骨逞たくましい白髪しらが白しら髭ひげの老将。果たしてそれは、兵士団の団長・バルバッカだった。

「ミョンドら三名の殺害容疑で、お前を拘束する」

　大股でメルの前までやってきたバルバッカが、威圧を込めて言い放つ。たちまち室内の各所でどよめきが上がった。

「わ、私を……？」

「事件当夜、付近を歩いているお前を目撃した者がいる。腰にはいつものように、剣を携えていたとな」

「…………」

「お前の腕前は、儂わしもこの目で見て知っている。あれだけの剣技を持つお前ならば──ミョンドたちを殺すこともできよう」

「待つのだ団長」

　メルに剣先を突つきつけるバルバッカの前に、サビトは遮さえぎるように立ち塞ふさがった。

　面倒なことになってしまった。まさかメルが姿を見られていたとは……

　こうなれば、真実を伝えるしかない。幸い犯人なら今この場にいる。

　バルバッカの鋭い眼光が、ギロリとこちらを見下ろしてくる。

「サビト。お前はこの女の連れであったな。もしや、お前も共犯か」

「副長を殺やったのは、我々ではない」

「ほう。では誰だと？」

「斬きったのは、そちらの──」

　言いながらアトリを指差そうとする。しかし、それより早く。

「はい。ミョンド副長たちは──私が斬りました」

　後ろのメルが驚くべきことを口にした。

「！」

　目を剝むいて振り返ったサビトに構わず、彼女は落ち着き払ってなおも続ける。

「ただし、これは私一人でやったことです。サビトは関かかわっていません」

「……よし、詳しいことは後ほど聞こう。メルシオーネを連行しろ」

　バルバッカの指示を受け、兵士たちがメルに群がる。彼女の剣を取り上げ、両手を後ろで縛り、首に縄をかけて連れ出していく。

「サビトよ、念のためお前にも話を聞いておこう。儂わしについてこい」

　次ついでサビトの行動を封じるように、バルバッカが肩をグッと摑つかんでくる。お陰でメルを追うこともできず、同行を強いられることになった。

（メルの奴やつ、何を考えて……）

　歯は嚙がみしながら巡らせた視線の先で、アトリもまた啞あ然ぜんとしていた。

　銀髪少女の行動が──二人のシノビには全く理解できなかった。












第三章　　二人のシノビ、二体の竜人
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　その日。【竜公アポステル】ゴルニシチは苛いら立だっていた。

　亜人をナトゥアに差し向け、すでに三日。未いまだに背信者どもからの応答がないのだ。

　いつもなら翌日の夜には「貢ぎ物」を届けてくるはず……彼らを手駒ごまとして三年、こんなことは初めてであった。

（ミョンドめ、さては下へ手たを打ちやがったか）

　これまで抜かりなく食料調達係をやってきた男だが、とうとう裏の顔がバレてしまったのかもしれない。我が身可愛かわいさから同族を犠牲にしてきた男が、果たしてどのような末路を迎えたか……それはそれで見てみたかった。

（まあ、ちょうどいい頃合いだ。この遊びにも飽きちまってたからな）

　もとより町を見逃してきたのは、ほんの戯たわむれだった。力による殺さつ戮りくに飽きた頃から、ゴルニシチは様々な趣向によって人間をいたぶる遊びを模索するようになった。

　水や作物のみを奪う飢餓攻め。亜人らによる種族対抗の人間狩り競争。「住民の半分を助ける」と告げ、村人同士で殺し合わせたりもした。

　背信者というのも、そんな気まぐれの一つだったのだが……そろそろ人間どもに思い出させてやるのも一興だろう。

　──かつてナトゥアが、どういう状態だったかを。

　──竜人レドルグとは本来、どういう存在であるのかを。

（もう充分に平和を満喫したろう？　久し振りに二、三十人は食くらわせてもらうぜ）

　千年を超える寿命を持つ竜人族レドルグにとって、三年という時間など取るに足らない須しゆ臾ゆである。短命な人間たちとは、そこに大きな感覚のズレがある。

「長らくの安あん寧ねいを与えて下さり、ゴルニシチ様には感謝の言葉もありません」……あの間抜けな兵士団の副長も、平伏しながらそう言っていた。つくづくめでたい男だ。竜人族レドルグという存在を、下等な人間の尺度で計ろうとするとは。

　たかが三年が何だというのだ。安寧ならば、いずれ再び与えてやろう。気が向いた数百年後に。

（とはいえ、ただ町を襲って食い散らかすだけってのも芸がねえ。何事も遊び心がなくっちゃあな。それに……一つだけ確かめてえこともある）

　同胞・ペルダを殺した張本人。

　未熟とはいえ【竜公アポステル】であった彼を、おそらく一方的に嬲なぶった危険な存在。

　……そいつの行方ゆくえが杳ようとして知れない。そこにゴルニシチは、一つの大きな期待を持っている。

　もしかしたら、そいつが町にいるのでは？　この地へ流れてきているのでは？　と。

（単独か集団かは不明だが、その目的が【竜公アポステル】を殺やることなら──可能性は高え）

　ここより南部に位置するペルダの領地。そこと隣接している他領地は三つある。

　東に、序列十一位・セルサーレの縄張り。

　西に、序列十六位・ヴォイブルの縄張り。

　そして北に、序列九位・ゴルニシチの縄張り。

（序列の低いヴォイブルのトコへ行く可能性もあるが……まあ、敵が序列を知ってるとは限らねえ。そもそもランクなんざ、クロムが独断で決めたモンだしな）

　他の【竜公アポステル】はともかく、現在の自身の序列にゴルニシチは大いに不満がある。

　自分が上位の奴やつらより劣ると言うのか。弱いと言うのか。そいつらの中には、百以上も年下の若造すらいるというのに。

（クロムの野郎、テメェが【竜公アポステル】じゃないからって適当に序列をつけやがって……王にでもなったつもりか？）

　ともあれ、敵がこちらへ来る確率は三分の一。だが、距離的にはナトゥアが最も近くにある「人間の巣」だ。加えて今回、差し向けた亜人が全すべて倒されてしまっていることも、その推測を裏付ける根拠となっていた。

　もしそいつと戦えるなら……そう考えただけで、ゴルニシチの苛いら立だちは霧散し、たちまち高揚にすり替わった。

　退屈に倦うんだ日々を変えてくれる存在。それをゴルニシチは歓迎する。牙きばを剝むく獲物こそが、自分にとって最大のご馳ち走そうなのだから。

「それじゃあ、一つ覗のぞきに行ってみるか」

　暗い地底の住すみ処かで。【竜公アポステル】ゴルニシチは楽しげに独りごちた。
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　真夜中を大きく過ぎ、町全体が眠りについた頃。

　バルバッカに押し込まれた監禁部べ屋やより抜け出したサビトは、メルが投獄されている牢ろうへと向かった。

　彼女がいるのは路地裏の果てにある、苔こけと蔦つたにまみれた廃屋……皮肉にもミョンドたちの殺害現場にあった建物だった。竜人族レドルグが大陸に君臨して以降、人間による犯罪はほとんどなくなったそうで、牢ろう屋やが使われるのは四十年振りのことらしい。

（と言っても、副長がよく利用してたみたいだがな。拉ら致ちった住民の隠し場所として）

　ミョンドらへの腹立たしさを今は捨て置き、忍び込んだ廃屋の階段を下りる。どうやら一階は番人たちの詰つめ所しよであり、牢は地下にあるようだ。

　……程なくやってきたそこは、サビトの想像とほぼ変わらない場所だった。

　ジメジメと薄暗く、細い廊下の両脇わきに格こう子し戸が連なっている。部屋は全部で六つあったが、確認していくまでもなかった。

「……サビトですか？」

　一番右奥にある部へ屋やから、聞き慣れた少女の声がしたのだ。

　直ちに足を運ぶと、果たしてそこには給女姿のままのメルが立っていた。

「居い心地ごこちはどうだ」

「あまり良くは……それより、よく来られましたね。外に牢ろう番ばんさんがいたんじゃ？」

「しばし眠ってもらった。本当ならこのまま連れ出したいところだが……出る気はないのだろう？」

「はい。今はまだ」

　頷うなずいた彼女に溜ため息いきをつくと、サビトは懐からパンと水筒を取り出し、格こう子しの間にねじ込んだ。

「食くっておけ。いかにナトゥアが豊かとはいえ、罪人に飯など与えまい」

「ご、ご明察です……ありがとうございます」

　メルが恐縮しながら、パンと水筒を受け取る。その顔色が心なしか悪く見えた。

　当然だろう。牢内は四畳ほどの面積しかなく、ゴツゴツとした土壁にはムカデまで這はっている。布団ふとんはもちろんゴザすらなく、物といえば小さな木き桶おけだけだ。

　彼女はもう、ここに十二時間以上も閉じ込められている。そしてそれは、まだしばらく続くことになる。

「で、一体何を考えているのだ。何な故ぜわざわざ罪を被かぶるような真ま似ねをした？」

「……ご迷惑をかけて、申し訳ありません」

　差し入れには手をつけようとせず、銀髪少女がシュンと肩を落とす。見たところ拷問の類たぐいは受けていないようで、サビトは密ひそかにホッとした。

「でも私は、早急にミョンドさんたちの事件を落着させておきたかったのです」

「どういうことだ」

「生いけ贄にえが途絶えた以上、遠からずゴルニシチは動くはずです。ナトゥアがそれに備えるためには、内部に不安材料を残しておくべきではありません。ましてや背信者なんて存在を知ったら、団結はとても不可能です」

　淀よどんだ空気が滞留する地ち下か牢ろうに、メルの声が反響する。

「今は敵襲だけに集中するべきなのです。犯人は捕まり、事件は収まった……町にはその事実が必要なのです」

「アトリを突つき出せばよかっただろう」

「彼女の口から真相が漏れる恐れがあります。それに、アトリさんが素直に捕まると思いますか？　もしあの場で、バルバッカ団長にまで何かあったら……ナトゥアはいよいよ窮地に陥おちいってしまいます」

　だから自分が泥を被ったというのか。お人ひと好よしもここまでいくと病気である。救いようのない馬鹿である。

　──だが、救わねばならない。

　彼女とサビトは運命共同体なのだから。何よりメルは、大切な妻なのだから。

「だからサビトも、今は私のことよりゴルニシチに備えて下さい。ナトゥアを──どうかお願いします」

「……つくづくお前は、筋すじ金がね入りのお人ひと好よしだな。ひょっとして被ひ虐ぎやく嗜し好こうの性癖でもあるんじゃねぇのか」

　承諾代わりにそんな悪態をついてやる。知らず口調が地に戻っていたサビトに、メルが小さく口くち許もとを綻ほころばせた。

「こんな妻は、嫌ですか？」

「もう諦あきらめてるよ。お前は理想主義者のままでいい。『ふぉろー』は俺がする」

「サビト……」

　格こう子しの隙すき間から、メルの白い手が伸びてくる。元気付けるべく手を握ってやると、銀髪少女は幸せそうに笑った。

「だから私は、サビトが大好きなんです」

「う、うるせえ。とにかく、ちゃんと飯だけは食くっとけ。倒れんじゃねえぞ」

「了解しました。……あの、それから」

　手を放したところで、やにわにメルが気まずそうな表情になる。

「どうした」

「この際だから、訊きいておきたいのですが」

「何をだよ」

「サビトは──アトリさんのことをどう思っているのですか？」

「ぶっ殺そうと思ってる」

　何を今さらと吐き捨てたサビトに、メルの顔がますます憂色を深めた。

「実は私、昨夜……アトリさんの部へ屋やに行って話をしたんです」

「はあ？」

「その内容は、アトリさんの承諾がないと言えませんが……サビトの妻として不実だったことをお詫わびします。ただ、やっぱり彼女は信頼に足る人だと、私は思いました。私が見てきたシノさんは、間違いなくアトリさん自身だったのだと……彼女は決して、根底まで偽っていたわけではないのだと……私はそう思いました」

　澄んだ緑眼が、真まっ直すぐにサビトを見詰めてくる。

「サビト。【竜公アポステル】ゴルニシチを倒すため──アトリさんと協力してくれませんか」

　その言葉を、サビトはすかさず「馬鹿言え」とはねつけた。

　勝手にアトリと会ったことも問題だが、結果的に無事だったようなので、ひとまずそこには目を瞑つぶろう。でも、さすがに「手を組め」という要請には頷うなずけない。それはアトリだって同じ意見のはずだ。

「それが駄目なら、せめて休戦して下さい。【竜公アポステル】を侮あなどってはいけません。私たちはゴルニシチの魔法能力はもちろん、序列さえ知らないのです。味方同士で反目することの危険性は、ナトゥアの兵士団が実証して──」

「そこまでのお人ひと好よしは、さすがに容認できねえ」

　必死に捲まくし立たてるメルの訴えを一いつ蹴しゆうし、サビトは顔をズイと近付けた。

「いいか。俺とアトリは、次期頭領を決めるために大陸へ来たんだ。慈善で竜人レドルグを狩ってるわけじゃねえんだ」

「で、ですが」

「シノビってのは、頭領には逆らえねえ……この試験には俺らの、その後のシノビ人生が懸かってんだよ。お前が考えてるほど軽い勝負じゃねえ」

　なおもメルが何か言いかけるのを制し、背中にくくりつけていた剣を彼女に手渡す。こっそり回収してきた、メルの愛剣だった。

「持っとけ。見付かるなよ」

「…………」

「お前の頼みだから、ナトゥアを守ることは引き受けてやる。それで納得しろ」

「……分かりました。アトリさんのことは、今日きようは保留にします」

「保留にされたって返答は変わらねえぞ。頼まれ事はそんなもんか？」

「……あの」

　メルがうつむいたまま、蚊の鳴くような声で呟つぶやく。

「恥ずかしながら、もう一つ」

「言ってみろ。聞くだけ聞いてやる」

「できるだけ速やかに……ここを去って頂けませんか」

「へ？　何だよ、もしかしてスネたのか？」

「そ、そうじゃなくてっ。えっと、そろそろ限界でして……」

　メルの視線が、しきりに地面の木き桶おけに注がれる。気付けば両足がモジモジしていた。

　……その様子にピンときてしまった。なるほど、用を足したいのか。

　顔色が悪かったのは、今までずっと我慢していたせいだったか。確かにメルも年頃の娘だ。「桶にする」ことに強い抵抗があるのは分かる。

「ああ、悪かったな。すぐ退散するから、ジャンジャン出してくれ」

「それ以上言ったら怒りますよ」

　恨うらめしげにジロリと睨にらんできたメルに背を向け、最後に別れの一言を投げる。

「ちなみに大か？」

「断じて小です！」

　銀髪少女の叫びが、また土壁に反響した。




　建物を出たサビトは、未いまだに地面で伸びている牢ろう番ばんをまたいで、路地裏を引き返した。

　いつしか曇天の頭上からは、パラパラと小こ雨さめが降り始めていた。雲の状態からして、しばらくは止やみそうにないだろう。

（さて）

　程なく進んだところで、にわかに足を止める。……彼女の気配には、実は建物へ入る前から気付いていた。

「ああいう馬鹿だ」

　そんなサビトの声に応えるように、路側の暗がりに影が浮かび上がる。

　音もなく姿を現したのは、黒衣を身にまとった長身瘦そう軀くのクノイチだった。

「アトリ。どうせお前、会話を聞いてやがったんだろ？」

「ああ。……あの甘さで、よく今日きようまで生きてこられたな」

　呟つぶやいたアトリの声には、珍しく困惑の色が感じられた。嘲弄めいた言葉の一つでも発するかと思っていたが……正直、意外だった。

「彼女は身代わりとなることで、私に貸しでも作ったつもりか？」

「それはテメェで判断しろ。お前も数日間、あいつを見てきたんだろ？」

「…………」

　問いには答えず、アトリが何やら考え込む。

　そのシノビ装束はサビトと異なり、胸元や太ふと股もも部分にあからさまな露出が見られる。メルの甲かつ冑ちゆう姿もかなり際どいが、考えてみればクノイチだって大概である。

「あの子と話していると、いささか調子が狂わされる」

「同感だ。俺らみたいな闇やみ稼業の人間にゃ、ああいうのが一番タチが悪ぃ」

「ましてや腕ではなく、人柄を信頼されるなど……私は慣れていない」

「俺だってそうだ」

「だからこそ──というわけか？」

「あん？」

　言葉の意味が分からず、眉まゆ根ねを寄せて怪け訝げんにアトリを見る。

　しかし彼女は視線を合わせようとせず、口をヘの字にしてうつむいたままだった。

「アトリ。さっきメルが言ってたことは、忘れてくれていいぜ」

「当然だ。彼女には悪いが、お前と手を組むつもりなど毛頭ない。本来ならすぐにでも勝負の続きをしたいところだが──」

　そこでアトリが顔を上げる。切れ長の目が、鋭利に夜空を見据えていた。

「どうやら雑事ができてしまったようだ」

　その言葉の意味が、今度は分かった。

　……町の北と南から、大軍が迫ってくる気配がある。前回と違い、足並みを揃そろえて真まっ直すぐにナトゥアへ進行してきている。──間違いなく、亜人たちの襲撃だった。

「早速のお出ましかよ。ゴル公の野郎、よっぽど腹が減ってるみたいだな。いや、減ってるんじゃなく、立ってるのか」

　軽口を叩たたいたサビトに、アトリがおもむろに向き直る。

「サビト。協力はしないが、今日きようのところは休戦してやる。それでメルとの貸し借りは帳消しだ」

「何だよ。あいつへの義理立てなんて、別に必要ねえぞ」

「私もヒノモトの人間だ。受けた恩は返す。たとえそれが余計なお節せつ介かいであってもな」

「恩ねぇ」

「そう、恩だ。決して情にほだされたわけではない」

「……ま、いいか。そうしてもらえると俺も助かる」

　どのみちこっちは、ナトゥアを守ることをメルから頼まれているのだ。アトリを警戒しながら戦わずに済むなら、それは願ってもない。

　休戦だと言った以上、彼女は絶対にそれを反ほ故ごにはしない。こいつは昔から、そういうところだけは妙に律りち儀ぎなのだ。シノビとしてはこの上なく器用だが、人間としては少し不器用な少女なのだ。

「で、どうするよアトリ。北も南も、敵勢は千匹ずつって感じだが」

「ドンブリ勘定はやめろ。北に千と三十匹、南に九百と八十二匹だ」

「む……」

「加えて亜人には、空を飛ぶ種族もいる。地面の振動だけで計れるものではない」

「ぬぐ……」

「まあいい、まずは北門だ。お前も来い。効率よく片方ずつ潰つぶしていく」

「め、命令してんじゃねえ！　元・子分のくせに！」

「うるさい男め。ではお前が決めればいい。如い何かにするのだ」

　両手を腰に当てたアトリの前で、サビトは素早く思考を巡らせる。

「よし、とりあえず北だ」

「…………」

「お前も来い。効率よく順番に潰していくぜ。それでどうだ」

「先にお前を潰してやろうか」

　短い打ち合わせを済ませると、二人は路地裏を駆け出した。





　　　　３






　街路に沿って並ぶ民家の屋根を伝い、サビトは疾走する。

　雨は次第に大粒になり、いつしか本降りとなっていた。だが、この天候は必ずしも不利に働くわけではない。雨音が気配を消してくれるし、得意にしている《雷らい仙せん》の忍法も使いやすくなる。

「亜人が攻めてきたらしいぞ！」

「そんな、いつもは姿を見せるだけなのに……」

「兵士団は!?　バルバッカ団長は!?」

　眼下に伸びる大通りから、住民たちのそんな喚声が届いてくる。

　いかに平和ボケをしているナトゥアでも、さすがに今夜の状況が「いつもと違う」ことは理解できたのだろう。気の毒だが、その懸け念ねんは当たりだ。三年間の安あん寧ねいは、ミョンドら背信者の死によってご破算となったのだ。

（多分これでいいんだろうよ。今の平和なんて、どのみち【竜公アポステル】の気分一つで吹き飛ぶモンだ。根源を絶つしかねえのさ）

　──間もなく北門へ辿たどり着つくと、すでに戦闘は始まっていた。

　門扉を開いてバルバッカ隊が出撃し、押し寄せる亜人の群れを迎え撃っている。

　が、どうにもその数が少ない。おそらく六百の兵士団を二つに分け、半分を南門へ向かわせているのだろう。

（あの兵数じゃ旗色が悪いな……いや、問題はそれだけじゃねえ）

　兵たちの中には、打って出ようとせず門内に留とどまり続けている者が散見される。ガタガタと震え、武器すら放ほうり捨てて逃げようとする者までいた。

　きっとあれは、ミョンド隊だった兵士だろう。実戦を全く知らない、まともな鍛練もしていない、厚待遇に惹ひかれて入隊しただけの若者たちだ。

「何をしている貴様ら！　出てきて戦わぬか！　くっ、何と不ふ甲が斐いない……！」

　前線で奮闘しつつ怒号を上げるバルバッカを見付け、サビトはすぐさま駆け寄った。

「手こずっているようだな、団長よ」

「ぬ、サビトか。見ての通りよ……ミョンドが兵を甘やかしたツケが、見事に出たわ」

　そうこうしている間にも敵は数に任せてワラワラと迫り、こちらの防衛線を押し下げてくる。

「だ、団長！　この亜人たち、攻撃を受けても止まりません！」

「そんな、あれほど深く刺したのに……団長！　どうか、どうか指示を！」

　怯ひるんでいるのがミョンド兵だけではないことに、バルバッカが低く呻うめく。

「面妖な敵どもめ……サビトよ、すまぬがお前の力、当てにさせてもらうぞ」

「心得ている。北門はこちらで受け持つ故、団長は南門の指揮に回ってくれ」

　平然と告げたサビトに、老将が「何？」と鼻はな白じろんだ。

「おそらく南門も似たような状況だろう。兵士を半分ほど連れていけ。無論、ちゃんと戦える者をな」

「だが、そうなればこの北門は……」

「俺の腕は知っているはず。加えて今回はもう一人、俺と同等の手練てだれがいる。心配には及ばぬ」

「お前と、同等？」

「そうだ。……それから、戦闘後に話したいことがある」

　やはりバルバッカだけには、ミョンドの正体を知らせておいた方がいいだろう。かといってメルが放免されるかは分からないが、この老将なら希望はある。

「サビト、任せていいのだな」

「ああ。ただし、もし南に【竜公アポステル】が現れたなら、直ちに総員撤退するのだ。そいつも俺が受け持つ」

「……全く、お前にはつくづく度肝を抜かされる」

　皺しわだらけの顔をさらにクシャリとさせ、即座にバルバッカが周囲へ号令を飛ばした。

「聞け！　これよりロギス小隊とベルネオ小隊を残し、我らは南門へ向かう！　亜人を牽けん制せいしつつ門内に集合せよ！」

　一帯に轟とどろいたその大だい音おん声じように、たちまち兵士たちが反応した。門付近の部隊から順に後退を始め、滞ることなく戦場を離脱していく。さすがはバルバッカ隊だ。

　去っていくバルバッカを見送ることなく、サビトはすぐ目の前に迫った二体の亜人に刀を閃ひらめかせた。

　一体は首を落とし、もう一体は心臓を突つく……すると後者だけが地に伏すことなく、なおも摑つかみかかってきた。直ちに首を刎はねてやると、そいつもようやく動きを止めた。

（やっぱり、前回と同じか）

　心臓を穿うがとうと、眉み間けんを貫こうと、敵は意に介さず行動し続ける。恐怖に怯ひるんだり、痛みに叫びを上げることさえない。

　一体こいつらは何なのか。その疑問に関しては、薄々見当がついている。

「──気付いているか、サビト」

　と、サビトの傍かたわらに、いつの間にか黒衣の少女がいた。

　鼻と口をマフラーで覆い、申し訳程度に正体を隠した彼女は、にじり寄る四方の敵たちを眺めながら続けた。

「奴やつらは呼吸をしておらぬ。出血の量も異常に少ない。おそらくは──」

「ああ。こいつら、すでに死し人びとか」

　そう。それならば納得できる。【竜公アポステル】ゴルニシチの軍は、意思なき傀く儡ぐつの軍……与えられた単純な命令だけで動く、自我のない人にん形ぎようたちだ。

　サビトの見解に同意するように、アトリが頷うなずきつつ前髪の雨粒を指で払った。

「ゴルニシチの魔法は、死者を操る能力と見て間違いない。亜人どもの食料がどうやって賄われているのか疑問だったが……なるほど、そもそも食くう必要がないということか」

「ゴル公の能力が割れたのはいいけど、これはこれで面倒だぜ」

　敵は組織性に乏しく、動きも緩慢だ。だが逆に、心理を利用して混乱を誘うこともできない。指揮官の類たぐいもおらず、退却させる方法は現状で見当たらない。

　つまり、地道に倒していくしか手はないのだ。

「敵は千と三十匹だったか？　とりあえず、お互い五百ずつ狩ろうぜ」

「いいだろう。それでサビト、こいつらへの対処法だが……『首を断つ』ということでいいのだな？」

　足下にある二つの死体を瞥べつ見けんし、アトリが端的に確認してくる。

　察しがいいのは結構だが、反面すこぶる可愛かわいげがない。子供の頃は「お兄ちゃんお兄ちゃん」とよく懐かれていたものだが……いつからこうなってしまったんだろう。

「ああ。今のとこ、分かってる有効手段はそれくらいだ。てなワケでお前、喉のど笛とか裂いて遊ぶんじゃねえぞ」

「分かっている」

　どんどんと包囲を狭めてくる敵に、二人のシノビは改めて向き直った。

「なあアトリ。こうやって肩を並べて戦うのは、いつ以来だ？」

「二年前の『黒葛つづら山やま合戦』以来だな。追い詰めた敵将をどちらが討つかで、お前と斬きり合いになった」

「あのあと、ヤスケのオッチャンに死ぬほど怒られたっけ……」

「オッチャンではない。彼はまだ三十一だ」

「完かん璧ぺきにオッチャンじゃねえか」

「……無駄話はそこまでにしろ。参るぞ」

　亜人たちが伸ばした腕が、鼻先まで迫ったとき。

　二人は地面を蹴けって散開した。

　たちまち篠しのつく雨の中に、おびただしい亜人の頭部が舞い飛ぶ。それらが地面に落ちたときには、また新たな首たちが宙を舞っていた。

　狙ねらうは頸けい部ぶのみ。小こ細ざい工くは不要……仮にも『抱き首のサビト』の異名を持つ自分が、首切り勝負で後れを取るわけにはいかない。

（お前らも、ホトケになってまでこき使われてんのは嫌だろ？　すぐ楽にしてやる）

　反撃の暇さえ与えず、サビトの刀はひたすら唸うなり続けた。

　斬る。斬る。斬る。斬る。

　斬って、斬って、また斬る。

　ぬかるむ地面も関係なく、妖ギ人ギも豚人ブゴゴも馬ウ人マも関係なく。

　サビトはしばし作業のごとく駆逐に没頭した。




　……どれくらい時間が経たったのだろうか。

　気付けばサビトを取り囲む敵群は、目に見えて疎まばらになっていた。

　残っている数より、倒れている数の方が多い。普通はここまで倒せば浮き足立つものだが、今回の敵にはそれも望めなかった。

（もう三百以上は斬ったはず。クソ、腕が張ってきた……）

　とりあえず一いつ旦たんスルスルと下がり、安全圏を確保する。

　と、ちょうどそこへアトリもやってきて、サビトの背中にドンと背中を預けてきた。二人してフウと一息つき、束つかの間まの休憩を取る。

「ようアトリ、調子はどうだ」

「いい加減に飽きてきた。お前、どれくらい斬った？」

「およそ三百ってところだ」

「ドンブリ勘定はやめろと言っている。それでもシノビか」

「うっせえな……お前はどうなんだよ」

「五百匹」

「ご、五百!?　噓うそつけ！」

「引くことの二百匹」

「盛るんじゃねえ！　それでもシノビか！」

「冗談は嫌いじゃなくてな」

　悪びれることなく言い、少女はマフラーを下げて顔を出した。

　いつもと違い、その両目には感情の光が見受けられる。一時休戦したことで、今だけはサビトを攻撃対象から外しているのかもしれない。

「ともあれ、半分以上は片付いたわけだ。よしサビト、あとは任せる」

「ふざけんな。ばっくれる気か？」

「里一番のシノビであるお前に、花を持たせてやろうというのだ」

「心にもねえこと言ってんじゃねえぞ！　だったらお前がやれ！」

「ナトゥアの存亡など、私には与あずかり知しらぬこと」

「メルに借りを返すんじゃねえのか！」

「もう充分に返した。これ以上の夜更かしは、お肌にも悪い」

「お肌の心配をするシノビがどこに──」

　その時。サビトの全身に強烈な悪お寒かんが走った。

「！」

　うなじの毛がゾワリと逆立つ。頭蓋の中に耳鳴りが響く。心臓が異常に拍動し、体中から汗が噴き出す──この感覚をサビトは知っていた。

　竜の気配。かつて【竜公アポステル】セルサーレに対して覚えた、それは本能が訴えかける危険信号だった。

（どこだ？　どこにいやがる？）

　ふと横を見ると、アトリが目を見開いて南の空を見上げていた。

　彼女の視線の先にあるのは、ナトゥア上空に広がる分厚い雨雲。きっと町の反対側で戦うバルバッカたちも、この雨には難儀していることだろう。

「ん……？」

　──その雲を切り裂いて、何かが夜空を飛んでいた。

　大岩のごとき、巨大な塊だった。それが凄すさまじい速度で滑空しつつ、みるみる高度を下げて迫ってくる。

　数秒後。ボロボロの双翼を羽ばたかせてサビトたちの眼前に着陸したのは──トカゲの化け物のごとき鉛灰色の巨獣だった。

「…………」

　その姿は、セルサーレの正体に酷似していた。ただし四つ足ではなく、前足が翼と同化している。大蛇のごとき太い尻尾しつぽ、全身をビッシリと覆う硬質な鱗うろこ、口から突つき出した小こ太だ刀ちほどもある長い犬歯……それらの部分はセルサーレと同じ。

　つまり。疑うべくもなく竜であった。

「こいつが、ゴルニシチか？」

　独り言のつもりだったが、アトリが即座にそれを否定してくる。

「いや違う。こいつは……ペルダだ」

「ペルダ？」

　それは確か、アトリが倒したという南部の【竜公アポステル】だ。そいつが何な故ぜここに？　彼女に限って、まさか仕留め損ねるなんて失態は……

（いや）

　そう思いかけて、サビトはすぐに得心がいった。

　竜は体中が腐り、強い異臭を漂わせている。傷口の各所より骨が見えており、腹から内臓まではみ出している。頭部の角には先端がなく、その喉のど元もとは──真一文字にパックリと切り裂かれていた。

　これだけの致命傷を負って、生きていられるはずがない。ペルダという【竜公アポステル】は明らかに殺されている。ということは……

「こいつも死体のお仲間かよ」

　竜を見上げながら、サビトは苦虫を嚙かんだように渋面で呟つぶやいた。
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　突如として現れたペルダの死体を前に、サビトとアトリは同時に刀を構えた。

　もはや亜人たちの相手をしている場合じゃない。こいつを町に入れたりしたら、大変なことになってしまう。

　幸い残った亜人軍は、全すべて門へと向かっている。扉を固めて守勢に徹すれば、兵士団だけでも少しは持ちこたえられるはずだ。

（その間に──全て終わらせる）

　気合いを入れ直し、前方の【竜公アポステル】を見据える。

　ただし、サビトが見ているのは、死体の【竜公アポステル】ではない。その背よりヒラリと飛び降りた、もう一人の【竜公アポステル】だった。

　……優に三メートルはあろうかという、熊くまのごとき大男だった。

　人間の年齢で言うと、三十代後半といった外見だ。長い顎あご鬚ひげを腹まで垂らしており、はち切れんばかりの筋肉で全身が盛り上がっている。偉そうに真まっ赤かな『まんと』を肩に羽織り、ツルツルの禿はげ頭には王冠まで被かぶっていた。

　先ほど感じた竜の気配は、ペルダではなくこいつのもの……こうして対たい峙じした今、もはやそれは明白であった。

「おう、やるなぁテメェら。あっという間に駒こまが半分以下じゃねえか」

　丸太のような両腕を組み、男が豪快に笑う。配下を失ったことなど微み塵じんも気にしていない、むしろそれを愉快に思っているような態度だった。

「【竜公アポステル】ゴルニシチ。相違ないか」

　サビトに先んじて、アトリが静かに一歩踏み出す。敵を睨にらむその赤みがかった瞳は、いつしか冷たく無機質な光を取り戻していた。

　そんな彼女を値踏みするように観察しながら、男は尊大に頷うなずく。

「おう。俺がこのシマを仕切る王様だ。よろしくな」

「悪いがその命、貰もらい受ける」

「ガハハハハ！」

　アトリが言い放つなり、ゴルニシチがまた大笑した。咆ほう哮こうのごときその胴間声に、大気がブルブルと震えた。

「俺を前にしながら平然としてる人間を、生まれて初めて見たぜ。気に入ったぞ女」

「…………」

「どうだ、俺のガキを生む気はねえか？　何なら今ここで仕込んでやるぜ？」

「笑えぬ冗談だ」

　アトリが不快げに顔をしかめ、小さく舌打ちする。次ついで、何な故ぜかサビトを横目でチラリと見てきた。

　理由が分からなかったので黙殺すると、その顔がますます不機嫌になった。

「ところで人間ども。ミョンドを殺やったのはテメェらか？」

　ゴルニシチの言葉を受け、サビトも負けじと一歩進み出る。

「いかにも。お前に餌を運ぶ者は、もうおらぬ」

「もう一つ質問だ。こいつを殺ったのも──テメェらか？」

　傍かたわらのペルダを親指で示した【竜公アポステル】に、今度はアトリが答えた。

「その雑ざ魚こを斬きったのは私だが、それがどうかしたか」

「ほお。テメェが？」

「安心しろ、お前もすぐに同じ道を辿たどる……と言いたいところだが」

　そこでアトリが短く嘆息し、再びサビトを一いち瞥べつしてきた。

「サビト。ゴルニシチの相手はひとまず譲ってやる」

「あ？」

「私は先にペルダを狩る。あれを処理するのは、殺した私の義務だ」

「いいのかよ」

「仕方あるまい。自分の尻しりは自分で拭くもの……そうだろう？」

　どこまでも律りち儀ぎな少女だと呆あきれたが、確かに役割分担は必ひつ須すと言える。

　ペルダは文字通り、腐っても【竜公アポステル】だ。ゴルニシチと一緒に相手をするのは正直かなり厳しい。

　が、奴やつをアトリに任せておけば、サビトは心置きなくゴルニシチに集中できる。仮にも一度は倒したペルダに、彼女が不覚を取ることはあり得ないだろう。

「そんじゃアトリ、ペル公は頼むぜ。やられんじゃねえぞ」

「誰にものを言っている。お前こそ分かっているのだろうな、自分の役割を」

「あのハゲ親父おやじの始末だろ？」

「違う。お前はただの当て馬だ。私がペルダを倒すまで、せいぜいゴルニシチを弱らせておけ」

「とことん可愛かわいげねえな、お前……」

「しっかり働けよ、側室のために」

　最後に意味の分からない一言を残し、アトリが疾駆した。

　待ち受けるゴルニシチを無視して、細身の影が跳躍する。その獲物を食くらおうとペルダが頤おとがいを開いたときには、クノイチは竜の鼻先を蹴けってさらに高く舞っていた。

「おいおい女、つれねえぞ。ちゃんと俺の相手を──」

「お前とは俺が遊んでやる」

　同時に、サビトもまたゴルニシチへと迫っていた。

　小手調べに興じるつもりなどない。一気に決着をつけるべく、その太い首に白はく刃じんを叩たたき込こむ。──だが。

　次の瞬間、サビトの刀が跳ね返された。ゴルニシチが人差し指をピンと弾はじいただけで、渾こん身しんの斬ざん撃げきはものの見事にいなされていた。

「む……」

「せっかちな小僧だな。おい、まさか今のは全力か？」

「戯ざれ言ごとを。小手調べに興じたまで」

　敵と自身にそう言い張り、さらなる攻撃を試みる。が、【竜公アポステル】はその場から一歩も動くことなく、全すべての剣刃を指のみであしらい続けた。

（見かけ倒しじゃないってことか……）

　常軌を逸した反射神経、動体視力、そして指の頑丈さだ。もしかしたらセルサーレよりも面倒な相手かもしれない。

　しかし、死人じゃないなら殺せるはず。首にこだわることはない。刀術にこだわることもない。幹を断つのが困難なら、枝葉から落としていけばいい。

　折しも雨は──いよいよ激しさを増していた。

「おい小僧、他に芸はねえのか。退屈だぞ」

「そう言うな【竜公アポステル】。お前こそ、ずいぶんせっかちではないか」

「……テメェはつまらねえ。やっぱり女の方と遊ぶとするか」

「それは聞き捨てならぬ」

　心臓を狙ねらって放ったサビトの刺突が、またも容易たやすく指に弾かれる。

　直後、サビトはそのまま切っ先で印を描いた。

「《雷らい仙せん・旋せん戟げき》」

　囁ささやきに呼応し、稲妻がゴルニシチの頭上へ飛来する。

「お？」

　その時、初めて【竜公アポステル】が動いた。

　瞬時に横手へと飛び退り、螺ら旋せん状じようの紫電をギリギリでかわす。鈍重そうな巨体からは想像もできない俊敏さだった。

「雷撃魔法か。やっぱテメェら、【竜落子ドラグリーズ】ってわけ──」

　言葉の途中で、しかしゴルニシチは再び回避を余儀なくされることになった。

　稲妻が地面を這はって、彼を追ってきたのだ。

「何だと……！」

　降りしきる雨を伝い、雷撃は蛇のごとく伸び上がってゴルニシチを襲い続ける。彼がひときわ大きく跳躍しても、その執しつ拗ような追撃は止まらなかった。

　──曰いわく、雷は水を走る。

　降雨において、《雷らい仙せん》は通常以上の効力を発揮する。加えて敵は間抜けにも、頭に黄金の王冠を載せている。この上なく誘雷しやすい目標物だった。

「チッ、しつけえぞコラ！」

　業を煮やしたゴルニシチが、豪腕に任せて雷を殴なぐりつける。吹き飛ばされた紫電が、そこでようやく霧散した。

（セル公のときも思ったが、そんな防ぎ方アリかよ……）

　とはいえ、この男はセルサーレほど知恵が回らないらしい。腕を竜化させないまま殴ったせいで、その拳こぶしが真っ黒に焦げつき、ブスブスと煙を発していた。

「ふざけた真ま似ねしてくれるじゃねえか……！」

　悠然と近付くサビトを、【竜公アポステル】が憤ふん怒ぬの形ぎよう相そうで睨にらんでくる。

「望み通り芸を見せてやったのだ。どうだ【竜公アポステル】、これでも俺は相手として不足か？」

「……いいや。気に入ったぜ小僧」

　ゴルニシチが口端を吊つり上あげる。爛らん々らんと光る三白眼は、どこか爬は虫ちゆう類るいを思わせた。

「褒ほう美びとして直じき々じきにぶっ殺して、俺の軍に加えてやらあ」

「飯もろくに食くえぬ軍など、お断りだ」

　とにかく、これで奴やつの注意をアトリから逸そらし、引き離すこともできた。

　彼女がペルダを葬ほうむるより先に、必ずこいつを始末する。ゴルニシチの魔法は、死体を操る能力……攻撃には決して向いていない。天候もこちらに味方している。

（竜になられちまう前に、さっさと消し炭にしてやるぜ）

　サビトが再び印を綴つづろうと、指先を宙に伸ばしたところ。

「させるかよ小僧」

　ゴルニシチが何かを飛ばしてきた。

　慌てて術を中断し、体をひねって回避する。何とか事なきを得たかと思いきや、それはグルリと方向転換して再度サビトを襲ってきた。

（何っ？）

　微かすかに切れた頰ほおを拭ぬぐう暇もなく、横っ飛びで地面を転がる。銛もりのごとく地面をえぐった謎なぞの物体は、なおもめげずにサビトへと向かってくる。

　……それは、鬚ひげだった。

　ゴルニシチの顎あご鬚が異様に伸長し、意思を持っているかのようにウネウネと動き回っているのだ。

（そういや、セル公も髪の毛を操ってたっけ……クソッ、ハゲだから油断した！）

　鬚は縦横無尽に闇やみを駆け巡り、息つく間もなく攻撃を繰り返す。時には二つに分かれ、三つに分かれ、小生意気な連携さえ見せてくる。

　このままでは、印が描けない──

　もし【竜公アポステル】がそう思っているなら、それはいささかシノビを舐なめ過すぎだ。

　最初こそ面食くらったが、そろそろ目が慣れてきた。確かに速い。貫通力もある。しかしサビトの動きを封じる手段としては、甚はなはだしくお粗末だと言わざるを得ない。

　この程度では、朝になってもシノビを捕らえるのは不可能だ。

（フン、テメェこそ大した芸を持ってねえじゃねえか。少しくらい印が雑になろうと、雷は呼べるんだぜ）

　威力が多少落ちたとしても、雨に濡ぬれた体に食らわせれば……そんな算段を胸に、一瞬だけゴルニシチ本体をチラリと窺うかがう。

　すると、【竜公アポステル】は腕を組んで立ち尽くしたまま、高い空を見上げていた。何な故ぜかサビトを無視して、頭上の一点を苦々しい面輪で見詰めている。

「──なるほどな。ペルダの坊ぼう主ずごときじゃ勝てねえわけだ」

　ゴルニシチがそう低く唸うなった直後。

　サビトと【竜公アポステル】の間に──竜の頭部が降ってきた。

「！」

　ズズンと地面が振動し、辺りに水みず飛沫しぶきと肉片が撒まき散らされる。そのままゴロリと横倒しになってサビトの方を向いたそれは……言うまでもなくペルダの生首だった。

（あ、あの野郎、もうっ!?）

　狼ろう狽ばいするサビトの背後に、続いてバサバサと盛大な羽ばたきの音が聞こえた。強烈な突風が巻き起こり、思わず体が前のめりに泳がされる。

　……舞い降りてきたのは、もちろんペルダの胴体じゃない。同じように翼を持ってはいるが、その体長はサビトとさして変わらないものだ。

　それが何かなど、振り返らずとも分かる。その「鳥」の正体を、サビトは嫌というほど知っていた。

（くっ、せっかち女が……）

　鬚ひげがゴルニシチの元へと戻っていったことを確認したのち、痛恨の面持ちで仕方なく振り返る。果たして、そこにいたのは。

　雪のごとく真っ白な、大おお鷲わしよりも巨大な──美しい一羽の鴉からすだった。
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「アトリ、お前な」

　眼前の白い大鴉へ、サビトはこれ見よがしに溜ため息いきを吐いてやった。

「安易に奥義を出してんじゃねえぞ。もっと地道に戦いやがれ」

　その声に応えるように、いきなり巨鳥の全身が淡く発光し、徐々に人間の形へと変へん貌ぼうしていく。

　やがて光が消滅すると、そこには黒衣をまとった長身瘦そう軀くのクノイチが立っていた。

「サビト。まだ腕の一本も落としていないのか？　つくづく使えぬ男め」

「うるせぇぞカラス女」

　……そう。世にも珍しいあの白鴉は、彼女の「変へん化げの術」なのだ。サビトが白はく狼ろうに変わるように、アトリもまた同様の切り札を持っているのだ。

　特異忍法を構成する、雷・水・火・風・地の五系統。そのいずれにも属さない、シノビの奥義・《霊りよう仙せん》──

　それはヒノモトで神霊化されている「怪物ケモノ」を自身に降ろし、その力を一時的に我が物とする忍法だ。あの姿になることで、シノビの戦闘力は数倍に跳ね上がる。系統の異なる忍法を同時に操ることもできる。

　上忍を名乗ることが許されるのは、その《霊りよう仙せん》を含める、全系統の特異忍法を会え得とくしたシノビだけ。それを極めている者は、現在の里に三人しかいない。

　すなわち、現頭領であるドウセツ。

　そして、サビトとアトリだった。

「ここからは私も参加させてもらう。文句はあるまいなサビト」

　有無を言わさぬ口調で言い放ち、アトリが刀を抜く。

　雨滴が流れ落ちる長い黒髪は、まさしく鴉の濡ぬれ羽みたいだった。

「それはいいけど……お前、大丈夫なのか？」

　変化の術はその効力の反面、気力と体力を大幅に消耗する。

　そもそも特異忍法の発生源たる『仙力』には限りがあり、だからこそシノビはまず、体術や忍具といった通常忍法を優先して使うのだ。

　奥義の《霊りよう仙せん》を行使した今、アトリは数十キロを全力疾走したような疲労感に見舞われているはず……前ぜん哨しよう戦せんとも言うべきペルダに全力を出すなんて、計算高い彼女らしからぬ勇み足であった。

「もう少し休んでろよ。顔色悪ぃぞ」

「ほざけ。ゴルニシチの角は早い者勝ちだ。半月以上もシノとして潜伏しておきながら、ここでお前に横取りされては笑えぬ」

「だから速攻でペル公を狩ったのか？　なら最初から引き受けるなっての」

「ペルダの始末は、私の義務だった」

「ったく……意地っ張りもそこまでいくと病気だぞ」

「意地など張っていない。お前はそこで見学でもしていろ」

　閉口するサビトを歯し牙がにもかけず、クノイチが【竜公アポステル】へと走った。

「おいコラ！　待てって！　そいつヒゲ動くからな！」

　一応そう忠告し、サビトも急いであとを追う。

　前方ではゴルニシチが、相変わらず不敵に仁王立ちしている。

　二対一となった状況にも動じることなく、彼は迫るクノイチを無色に見据えていた。




　サビトにはああ言ったものの。その実、アトリは焦っていた。

　ゴルニシチがペルダの死体を引き連れて現れたことが、そもそもの想定外だった。そして、そのペルダが生前より手て強ごわかったのが、さらなる想定外だった。

　かつて体感したペルダの魔法は、高熱放射……五体を真まっ赤かな灼しやく熱ねつの塊と化し、触れるもの全すべてを融解させてしまう能力だった。特異忍法の中でも《水仙》を最も得意とするアトリにとっては、幸運にも与くみしやすい敵と言えた。

　だが、死体となったペルダは、魔法能力を使わなかった。

　それどころか、まともに戦おうとさえしなかった。

　狂ったように上空を飛び回り、時おり急降下しては後ろ足でこちらを踏み潰つぶそうとしてくるだけ。以前は熱波のブレスを吐いてきたが、今回はそれもない。

　逆にそれが厄介だった。首を落とす機会を、一向に得られなかったのだ。

　このままでは、サビトがゴルニシチを倒してしまう──その事態だけは、何としても避けねばならなかった。

　次期頭領を決める試験において、ライバルに一つリードを許す。もちろんそれも痛手には違いない。が、アトリが焦燥を抱いたのは、もっと単純で子供じみた理由だった。

　──たかが死体に手間取っている無様な自分を、サビトに見せたくない。

　──もう少しだけ、サビトと「敵ではない時間」を過ごしていたい。

　一つ目はともかく、二つ目の思いには……自分でも戸惑っていた。今日きようまで彼を打ち破やぶることしか考えていなかった己に、まだそんな未練が残っていたとは。

　いずれにせよ、だからアトリは《霊りよう仙せん》に踏み切った。

　早計だったことは承知している。しかし、それが二つの思いを同時に果たす、唯一の手段だった。ペルダを瞬殺し、サビトと共闘するには、それしかなかった。

（こんな気の迷いを起こしたのも──メルとの会話のせいか）

　多分そうだろう。あれ以来、アトリは不要な雑念にたびたび囚とらわれる。幼おさな馴な染じみと一緒に眺めた里の夕景を、やけに思い出してしまう。

　シノビの力を知らしめ、里を裕福にするため頭領を目指す……それがアトリの悲願。

　最強のシノビにこだわるサビトは、きっと頭領になったあとのことなど考えていない。それでは困るのだ。皆にはもっと、豊かな暮らしをして欲しいのだ。

　自分が頭領になれば、きっとそれが叶かなう。

　そうすれば、必ずサビトも自分を認めてくれる──お婿さんになってくれる。

（サビト。私はあの約束を、まだ無効にした覚えはないぞ！）

　飛来した顎あご鬚ひげをかわし、ゴルニシチの懐へと潜り込む。

　無防備な喉のど元もとを目掛けて突つき上げた刃は、相手が身を反らしたことで宙を貫くだけに終わった。

（やはり鈍いか……）

　いつもより体が異常に重い。呼吸も乱れている。《霊りよう仙せん》の行使による当然の結果だったが、それを今さら嘆いても仕方がない。

　前後左右より襲いくる鬚を回避しつつ、アトリは斬ざん撃げきを加速させた。

「おい女。さっきの姿は、テメェの魔法能力か？」

　こちらの連撃をやすやすと避けながら、ゴルニシチが問うてくる。

「化け身しんの魔法は、竜人レドルグの王だけが使えた特殊な代しろ物ものだ。つまり案の定テメェらは──『禁足地』から来た王の子孫ってことか」

「我らは、シノビだ」

　干上がる声で、アトリはそれだけを答えた。

「シノビ？　【竜落子ドラグリーズ】は【竜落子ドラグリーズ】だろ？　勝手に名前変えてんじゃ──っと」

　その時、ゴルニシチの上腕から鮮血が噴き出した。

　横合いから斬きり込んできたサビトの刃を、初めて防ぎ損なったのだ。

「小僧……やりやがったな」

「小僧ではない。シノビだ」

　同じ答を返すなり、不意にサビトがアトリの襟首を引っ摑つかんできた。そのまま彼が後方に飛び退ったので、アトリも一緒に追随する形になる。

　敵から十メートルほど離れて着地すると、アトリはせっかくの好機をフイにしたサビトをキッと睨にらみつけた。

「どういうつもりだサビト。私と共闘するのは、そんなに嫌か」

「そうじゃねえ。共闘するならするで、一いつ旦たん打ち合わせをさせろ」

「打ち合わせ、だと？」

「ああ。あのままチマチマ斬り続けても、埒らちが明かねえからな」

「地道に戦えと言ったのはお前だろう」

　そんなアトリの抗議を無視して、サビトは話を進める。この少年は昔から、都合の悪いことは聞こえない振りをするのだ。

「いいか、あいつには《雷らい仙せん》が有効だ。だが、距離が近いと印の結びを邪魔してくる。かといって、あまり遠くから術を放つわけにもいかねえ」

　もちろん理解している。《雷らい仙せん・旋せん戟げき》によって狙ねらえる範囲は、普通のシノビで約三メートル。アトリとサビトでも五メートルほどが限界だ。それ以上に離れると、雷撃は別の対象に落ちてしまう。つまり、あの鬚ひげが届く間合いで打つしかないのだ。

「てなわけでアトリ。お前、囮おとりになれ」

「何？」

「余裕を持って印が描けりゃ、俺の《雷らい仙せん》なら一発で片がつく。巻き添え食くらうなよ」

「ふざけるな。ならばお前が囮になるがいい。私の《雷らい仙せん》は、今やお前と同等の」

「役割を代わるのは無理だ。だってお前、もう『仙力』がスッカラカンだろ」

「…………」

　腹立たしいが図星だ。今のアトリには、すでに特異忍法を使う余力がない。

　先ほどの手合わせで、ゴルニシチが一筋縄ではいかない相手なのは分かった。疲弊したアトリができることなど、確かにフォロー役くらいしかないだろう。

（サビトの前で、こんな醜態を晒さらすことになるとは……）

　無念に唇を嚙かんだアトリに、痺しびれを切らしたサビトが顔をズイと寄せてくる。

　思わずドキリとして、体が硬直してしまった。これほど至近距離で彼の顔を見たのは、子供のとき以来だった。

「心配すんな、手柄の独り占めはしねえよ。どっちがゴル公の角を貰もらうかは、改めて決めようぜ」

「…………」

「【竜公アポステル】に対して囮をやれなんて、さすがに俺だって普通は言わねえ。お前だから頼んでんだ」

　ここでそのセリフを吐くのは、卑ひ怯きよう極まりない。

　戦闘においてサビトから当てにされることに、不覚にも心が高揚する。背中がくすぐったくて堪たまらない。雨に打たれて冷えた顔が、急速に熱くなっていくのが分かった。

「……いいだろう。この上なく不本意だが、私だけでも倒せるのだが、そこまで懇願するなら特別に協力してやる」

「態度がでけえぞ、スッカラカン」

「私を餌に使うのだ、しくじったときは分かっているな？」

「ああ。いざとなったら俺も《霊りよう仙せん》を出す。そのあと頭くらいは下げてやる」

「それだけでは足りぬ。ひざまずいて私の足を舐なめろ」

「…………」

「それから、風呂で背中を流せ」

「…………」

「あと、壁にドンと手をついて迫ってこい」

「流は行やってんのか、それ」

　仏ぶつ頂ちよう面づらで呻うめいたサビトをよそに、アトリは呼吸を整える。心なしか体調が回復している気がした。

「ではゴルニシチを引きつけるとするか。なるべく急げよ」

「分かってるっての。まだ亜人も残ってるし、グズグズしてられねえ」

「いい気合いだ。では失敗のペナルティをもう一つ追加しよう。私より身長を伸ばせ」

「伸ばせるもんなら伸ばしてんだよ！」

　喚わめくサビトを尻しり目に、ゴルニシチへと向き直ろうとした、その瞬間。

「──もう相談は済んだか？」

　いつの間にか、【竜公アポステル】が眼前にいた。

　あり得ない速度で間合いを詰めてきたゴルニシチは、すでにアトリの頭上へ豪腕を振り下ろしていた。

　その一撃をトンボ返りで回避し、爪つま先さきで敵の顎あごを跳ね上げる。たたらを踏んだゴルニシチへ向けて、倒立したまま回転蹴げりを乱舞させる。

「チッ、この女……！」

「シノビを舐なめるなよ、【竜公アポステル】」

　側転して元に戻ると、再び刀による連撃へと移行する。この分なら、数秒後にはサビトが印を結び終え──

「テメェこそ舐めんじゃねえぞ、出来損ない」

　刹せつ那な、アトリの全身に何かが絡からみついてきた。

「！」

　たちまち動きを封じられ、両足が地面から浮き上がる。馬鹿な、鬚ひげには細心の注意を払っていた。一体、何が……？

「捕まえたぜ、シノビよ」

　ゴルニシチが凶悪に笑う。その左腕が──奇怪な形状に変わっていた。

　肘から先の部分が枝分かれし、無数の触手となっている。それらがことごとくアトリに巻きつき、手足を締め上げていたのだ。

（な、何て不覚を……！）

　油断していたわけではない。が、仮に気付いていたとしても、この距離では逃れられなかっただろう。

　拘束は強く、もがくほど五体に食くい込んでくる。骨がミシミシと軋きしみを上げる。今の自分の体力では、とてもじゃないが振りほどくことはできなかった。

「さて女、いいモンをやるぜ」

　そこでゴルニシチが、おもむろに口を開ける。

　あんぐりと丸見えになった口こう腔こうから──毒々しい濃紫の光が漏れ出ていた。

　あれを食らってはいけない。本能でそれが分かったが、取れる手段はなかった。

（やられる！）

　捕らえた獲物へと、ゴルニシチの口から光の球が射出されたとき。

　降り注いだ雷撃が、【竜公アポステル】を撃ち抜いた。

「ぬうっ！」

　ゴルニシチが仰のけ反ぞると同時に、サビトが飛び込んでくる。迫る光弾を刀によって叩たたき落おとした彼は、続いてアトリに絡からみつく触手を一気に両断した。

「サビト……！」

　間一髪でアトリを救出した少年は、しかし着地と同時にガクリと片膝ひざをついた。苦く悶もんに顔を歪ゆがめ、刀を握った左手を押さえている。

　見ると、その左手が──どす黒く変色していた。

　禍まが々まがしい靄もやをまとい、焼かれるように爛ただれ続けていた。

（まさか……腐食魔法!?）

　ゴルニシチはまだ、そんな魔法能力を隠していたのか。敵が吐いた光は、触れたものを腐らせる魔力の塊……それが刀を通して、サビトの腕へと波及したというのか。

　放心するアトリの前で、サビトの左腕がドロドロに溶けていく。液状化した肉が、ボトボトと地面に滴したたり落ちる。

　浸食は留とどまることを知らず、なおも染みのようにジワジワと広がっていった。

「クソッ、この……」

　そこからのサビトの決断は早かった。健在の右手に刀を持ち替えた彼は、変色した左肘から下を迷うことなく斬きり落とした。

「サ、サビト！」

「敵が先だ！　斬れ！」

　サビトの鋭い叱しつ咤たに、アトリは弾はじかれたようにゴルニシチへと走った。そうだ、動揺している場合じゃない。この機を逃してはならない。

　落雷を受けた【竜公アポステル】は、幸いにも地面にうずくまり動けずにいる。体中が炭のごとく黒々と焦げていることが、その被害の大きさを物語っていた。

「楽しませてくれるじゃねえか、【竜落子ドラグリーズ】ども……」

　怒りに満ちた両眼が、こちらを射抜いてくる。

　だが、怒っているのはアトリも同じだった。疲労は殺意に吹き飛び、自制心は激げき昂こうに塗り潰つぶされていた。

（殺してやる。殺してやる。殺してやる！）

　疾風のごとく突進するアトリより早く、ゴルニシチが地面に触手の腕を突つき入れた。

　たちどころに、その巨体がモグラのごとく地中へと潜り込んでいく。すかさずそこを刀で貫いたものの、手応えはなかった。

『ちと侮あなどり過ぎたぜ、シノビども』

　雨音に混じり、どこからかゴルニシチの声が響く。

『悪いが、今日きようはこんなもんにしとく。月並みな言い方になるが、一応言っとくぜ。覚えてろよ……と』

　ふざけるなと言い返そうとした瞬間。アトリの耳に悲鳴と破壊音が遠く聞こえた。

　咄とつ嗟さにその方向へ視線を転じると──ナトゥアの門が、亜人たちに突破されていた。

（時間をかけ過ぎたか……）

　残り四百ほどだったとはいえ、敵は疲れも痛みも知らない死人の軍だ。しかも腕力だけは生前と同じなので、長らく放置していればこうなる恐れはあった。

（ミョンド兵は役に立たぬ。このままでは、多くの死者が出るな）

　町へと雪な崩だれ込こむ屍しかばねたちを見詰めながら、アトリは微かすかに奥歯を嚙かみ締しめた。

　託児所の子供たちや、餌付けした子猫の姿が──ふと脳裏をかすめた。
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　想像を絶する激痛に意地で耐えながら、サビトは右手の人差し指を宙へと伸ばした。

「……《水仙・凍とう蝕しよく》」

　何とか印を描き終えると、たちまち右掌てのひらが強い冷気を帯びる。それは触れた対象を凍結させる忍法であり、主に敵の手足を封じたり、心臓を止めたりするための術だった。残念ながら、【竜公アポステル】セルサーレの氷魔法ほどの威力はない。

　その右手で、まず左腕の傷口に触れて冷凍する。次ついで切断した腕を拾い上げ、こちらもカチカチに凍らせて腐食の進行を防いでおく。

　まさか隻腕になるのが、こんなに『ばらんす』の悪いものだとは……樹海の村で出会ったジュガロの気持ちが、少し分かったような気がした。

「チッ、とんだ下へ手たこいちまったぜ……」

　可能な応急処置は施したものの、痛みは大して引いてくれなかった。

　もちろん戦場に身を置く以上、負傷は想定の範囲内である。腕の一本で取り乱していては、とてもシノビなど務まらない。

　が、さすがに涼しい顔もしていられなかった。シノビだって痛いものは痛いのだ。

「さて。のんびりもできねえな」

　気力で立ち上がり、数十メートル先にあるナトゥアの様子を窺うかがう。

　風に乗って、兵士たちが戦う音が届いてきた。町の中は今頃、大混乱になっているだろう。それでなくても北門は、バルバッカ隊の大部分が去ってしまっているのだ。

「北は受け持つって、団長に言っちまったからな……」

　フラフラと歩き出したサビトに、ふと背後からクノイチが声を投げてきた。

「待て、サビト」

　振り返ると、アトリが真まっ直すぐにこちらを見据えていた。彼女は僅わずかに躊ちゆう躇ちよしたのち、抑揚のない声でポツリと呟つぶやいた。

「どうして──私を庇かばった」

「あ？」

「先ほどの雷撃、お前にしては威力が低かった。私を救うために印を急いだな」

「ああ。使えねえ囮おとりだぜ、全く」

「何な故ぜだ？　私を助けなければゴルニシチを倒せていたものを」

「共闘してた以上、仕方ねえだろ」

「…………」

「って言うのは建前でな。体が勝手に動いちまったんだよ」

　シノビとしては、確かに愚行だった。彼女の言う通り、最後まで印を描くことに集中すべきだった。

　この負傷は、謂いわばその報いだ。どうも自分は大陸へやってきてから、シノビに徹することを忘れがちになっている節ふしがある。

「……礼など言わぬぞ」

「いらねえよ、気持ち悪ぃ」

「だが」

　そこでアトリが言葉を切り、ついと視線を外す。らしくもなくモジモジしていた。

「う、嬉うれしくはあった」

「…………」

「礼は言わぬが、その、感謝的な思いは少しだけある。ほんの少しだが」

「…………」

「ライバルであることを、一瞬だけ忘れたというか……そういうことをされると、気持ちが鈍にぶるというか……」

「お前、頭でも打ったか？」

　そう言ってやると、途端にアトリの顔がブスリとむくれた。

　しかしその不機嫌も長くは続かず、彼女はみるみる沈痛な表情になり、前髪から覗のぞく右目をサビトの左腕に向けてきた。

「サビト。償う方法はあるか」

「はあ？」

「経緯はどうあれ、お前が左腕を失ったのは私のせいだ。その状態ではもう……お前は試験を続けることが」

「お前が逆の立場だったら諦あきらめんのかよ。これしきのことで」

「…………」

「というか俺は、まだ左腕を捨てたつもりはねえ。一つだけ、元に戻せる当てがある」

「何？」

　目を丸くしたアトリに、サビトはゆっくりと歩み寄った。

　こうして向かい合うと、やっぱり彼女の方が少しだけ背が高い。

　身長が抜かれてしまったのは、忘れもしない十一歳の秋……思えばそれが、妹分への対抗心が芽生えたきっかけだった。

「アトリ。償いがしたいってんなら、一つ頼まれろ。町に入った亜人を片付けてくれ」

「それが、償いだと？」

「ああ。俺はちょっくら、メルの所に行ってくる」

「メルの……？　まさか当てとは、彼女の治癒魔法のことか？」

　驚くアトリに、サビトもまた驚く。あの馬鹿女房、そんな大事なことまで喋しやべりやがったのか……

「まあ、そういうことだ。すぐ戻るから、それまではお前がナトゥアを守れ。体調不良なのは分かるけど、今はお前だけが頼りだ」

　それだけ告げると、サビトは返事を待つことなく即座に踵きびすを返した。応否など確認するまでもなかった。

　彼女は償うと言い、サビトはその方法を伝えた──それで充分だ。

　幼おさな馴な染じみの律りち儀ぎな性格を、サビトは誰よりも深く理解しているのだ。




　同じ頃。

　牢ろうの扉を愛剣によって叩たたき壊こわしたメルは、廃屋を後にして路地裏を走っていた。

　脱獄することには気が引けたが、事態が事態だった。どうやら亜人たちが襲来し、なおかつ町へ入り込んだらしいのだ。

「亜人どもが門を破やぶったぞ！」

「牢ろう屋やはいい！　兵士は全員、自分の部隊に合流せよとの命令だ！」

　そんな怒号と共に、門番たちの気配が消えると、メルもすぐに行動を起こした。

（町に入られた以上、大人しくしているわけにはいきません）

　もともとメルは、こういうときにこそ働くべき存在なのだ。『剣聖女エペリーゼ』たる自分なら、ミョンド兵の数人分の戦力になれるはず……この剣を振るうことで、救える命が必ずあるはずだ。

　だが、そんな思いとは別に、牢を出たのには大きな理由があった。

　先ほど──竜の気配を感じたのだ。

　ナトゥアの中か、それとも外か……正確な場所までは分からなかったが、それは間違いなく【竜公アポステル】が現れた証明だった。今ではもう消きえ失うせてしまったが、もちろん油断はできない。

（いつもの甲かつ冑ちゆうがないのは心もとないですが……是非もありません）

　入り組んだ路地裏をひた走り、騒ぎが聞こえる方向を目指す。

　と、何度目かの角を曲がったとき。目の前にいきなり黒い影が飛び込んできた。

「！」

　慌てて横へ跳ね、すんでのところで衝突をかわす。さては亜人と出くわしたかと剣を構えたところ──そこにいたのは、黒ずくめの少年だった。

「サ、サビトっ？」

　ホッとして剣を下ろすなり、その姿にたちまち息を吞のむ。

　サビトの片腕が、なくなっていたのだ。左肘から先が無残に切断され、しかも彼はそれを、自分の胸に抱えていたのだ。

「メル、牢ろうを抜けてきたか」

「ど、どうしたんですか!?　その腕！」

「情けない話だが、下へ手たを打った」

「まさか、ゴルニシチに……？」

「ああ。斬きり落としたのは自分だがな」

　ムッツリと答えたその顔が、明らかに憔しよう悴すいしていた。おそらく失血と激痛で、立っているのも辛い状態なのだろう。

　すぐさま駆け寄り、道の脇わきにサビトを座らせる。見ると傷口と左腕は、賢明にも術によって凍らせてあった。確か《水仙・凍蝕》という、氷結系の特異忍法だ。

「もう、こんな無む茶ちやをして……」

「どうだ。くっつきそうか」

「くっつけてみせます。必ず」

　サビトの左腕を、合わせるように傷口へとあてがう。そのまま接せつ吻ぷんすべく顔を近付けると、こんな状況にも拘かかわらず胸がドキドキした。

「では──失礼します」

　唇を重ね、しばし二人は動きを止めた。

「ん……」

　小降りとなった雨の中、密着したまま口付けを続ける。この傷の具合からして、通常よりも長めの時間を要するだろう。

　息遣いを間近に感じる。

　舌先が何度も触れ合う。

　なすがままに、相手の吸引に応じる。

　これは治癒のために、魔力を送る行為。頭では分かっていても、体の火ほ照てりは増す一方だった。とても冷静に割り切ることができなかった。

　……そんな思いを無理やり押し込め、やがて長いキスを終えると。

　サビトの左腕は、元通りに繫つながっていた。

「あの、どうですか……？」

「うむ、動く。腐食も消えているようだ」

　左手を開閉して感覚を確かめているサビトに、思わず安あん堵どの吐息が漏れる。

「頰ほおの傷まで治っているとは。つくづく凄すごいものだな、お前の魔法は」

「きょ、恐縮です。それより急ぎましょう。町に亜人が入ったのでしょう？」

「ああ。入ったのは四百匹ほどだ。今はアトリが対応している」

　その言葉に、メルは大きく目を見開いた。

「アトリさんが？」

「貸し借りにはうるさい奴やつだからな。今頃せっせと亜人を斬きっていることだろう」

　つまり、やっぱり彼女はナトゥアを見捨てたりしなかったのだ。「シノ」という少女に垣かい間ま見みたアトリの本質は、やっぱり間違いじゃなかったのだ。

「アトリさんが一緒に戦ってくれるなんて、こんな心強いことはありません」

「とはいえ、二人がかりでも【竜公アポステル】は仕留められなかったがな」

　左腕をしきりに揉もみほぐしながら、サビトが苦々しく言う。

「ゴル公は想像以上に厄介な相手だ。それなりの手傷を負わせることはできたが、取り逃がした上にこのザマだ」

「そうですか……でもサビトは、私のお願いをちゃんと聞いてくれました」

「何？」

「アトリさんと協力して当たってくれたんですよね？　無理なお願いだったはずなのに……ありがとうございます」

「ただの成り行きだ。他意はない」

　サビトは短く切り捨てたが、それでも嬉うれしかった。

　ワガママを受け入れてくれたサビトにも、それに応じてくれたアトリにも、感謝の念が絶えない。そして、できればこれからも共闘関係を維持して欲しい。そうすれば竜人レドルグを倒せる公算は格段に上がり、二人の危険は格段に下がるのだから。

「メル。ゴル公の配下たちは、みんな死人だ。首を落とさねば止まらぬ故、注意しろ」

「はい」

「よし、行くぞ」

「あ、あのっ」

　早々に腰を上げたサビトを、メルは慌てて引き留めた。

　彼の袖そで口をキュッと摘つまみつつ、控えめに問いかける。

「急ぐべきなのは承知しているのですが、一つだけ」

「何だ。早く言え」

「……久し振りでしたね」

「何がだ」

「だから、その……キスしたの」

「ああ。それがどうした」

「私は、凄すごくドキドキしました。サビトはどうだったのかな、って」

「治癒のためにしたまで。他意はない」

「それはそうですけど……すみません、それだけです」

　そうきっぱりと割り切られてしまうと悲しいが、結局それが今の二人の関係ということだろう。受け止めるしかない。無理なワガママを聞いてもらっておいて、こんなことで拗すねるのは妻として失格だ。

　気を取り直してペコリと一礼し、逃げるように路地裏を先行する。と、その時。

「待て、メル」

　何な故ぜか今度は、サビトが呼び留めてきた。

　どうしたのかと振り返ると、サビトの顔が目の前にあった。

　驚く間もなく、その唇が迫る。そして──メルの唇をそのまま塞ふさいできた。

「！」

　時間にして、ほんの二秒ほど。たったそれだけの出来事だった。

　すぐに顔を離したサビトは、こちらと視線を合わせようとせず、やけに白々しい咳せき払ばらいをしながら言い放つ。

「本当の接せつ吻ぷんってのは、こうやって治癒と関係なくするもんだろ」

「…………」

　放心しているメルをよそに、サビトもまた逃げるように歩き出した。気付けばその口調が、地に戻っていた。

「いいか、ミョンド兵は当てにならねえ。お前にも働いてもらうぞ」

「…………」

「おい、呆ほうけるな。行くぞ」

　ややあって、ようやく我に返る。まだ心がフワフワとしていたが、次第に歓喜が渦のように込み上げてきた。

「はいっ！　今のでやる気が出てきました！」

　今なら、ミョンド兵の数十人分は働けると、メルは思った。

　さっきより遥はるかに短く、軽いキス。

　でもそれは、さっきより何倍も素敵なキスだった。
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　サビトたちが駆けつけると、北門から入った亜人群はすでに一掃されていた。

　あちこちに首を落とされた亜人の骸が転がり、早くも兵士団による片付け作業が始まっている。その指揮を執るのは、もちろんバルバッカ隊だ。

　何でも南門の敵勢が退いたらしく、急いでこちらへ戻ってきたそうだ。おそらくゴルニシチが撤退したことで、手下の傀く儡ぐつたちも侵攻を諦あきらめたのだろう。

「出遅れてしまいましたね。気合いが無駄になってしまいました……」

　そう呟つぶやいたメルの声には、しかし安あん堵どの色が感じられた。

「住民の死傷者はゼロ。兵士も数人が軽傷を負っただけ……門を破やぶられたのにここまで迅速に対処できるなんて、さすがはバルバッカ隊ですね」

「いや、斬きったのは全すべてアトリだろう」

「え？」

「亜人どもの死体を見れば分かる。どの首も、切断面があまりに綺き麗れいだ。そもそも首を落とすという対処法を知っているのは、奴やつだけだからな」

　本調子じゃないにも拘かかわらず、よくこの短時間で四百もの亜人を……「歴代最強のクノイチ」の呼び声は、伊だ達てではないということか。

（結局あいつって、俺よりもナトゥアに貢献してるんじゃねえか？　北門を任されてたのは俺だったんだけど……）

　ともあれ、これでアトリとの貸し借りは清算された。一夜限りの共闘は終わり、彼女とはまた敵同士の関係に戻ることになる。

　少し名な残ごり惜しい気もしたが、感傷に耽ふけったところでどうしようもない。それが頭領の座を争うシノビの宿命というものだ。

「では、私はひとまず牢ろうに戻ります。サビトも今夜は疲れたでしょうから、ゆっくり休んで下さいね」

　そう告げて去ろうとしたメルの腕を、サビトは即座に摑つかんで引き留めた。

　彼女が不思議そうに振り向いてきたが、その目を見ることはできなかった。さっきの接せつ吻ぷんの感触がまだ唇に残っていたからだ。

「どうしましたか、サビト」

「もう囚人ごっこはいいだろう。団長に真実を話す」

「え……」

「これからはゴルニシチも、本腰を入れて攻めてくるはず。お前に今の状態でいられるのは、何かと都合が悪い」

　メルが如によ実じつに逡しゆん巡じゆんの表情を浮かべる。しかしこれ以上、あんな『といれ』すらままならない場所に彼女を閉じ込めてはおけなかった。

　ミョンドたち背信者のことを公にするかどうかは、バルバッカの判断に委ゆだねる。当然、アトリの犯行も伝えることになるが、団長ならきっと分かってくれるだろう。

　僅わずかな期間だが、サビトはこれまでバルバッカという人物を注意深く観察してきたつもりだ。彼なら目先の事象に囚とらわれず、ナトゥアの防衛を最優先に考えた裁定を下してくれると思っている。

「でも、真実を伝えたらアトリさんが……」

「今夜のアトリの活躍を知れば、団長も悪いようにはしまい。そういう意味でも、今が打ち明ける最良の『たいみんぐ』と言えよう」

「私が犯人じゃなかったとなれば、ナトゥアの不安は払ふつ拭しよくできません」

「もともと背信者の一件は、この町の問題だ。お前は重視すべき事柄を間違えている。我らは──【竜公アポステル】を討つためにここにいるのだ」

「…………」

「お前は妻として、まず俺の不安を払ふつ拭しよくするべきだ。それが町を守ることにも繫つながる」

「……分かりました」

　シュンと肩を落として、メルが小さく頷うなずく。雨に濡ぬれたその顔を、マフラーで拭いてやっていると。

（あ、団長）

　ちょうどそこへ、こちらに歩いてくるバルバッカの姿が見えた。

　どうやら今しがた北門へ戻ってきたばかりのようだ。あの老将のことだから、最後まで南門に留とどまって警戒を続けていたのだろう。

　部隊長たちが即座に駆け寄り、バルバッカに向けてビシリと姿勢を正す。

「団長！　北門は亜人の突破を許したものの、何とか防衛に成功しました！」

「敵はことごとく殲せん滅めつ！　【竜公アポステル】が出現しましたが、こちらも撃退！　ゴルニシチと交戦したのは、新入りの少年の──」

「分かっている。サビトだろう」

　図らずも自分の名前が出たところで、サビトはすかさずバルバッカの元へ足を向けた。

「団長よ。少しいいだろうか」

　こちらに気付いた部隊長たちが、道を空けてくれる。彼らはサビトに追つい従しようするメルを見てにわかに色めき立ったが、団長に制されると素直に引き下がった。

「サビト、お前には大きな借りができたな。礼を言わねばなるまい」

　破顔して謝辞を述べてきたバルバッカに、サビトは短く首を振る。

「いや。町への侵入を許したのは失態だった。それは詫わびねばならぬ」

「何を言う。【竜公アポステル】の相手をしていたのだろう？　お前を責めるのは筋違いというもの」

「気遣いかたじけない。して団長、戦闘前に告げたことだが」

「む？」

「あとで話したいことがあるという、その件についてだ」

「ああ、言っていたな……何だ？」

　口くち髭ひげを撫なでたバルバッカに、改まって切り出そうとした矢先。

　メルが自ら進み出て、団長に深々と頭を下げた。

「申し訳ありません、バルバッカ団長。無断で牢ろうを出てしまって」

「お主……」

「お怒りはごもっともなのですが……ナトゥアを守ることが先決だと思い、勝手を承知で動いてしまいました」

「正直に申告したことは評価するが、自身の立場をもっと理解するべきだな」

　冷たく言うと、次ついでバルバッカの眼光が険しくサビトを捉とらえてくる。

「サビト。お前の話とは、彼女の処遇についてのことか」

「いかにも。副長たちの殺害事件で、実は団長に黙っていたことがある。それは──」

　サビトが二の句を継ごうとしたとき、またも横よこ槍やりが入った。

「──ミョンドらを斬きったのは、私だ」

　その声に、全員が驚いて振り向く。

　果たしてそこには、姿の見えなかった黒衣のクノイチがいた。

「ア、アトリさん……」

　戸惑うメルを無視して、アトリがバルバッカの前に立つ。

　周囲の部隊長たちが口々に、「あれは食堂の娘ではないか？」「うむ。確かシノという名の……」「しかし雰囲気が……」と囁ささやき合っているのが聞こえた。

　その反応も無理はない。もはやアトリは仮面を捨て去り、完全にシノビの素顔へと戻っているのだから。

「ミョンドらの殺害は、お前の仕業だと？」

　バルバッカの詰きつ問もんに、アトリが平然と首しゆ肯こうする。

「そうだ。兵士団の調査とはずいぶん杜ず撰さんなものだな。そちらの娘は、たまたま現場にいただけ……事件とは無関係だ」

「殺したのがお前だとして、その理由は何だ」

「こちらの都合、としか言えぬな」

　ぶっきらぼうに言い放ったアトリを見て、メルが慌てて口を挟はさんだ。

「バルバッカ団長！　言いにくいのですが……ミョンドさんたちは背信者だったのです」

「…………」

「彼らは定期的に住民を攫さらい、ゴルニシチに差し出していたのです。それが……ナトゥアの『神隠し事件』の真相です」

「背信者、だと？」

　バルバッカと部隊長たちが、揃そろって声をなくしていた。

　そんな彼らに向けて、銀髪少女は必死に言葉を続ける。

「あの殺害現場には、若い女性が倒れていたはずです。彼女は、ミョンドさんたちに連れ出されたのではありませんか？」

　バルバッカの視線が、確認を求めるように部隊長たちへ向く。

　それを受けて、内の一人が蒼そう白はくのまま答えた。

「確かに彼女は、『ミョンド副長に呼び出された。路地裏をしばらく歩いたところで、いきなり意識がなくなった』と証言しています。呼び出された用件までは聞かされていなかったようですが……」

「ゴルニシチへの供く物もつとするつもりだった、というのか」

　低く唸うなった老将に、サビトもここぞとばかりに一歩詰め寄る。

「団長よ、信じるか信じないかはお主次第だ。だが、何な故ぜゴルニシチがいきなり町を襲撃してきたか……その説明をどうつける？」

「…………」

「【竜公アポステル】は俺に言った。『ミョンドを殺やったのはお前らか？』と。生いけ贄にえがいつまでも届かぬことで、奴やつもすでに背信者の死を悟っていたのだろう」

「それが──今夜の襲撃だと」

「いかにも。もはやナトゥアの平和は、過去のものとなった」

　途端に、空気がピンと張り詰めた。

　周辺では亜人の死体搬送に追われ、兵士たちが慌ただしく動き回っている。そんな中、サビトら数人だけが時間が止まったように佇ちよ立りつしていた。

「団長よ。そこの女が副長らを斬きったことを、余計な真ま似ねだったと思うか」

「…………」

「このまま人知れず住民を捧ささげ続け、平穏を維持するべきだったと思うか」

「…………」

「俺はそうは思わぬ。【竜公アポステル】に生いけ贄にえをくれてやるくらいなら、倒してしまえばいい。そして──その役目は我らが担おう」

　サビトの宣言に同調するように、メルが力強く頷うなずいた。

　バルバッカたちは一様に押し黙り、思い思いに地面を見詰めて固まっている。一方でアトリは、我関せずとばかりにそっぽを向いていた。

　重苦しい沈黙が十秒ほど流れたのち。

　やがてバルバッカが顔を上げ、今さらながらの問いを口にした。

「サビトよ。お主たちは一体……何者なのだ」

「我らはシノビだ。影に潜み、闇やみにまぎれ、敵を討つ者なり」

「シノ、ビ？」

「個人的な事情で、竜を狩るため大陸を旅している。ここより東部を支配する【竜公アポステル】セルサーレ、そして南部の【竜公アポステル】ペルダは、すでに我らが討った」

　バルバッカたちが、驚きよう愕がくに目を剝むく。そんな彼らに向けて、「信じるか信じないかは、お主ら次第だがな」と繰り返してやる。

「……団長、やりましょう」

　ややあって、部隊長の一人が決然と言った。確かロギスという古参の兵士だ。

「真相はともあれ、町が襲われたのは事実です。ならば我ら兵士のやるべきことは一つ……戦いましょう！」

　続いて、もう一人の部隊長も呼応する。

「もしナトゥアの平和が背信者のもたらしたものだったなら、そんなものは平和とは呼べません！　ましてや今ここに、【竜公アポステル】を倒したという者らがいるのです！　立ち上がるべきです！」

　その言葉を黙して聞いたのち。いきなりバルバッカが相好を崩した。

「全く……これほど驚かされたのは、長い人生で初めてだ」

　肩の鎧よろいを揺らしてひとしきり笑い終えると、老将は真まっ直すぐにサビトを見据えてきた。

「分かった。ミョンドの件は改めて調査する。背信者の存在が真実ならば、まだ一味が残っているかもしれぬからな」

「それで、メルの処遇は？」

「残念ながら、お主らの嫌疑が晴れたわけではない。が、もう牢ろうに入れとは言わぬ。三人ともしばらくは自室に待機してもらい、外出時には監視の兵をつける……という形で、今は納得してくれぬか」

「飯はどうなる」

「朝昼晩と三度、部へ屋やへ運ばせよう」

「それは食堂の飯か」

「む？　そうだ、食堂の飯だ」

「よし。了解した」

　メルが釈放され、食事も保障されるなら、こちらとしては不満はない。むしろ働かずに飯が食くえるなんて、兵士以上の厚待遇と言えるだろう。

「では、今夜はもう休むがよい。調査はできる限り急ぐ。何か分かれば、お主らにも知らせよう」

　最後にそう言い残し、バルバッカたちは事後処理のため去っていった。

　部隊長の一人に付き添われ、早速サビトたち三人は宿舎へと赴くことになる。

（俺も宿舎の部屋を使えるのか。今日きようはもうグッスリ眠りてえ……）

　と、歩き出して間もなく。

　アトリが突然、フラリとよろめいた。膝ひざの力が抜けたように、その場に崩れ落ちる。

「アトリさんっ」

　すかさずメルが反応し、その体を横から支えた。

「大丈夫ですか、アトリさん！」

　おそらく、歩く体力さえ尽きてしまっているのだろう。《霊りよう仙せん》を使い、ゴルニシチの囮おとりとなり、さらには四百の亜人を斬きる……考えてみれば、さっきまで平然としていたのがおかしかったのだ。

「……一人で歩ける」

「いけません。私の肩に摑つかまって下さい」

　有無を言わさず、メルがアトリの片腕を担かつぐ。

　こういうときは、彼女のお人ひと好よしさが有り難い。もし肩を貸したのがサビトだったら、アトリは頑として拒否していただろう。

「アトリさん、ありがとうございました」

「……何のことだ」

「もちろん、ナトゥアを守ってくれたことです。そして、バルバッカ団長から私を庇かばってくれたことです」

　確かに、それはサビトも気になっていた。

　何な故ぜアトリはわざわざ現れ、「ミョンドたちは自分が斬った」などと告げたのだろう。こんな疲弊した状態で、それでも「メルは無関係だ」と主張しに来る必要が、果たして彼女にあったのだろうか？

（律りち儀ぎな性格だから、ってだけじゃねえよな。まさかアトリの奴やつ……マジで純粋にメルを庇かばいに来たのか？　俺がいないトコで、こいつらに一体何が……）

　訝いぶかしむサビトをよそに、二人は寄り添うように再び歩き始める。シノビ装束と給女服という取り合わせは、端から見るとかなり『しゅーる』だった。

「アトリさん。部へ屋やに戻ったら、私に紅茶を淹いれさせて下さい。ちゃんと体を温めてから寝なくちゃ」

「紅茶か……悪くない」

「ただし、もうスプーンを突つきつけるのはナシですよ？　あれは心臓に悪いです」

「……それは残念だな」

　驚くべきことに、あのアトリが笑みを浮かべている。

　そんな彼女に、銀髪少女もまた嬉うれしそうに微笑ほほえみを返していた。

「アトリさん。あの時の返事、待っていますから」

「…………」

「私はやっぱり、貴女あなたとお友達になりたいです。赤ちゃんの件は改めて議論しましょう」

「あまり今は、考えたくないのだが……」

「駄目ですよ。私にとっても重要なことなんですから」

「全く……笑えぬ話だ」

　妻と宿敵が、親しげに話している。そこにはサビトの介入を許さない、二人だけの世界が出来上がっていた。

（アトリが里以外の人間に心を開くなんて、とんだ椿ちん事じだぜ）

　……思えばサビトも、メルとは最初からやけにウマが合っていた気がする。

　もしかして彼女には、シノビに好かれる素質でもあるのだろうか？　案外メルが頭領になれば、里は上う手まく回ったりして……

（いかん。疲れて正常な思考ができなくなっちまってる。腕もまだ痛ぇし……）

　とりあえず二人を捨て置き、サビトは前を向いた。

　いつしか雨は、すっかり上がっていた。





第四章　　夜空の友達
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　ゴルニシチとの対決から、早くも五日。

　サビトたち三人は、その日も夕食を終えると、宿舎一階の『ろびー』に留とどまって就寝までの長い時間を持て余していた。

　いくつものテーブルに加えて厨ちゆう房ぼうまである室内は、どこか庁舎の食堂に似ている。というか、もともとは宿屋だったらしいので実際に食堂なのだろう。兵舎として使うには部へ屋や数が足りず、かといってサビトらだけで使うには広過ぎる建物だった。

「ゴル公の奴やつ、動きやがらねえな」

　あれ以来、ゴルニシチどころか亜人すら姿を見せない。

　お陰でサビトの左腕は完全回復し、アトリもまた万全の体調を取り戻している。ひたすら休養に専念したのに、とんだ肩透かしだった。

「この軟禁状態じゃ、こっちから打って出るわけにもいかねえし……体が鈍なまっちまうぜ」

　ボヤきながら、サビトは数メートル離れた壁に手裏剣を飛ばした。空を裂いた十字手裏剣が、壁の貼はり紙にスコンと突つき刺さった。

「暇なら浴場にでも行ってきたらどうだ。今日きようは男湯の日だろう」

　そう言って、離れたテーブルから今度はアトリが手裏剣を飛ばす。同じ貼り紙に、やはり十字手裏剣がスコンと突き刺さった。

「どうせこの時間は混こんでるだろ。別に汗もかいてねえし」

　スコン。またサビトの手裏剣が貼り紙に刺さる。

「いや、臭っているぞ。目障りな上に鼻障りとは、始末に負えぬ男だ」

　スコン。続いてアトリの手裏剣。

「……やっぱテメェとは、早めに雌雄を決しなきゃならねえ」

　スコン。

「もう決しているだろう。私が雌で、お前が雄だ」

　スコン。

「くだらねえんだよ、カラス女」

「黙れ、イヌ男」

　スコン。スコン。スコン。スコン。

　……張り合っているうちに、いつしか貼り紙は手裏剣まみれになっていた。

　いささか「的」が大き過ぎたか。この程度の距離なら、たとえ小指の爪つめほどの標的だろうとシノビが手裏剣を外すことはない。

　そんな暇潰つぶしに興じていると、カウンター奥の厨房から、メルが三つのカップをトレイに載せて戻ってきた。

「二人とも、紅茶が入りました……って、何してるんですか！」

　手裏剣まみれの貼はり紙を見て、メルが仰天する。彼女はテーブルにトレイを置くと、慌てて壁の手裏剣を引っこ抜き始めた。

「もう、ボロボロで読めなくなっちゃったじゃないですか」

「別に構わぬだろう。何度も見返すものでもない」

　サビトたちが「的」にしていた紙は、昨日この宿舎へ届けられた、バルバッカからの書簡だった。

『調査は継続中。もうしばし待て』

『お主らがゴルニシチを退けたことは、すでにナトゥア全域の知るところである』

『ミョンド殺害の犯人が別にいる可能性も、併せて公告済みである』

　内容は、大体そんなところだ。

　どうやらバルバッカは、サビトたちの言葉を信じてくれたらしい。が、結局のところ事態に進展はなく、三人は宿舎から出ることができない。外出といえば、監視役に伴われて浴場へ行くぐらいだ。

　……ちなみに書簡を届けに来たのは、何な故ぜか町長だった。

「背信者のことを含め、話はバルバッカ団長から聞いている。いやあ、私はメルくんたちを信じておったよ」「子猫の餌は私が受け継ごう。君たちは待機の時間を利用して、ステージの練習をしていてくれたまえ」「私は『メイドールズ』を、まだ諦あきらめちゃおらんよ」

　町長の言った『めいどーるず』が何なのかは分からないが、それを聞いたメルとアトリが揃そろって渋い顔をしたのを覚えている。

　それ以降、やけに二人はヒソヒソ話をすることが多くなった。時にはクルクルと回ったり、尻しりを突つき出したり、背中合わせになって手を振ったりしていた。楽しそうなので「俺も混ぜろ」と言ったところ、すげなく断られた。

（メルの奴やつ、無駄にアトリと仲良くしやがって……俺にはいつも『浮うわ気きをするな』とか言ってるくせによ）

　釈然としないサビトをよそに、メルが紅茶をテキパキと配っていく。一緒に手裏剣も返してくれたのだが、どちらが投げた物なのかをきちんと判別できていることに驚いた。

「今日きようも何事もなく終わりそうですね……」

　サビトの横に座った銀髪少女が、自分のカップを両手で包むように持ちながら、そんな呟つぶやきを漏らす。

　その出いで立たちは給女服ではなく、以前の甲かつ冑ちゆう姿に戻っていた。見慣れた小さな縦長のヘソが、今日も元気に腹で自己主張している。

　あのヒラヒラ衣装も悪くないが、やっぱり彼女にはこちらの方が似合っていると思う。

「ゴルニシチは、どうして攻めてこないのでしょうか。さすがにサビトとアトリさんの二人を相手にするのは、分が悪いと思っているとか……」

「そんな殊勝なタマではあるまい。ゴル公は非常に好戦的な性格の【竜公アポステル】だ。手傷を負わされ、このまま黙っているとは思えぬ」

　ゴルニシチの外貌は、その魔法能力も含めてメルに知らせてある。もちろん鬚ひげを操ることも、腕が触手になることもだ。

「かといって、猪ちよ突とつ猛もう進しんの単細胞というわけでもない。退くべきときには退く……厄介な手合いと言えよう」

「厄介なのは、亜人たちも同様ですね。配下が全すべてアンデッド、しかもそれを何千という規模で操れるなんて……さすが【竜公アポステル】です」

　メルが細い顎あごを摘つまんで考え込む。そのままヒョイと足を組んだので、一瞬だけスカートの奥が見えそうになった。

（こいつ、相変わらず警戒心がねえな。部へ屋やでもこんな感じなのか？）

　同じ宿舎にいるものの、サビトとメルは別々の部屋に寝泊まりしている。

　夫婦なのだから一緒でも構わなかったのだが、部屋を分けることを提案してきたのはメルだった。「同室だと、きっと私たちは『そういう行為』を止められないと思います。アトリさんと話をつける前に……それはできません」というのが理由らしいが、さっぱり意味が分からなかった。

「いずれにせよ、さっさとゴル公を片付けたいものだ。そこのクノイチとの勝負も残っていることだしな」

　サビトが視線を向けると、アトリもまた冷然とこちらを見据えていた。

「それには私も同意見だ。むしろゴルニシチより、お前の喉のど笛が聞きたい。さぞ汚い音色だろうがな」

　見えない火花を散らし合う二人のシノビに、メルが小さく嘆息する。次ついで彼女はカップをテーブルに置き、椅い子すごとサビトに寄ってきた。

「サビト。牢ろうでも話したことなのですけど……これを機会に、アトリさんと少しでも仲良くすることはできませんか？」

「無理だと言ったはず。あいつと仲良くするくらいなら、腹を切って自害する」

「そうしたら、私も死んじゃいます」

「嫌なら諦あきらめろ」

　サビトとメルの命は、『結魂メナージの儀』によって繫つながっている。

　どちらかが死ねば、どちらかも死ぬ──その制約を受け入れたからこそ、サビトは彼女の治癒魔法を受けることができるのだ。斬きり落とした左腕が今でもここにあるのも、そのお陰と言っていい。

「でも、二人は幼おさな馴な染じみなのでしょう？　同じシノビの仲間なのでしょう？　殺し合うなんて、やっぱり間違っています」

「シノビの世界とは、お前が考えているように甘くはない。たとえ同胞だろうと、敵ならば斬る。それが我らの常識だ」

「ですから、その常識をまず変えるべきだと思うのです。シノビの数が減っているというなら、なおさら共倒れの危険は避けるべきです」

「里の掟おきてを変えるには、自身が頭領になるしかない」

　どんどん寄ってくるメルを、サビトは煩わずらわしげに押し戻した。しかし、頑固な嫁よめはまだ食くい下がってくる。

「それに……サビトだって知っているはずですよ」

「何をだ」

「アトリさんが本当は優しくて、弱者を見捨てたりしない人だって」

「初耳だ」

「私にアトリさんの本質を見抜けて、サビトに見抜けないはずがありません。実はサビトは、アトリさんに頭領なんて重責を背負わせたくないから……」

「いい加減にしろ。お前はアトリに騙だまされているだけだ。だから『友達になりたい』などという世迷い言をほざくのだ」

「だ、騙されてなんて」

「何から何まで甘いのだ、お前は。脳内が花畑なのだ」

　少し厳しく言ってやると、メルがムッとむくれた。子供のように頰ほおを膨らませ、負けじとこちらを睨にらんでくる。

「だったら私だって言わせてもらいます。サビトは明らかに、私よりもアトリさんを特別扱いしています」












「そんなわけなかろう」

　馬鹿馬鹿しいとばかりに一いつ蹴しゆうすると、すかさずメルが「それ！　それです！」と人差し指を突つきつけてきた。

「どうして私とアトリさんとで、口調が違うのですか」

「……何？」

「アトリさんと話しているとき、サビトはいつも地に戻ります。でも、私とは基本的にヨソ行きの口調で話します。私はそこに壁を感じていました。何だか距離を置かれているような、完全に心を許されていないような」

　そんなこと、考えたこともなかった。

　というか、そもそもサビトが地を出すのは、里の人間の前だけである。つまりアトリではなく、メルが特別なのだ。こいつはそれを分かっていない。

「どうしてですか？　やっぱり親密度の差ですか？　それがチョンマゲなのですか？」

「待て。それは誤解だ。俺の口調は、別に他意があってのことでは──」

　と、そこでアトリがおもむろに椅い子すから立ち上がった。

「見苦しいな、サビトよ」

　ゆっくりと近付いてくると、メルの肩にそっと両手を置く。その顔に邪悪な笑みが浮かんでいた。

「私は同じ女として、メルの気持ちがとてもよく分かる。お前のような甲か斐い性しようなしに、この少女はあまりにもったいない」

「う、うっせえよ！　話に入ってくんじゃねえ！」

　喚わめくサビトを涼やかにあしらい、アトリの腕がメルを背後から抱き締める。

　メルは一瞬だけ驚いた顔をしたものの、とりあえずその抱擁を受け入れていた。

「メルちゃん、こんなダメ亭主とは別れちゃいなさい。貴女あなたならもっと素敵な相手が見付かるわ」

「い、いえ、それは」

「例えば──私なんてどうかしら」

　アトリの手が、柔らかくメルの頰ほおを撫なでる。口調が明らかに変わっていた。

　おそらくこれはシノだ。食堂で見た、あの『きゃら』だ。

「でも、アトリさんは女性ですし……」

「性別なんて些さ細さいな問題よ。むしろ女同士だから分かるツボだってあるの。私なら、メルちゃんに極上の悦よろこびを与えてあげられるわ」

「そ、それはどういう……？」

「前にも言ったでしょ？　クノイチはね、そういう技も心得ているの。よかったら、今晩試してみる？」

　妖あやしげな囁ささやきと共に、アトリが唇を寄せる。耳たぶを甘く嚙かまれ、メルが「あん」と変な声を出した。

「アトリさん、やめ……」

「耳、弱いの？　じゃあ、ここは？」

　アトリの両手が、あれよあれよとメルの体を這はっていく。そして、あろうことか甲かつ冑ちゆうの隙すき間から胸へと滑り込んだ。

　途端に銀髪少女が大きく体を仰のけ反ぞらせる。しかしアトリは構わず、慣れた手付きでたわわな乳房をこれでもかと弄もてあそび続けた。

　ムニムニと様々な形に千変万化するそれは、まさに「つき立ての餅もち」のごとし──

「あっ、や……」

「うん、こっちも感度良好のようね。こんなに大きいと、甲冑が窮屈でしょう？」

　胸をまさぐられ、首筋を舐なめられるたびに、メルがビクンビクン反応する。恥ずかしさに頰を染め、涙目になり、嬌きよう声せいを出すまいと口を押さえている。

「ほら、先端が固くなってきたわ。フフ、可愛かわいい」

「アトリさん……そこ、駄目……」

「駄目？　ホントに？　体はこんなに悦よろこんでるのに？」

「そ、そんな、こと……」

　ろくに反論もできず、メルの全身がまた痙けい攣れんした。なおも続けられる執しつ拗ような乳攻めに、その顔と肢体がみるみる弛し緩かんしていく。

「さあ、正直に言ってごらんなさい。そうしたら、別のトコも触ってあげる」

「…………」

「胸だけなんて切ないでしょう？　満足できないでしょう？」

「…………」

「正直に答えるの。気持ちいい？　よくない？　どっち？」

「……気持ち……いいです」

「ちょっと待てコラ！」

　呼吸も忘れて食くい入るように凝視していたサビトは、そこでようやく我に返った。そして吠ほえた。

　こいつらは一体何をしているんだ。目の前に男が一人いるのに、何を女だけでおっ始ぱじめようとしているんだ！　そもそも何が悲しくて、嫁よめが寝取られるのを特等席で見なくちゃならないのだ！

「アトリ！　メルをそっちの世界に連れてくんじゃねえ！」

「相手に取り入るはシノビの常じよう套とう。中でもクノイチは、通常忍法の一つとして誘惑術を駆使する。知らぬわけではあるまい」

「んな忍法は認めねえ！　ていうかメルに使うな！」

「少し止めるのが遅いのではないか？　彼女はすでに堕おちかけているぞ」

　……気付けば、メルの表情がトロトロになっていた。

　虚うつろに宙を見詰め、半開きの口から涎よだれが垂れそうになっている。アトリの人差し指がそれを優しく拭ぬぐうと、メルはその指先を「ん……」としゃぶった。

「指を舐なめるな指を！　頼むから戻ってこい！」

「でも……アトリさん上手で……」

「どんだけ溜たまってんだお前！」

「フッ、羨うらやましいかサビト。ただ見ているだけとは、乳好きのお前には拷問だろうな」

　アトリが勝ち誇りつつ、これ見よがしにメルの乳房を揉もみしだいてみせる。

「あ、あ、あ……」

「揉むな！　摘つまむな！　転がすな！」

　もはやメルは嫌がるどころか、物足りないとばかりに、閉じた両腿をしきりにモジモジさせていた。『剣聖女エペリーゼ』をここまで骨抜きにするとは……何という匠たくみの技。

「さあメルちゃん、続きはベッドでしましょう。私の部へ屋やにいらっしゃい」

「……はい、お姉様……」

「誰がお姉様だ！　いい加減にしやがれアトリ！　お前の冗談は笑えねえんだよ！」

「お前こそ意地を張らず、素直に『混ぜてくれ』と頼んだらどうだ？」

「混ぜてくれ！」

「断る」

　その後。

　決死の思いでメルを奪還したサビトは、彼女の耳元で延々とお経を唱え、何とか正気に戻すことに成功した。
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　危うくアトリに身も心も委ゆだねかけ、サビトから猛省を促された、その翌日。

　メルたちの待機状態は、六日目になってようやく終わりを迎えた。バルバッカが宿舎を訪れ、軟禁を解除すると告げてきたのだ。

　何でも、ただ一人残ったミョンド配下の背信者が、犯行を自白したのだそうだ。厳しい尋問の結果、背信者は四名だったことが判明。ミョンドらの凶行は、町長と団長の話し合いにより、結局ナトゥアの人々へ開示されることになったという。

「お主らには迷惑をかけた。ナトゥアを代表して深く謝罪する。無論、ミョンドら三人を斬きった行為も不問としよう」

　神妙な面持ちで頭を下げた老将は、どこか覇気を失っているように見えた。

「ミョンドとは最後まで反りが合わなんだが、まさかここまで歪ゆがんだ男だったとは……三年もこんな蛮行を許していたなど、儂わしもそろそろ引退を考えるべきだな」

　バルバッカのやり切れない心中は、察するに余りある。でも、まだ彼に団長の座を退いてもらうわけにはいかない。

　ナトゥアの兵士団をまとめられるのは、現状でバルバッカしかいないのだ。彼が町の守備を担ってくれるからこそ、メルたちも【竜公アポステル】に専念できるのだ。

「頼める義理ではないが……お主らの力、もう少しだけ貸してくれぬか」

　その要請に、メルは直ちに首しゆ肯こうしてみせた。頼まれるまでもない。メルとサビトは、そしてアトリも──そのためにここにいるのだから。

　ゴルニシチを、必ず討つ。そしてナトゥアに真の平和を取り戻す。

　この町に来て、まだ半月……短い期間だが色々なことがあった。今では樹海の村と同じように、ナトゥアにもたくさんの知り合いがいる。それだけ愛着も芽生えている。

　こうやって大切な場所が増えていくことが、人々と繫つながっていくことが、メルはとても嬉うれしかった。

　振るう剣に、それだけ力が宿るような──そんな気がしていた。




　やがて夜になると、メルはアトリを誘って浴場へと赴いた。

　昨日あれほどの痴態を晒さらした手前、彼女と二人きりになるのはかなり気まずかったが、やはり決戦の前にちゃんと話をしておきたかったのだ。もちろん、今回はサビトの許可を得ている。

「ふう、やっぱりお風呂はいいわね。生き返るわ」

　シノの口調で、アトリが上機嫌に髪を搔かき揚あげる。お風呂好きなのは噓うそじゃなかったらしい。

「メルちゃん。戻ったらどうする？　この間の続き、する？」

「けけけ、結構ですっ」

　高速で首を振り、メルはその申し出を固辞した。

　体を重ねる相手は、生涯でサビトだけ……メルはそう心に決めている。あんな不覚はもう二度と、絶対に、多分繰り返したりしない。

　ひっそりと寝静まった大通りを、しばし大した会話もなく並んで歩く。窓々から漏れる燭しよく台だいの灯あかりが、石畳の街路をぼんやりと照らしていた。

　庁舎の職員として、何度も一緒に往復した道……しかしあの時とは、もう状況が違う。メルとアトリの関係性は、大きく変わってしまっている。

「あの、アトリさん」

「なあに？」

「改めて、ご相談があるのですが……」

「もしかして『メイドールズ』のこと？」

「いえ。これからのことです」

　意を決して告げると、たちまちアトリから表情が消えた。

　涼気を含んだ夜風が、往来を吹き抜けた。

「アトリさん。ゴルニシチを倒すため……私たちと手を組んでもらえませんか」

「……君も諦あきらめが悪いな」

　アトリが前を向いたまま、小さく息をつく。墨を流したような束ね髪が、風に柔らかく遊んでいた。

「何度も言うが、私とサビトは次期頭領の座を争うライバル同士だ。そのために竜人レドルグの角を奪い合って──」

「ゴルニシチの角は、貴女あなたに差し上げます」

「な、何？」

　メルの言葉に、アトリが切れ長の目を見開く。驚きよう愕がくと戸惑いが混在した瞳で、彼女は啞あ然ぜんとこちらを瞠どう目もくしていた。

「角を、譲るだと？」

「はい。サビトもそれを了承してくれました。『たかが角の一本、さして惜しむものでもない』と。本心ではないのでしょうけど……」

　それでもサビトは、最後にはこのワガママを聞いてくれた。こんな身勝手なメルの頼みを、「今回だけだぞ」と受け入れてくれた。

　お前のお人ひと好よしは伝染病かもしれないと、そう彼は諦てい観かんしたように愚ぐ痴ちっていた。でもメルは知っている。サビトは出会ったときから……そういう少年だということを。

「アトリさん、どうかお願いします。せめてナトゥアにいる間だけでも」

「……奴やつは変わったな」

　束つかの間まの沈黙を経て、やがてアトリはボソリとそう呟つぶやいた。

「以前はそんなに甘いシノビではなかった。敵に塩を送るような真ま似ねなど、間違ってもしない男だった」

「サビト、変わりましたか」

「ああ。おそらく、君が変えたのだろう。つくづく興味深い少女だ」

　夜空を見上げ、クノイチの少女が微かすかに笑う。

　その横顔がどこか寂しげに見えたのは……気のせいだろうか。

「サビトにも同じことを言われました」

「何？」

「ちょっと見ないうちに、アトリさんは少し変わったって。それはもしかしたら、私のせいかもしれない、って」

「…………」

「でも、私は違うと思います。サビトとアトリさんは、別に変わったわけではなく──お互いが見えなくなっているだけではないでしょうか。あまりに距離が近過ぎて、あまりに親し過ぎて」

「…………」

「たまにサビトが、子供の頃の話を聞かせてくれるんです。『昔、よくアトリと杉の木に登った』『あの頃のあいつは猫好きで、愛あい嬌きようがあった』と……でもそれって、私が知っているアトリさんそのものです。昔話の二人と、今の二人は、どこも変わっていません」

「杉の、木……」

　何な故ぜかアトリが、妙なところを復唱した。いつしか彼女は足を止め、すがるような目でメルを見詰めていた。

「メル。杉の木での会話について──サビトは他に何か言っていたか」

「他にですか？　……そういえば、その時にアトリさんと一つ約束をした、と」

「！」

「でも、内容は教えてくれませんでした。『俺とアトリだけが知っていればいい』って」

「……そうか」

　ややあって、アトリが再び歩き出す。物思いに耽ふけっているのか、その足取りはやけに遅く、覚おぼ束つかないものだった。

「アトリさん、どうかされましたか」

「……ん。ああ、いや」

「その約束、アトリさんも覚えているのですか？」

「生憎あいにくだが、全く記憶にないな。どうせ大した内容ではなかったのだろう」

　……それが噓うそであることは、一目瞭然だった。アトリが白を切ったのは、おそらくメルを気遣ったからだろう。

　いつかのシノとの会話が、脳裏に蘇よみがえる。

『だけど羨うらやましいわ。望んだ人と添い遂げられるなんて』

『シノさんには、そういう人はいないのですか？』

『う～ん……いることはいるのだけど』

　あの時は、その相手をミョンドだと思っていた。でも違う。あの時、彼女が胸に思い浮かべていたのは……きっとサビトだったのだ。

　ならば、二人が揃そろって口を閉ざす「約束」の内容にも──何となく察しがつく。

「アトリさん」

「ん？」

「貴女あなたにとって、やはり私は……邪魔者なのでしょうか」

「何故そう思う」

「だって、私と出会ったりしなければ、サビトはこんな運命を背負うことも……」

「それは奴やつの自じ業ごう自じ得とくだ。シノビたる者、自分の尻しりは自分で拭くものだ」

「お尻、ですか」

「君が気に病むことではない。そもそも私が必要としているのはサビトの子種であって、決して愛情ではない。勘違いされては笑えぬ」

「もう……噓つき」

　シノビというのは、どうしてこう頑固者なのだろうか。

　でも、それも彼女の優しさなのだとメルは思う。

　サビトのことで自分に遠慮する必要はないと、さらにはサビト本人にも罪悪感を持つ必要はないと、アトリはそう言ってくれているのだ。

　ひたむきで、面倒見がよくて、少し不器用な少女……だからこそ、メルはアトリが好きなのだ。そんな彼女だからこそ、友達になりたいと思ったのだ。

「ともあれ、だ。角をくれるというならば、私としても異存はない。共闘の申し出を受けてやろう」

「あ、ありがとうございます。あの、それと……この際ですので、もう一つ」

「何だ」

「以前にお願いしたことなのですが、アトリさんと友達になりたいという──」

「アトリでいい」

「え？」

「『さん』は必要ない」

「…………」

　最初は言葉の意味が分からなかったが、メルは程なくハッとした。

　これはつまり、承諾の返事ではないのか？　友達だから呼び捨てで構わないと、暗に彼女はそう告げているのではないか？

「いいのですか？　本当に……」

「手を組むついでだ。同じ【竜落子ドラグリーズ】の誼よしみでもあるしな」

「あ、ありがとうございますアトリさん！」

「『さん』はいらぬ」

「はいっ。えっと……アト、リ」

　急に呼び方を変えるのは、意外と照れ臭い。

　そんなメルを見て、アトリがやにわにクスリと笑った。

「何なら、『お姉様』でもいいわよ？」

「え……」

「昨日、私のことをそう呼んだでしょ？」

　口調を変えてウィンクしてきたアトリに、メルの顔が一気に熱くなった。

　……そういえば、呼んだ気がする。彼女の忍法（？）にすっかり屈伏し、思わずそう口走った記憶がある。

「あ、あれは忘れて下さい。あの時の私は、どうかしてたのです」

「本当に？　私、メルちゃんは『ホンモノ』だと思うな」

「誤解です！　このメルシオーネ、誓ってそういう趣味はありません！」

「あら、そういう子ほどハマっちゃうものよ？　メルちゃんって結構、流されやすい性格みたいだし」

「見抜かないで下さい！　とにかく、もうお触りは禁止ですから！」

「つれないわね、友達なのに。えい、ツンツン」

「ひゃあ！　ちょっと、やめて下さいお姉さ……アトリ！」

　それから数分後。

　宿舎に帰還した二人は、カップを山のように積み上げて遊んでいたサビトを置いて、アトリの部へ屋やで遅くまで語り合った。





　　　　３






　軟禁が解けた、次の日の夜。

　夕食を終えて自室に戻ったサビトは、浴場へ向かうべく手拭ぬぐいを持ったところで、その予定を中止せざるを得なくなった。

（やれやれ……ようやくかよ）

　どうせなら、ひとっ風呂浴びてからにして欲しかった。が、ボヤいても仕方がない。むしろ夕食を摂とれただけマシと考えよう。

　とにかくこれで──ゴルニシチと決着がつけられる。

　ずいぶん待たせてくれたが、今度こそ必ず死んでもらう。

「サビト」

　と、ドアの外からクノイチの声がした。

　もちろん彼女も気付いていたのだろう。南北より迫ってくる……この大軍の気配に。

　開いてるぞ、と声をかけたものの、何な故ぜかアトリは入ってこなかった。一向にドアが開かないのでこちらから出てやると、やっぱりそこに長身瘦そう軀くの少女がいた。

「お前は殿様かよ。扉くらい自分で開けろっての」

「メルに断りなく、お前の部屋に入るわけにはいかぬだろう」

　不思議な言い分をよこし、アトリが長い前髪を搔かき揚あげる。サビトと同じく、お決まりのシノビ装束。すでに準備は万全のようであった。

「敵はおよそ一万ってところか？　細かい勘定はお前に任せるぜ」

「この数だ、もはや概算でいいだろう。北に三千、南に七千……まだ到来まで一時間ほどの猶予がある」

「らしいな。さて、ゴル公はどっちにいるやら……」

　今のところ、竜の気配は感じない。

　同じ【竜落子ドラグリーズ】とはいえ、メルに比べてサビトたちはその感覚にかなり鈍い。これは何世代もヒノモトに引き籠り続けた弊害なんだろうか。

「じゃあ、とりあえずメルを呼んでくる。お前はロビーで待っとけ」

　そう告げてサビトが廊下を数歩行ったとき。不意にアトリが呼び止めてきた。

「サビト。本当に角はいらぬのか」

「ああ。考えてみりゃ、こっちには回復役がいるからな。反則してる分だけ譲歩しないと不公平だろ」

　そもそも自分は、メルの魔法がなければ【竜公アポステル】セルサーレに殺されていた。謂いわば敗者復活の身なのだ。

　そういう意味では、この「竜狩り勝負」の決着はすでについているのかもしれない。サビトにはもう……試験を続ける資格はないのかもしれない。認めたくないので、突つっ込まれるまでは黙っているつもりだが。

　こちらの心中をよそに、アトリがまだ何か言いたげな顔をしている。しきりに視線を泳がせ、垂れた前髪を落ち着きなくこね回していた。

「サビト。お前……あの約束を覚えていたのだな」

「約束？　ああ、お前が俺を超えるシノビになったら、婿になるってやつだろ？　何だ、お前も覚えてたのかよ」

「……当たり前だ」

　もう十年以上も前の、何気ない会話の中の一言だ。てっきり彼女は忘れていると思っていた。

「なあアトリ、あの約束ってまだ生きてんのか？　知っての通り、俺には嫁よめが出来ちまったけど」

「お前は……どう思っているのだ」

「さあな。ただ、約束を破やぶるのは好きじゃねえ。もしお前が頭領になったら、メルと一緒に婿入りしてやるよ」

「全く、いくつになっても変わらぬ奴やつめ。その適当な性格のせいで、妹分の私がどれだけ迷惑してきたと……」

「うるせえ、少しは成長してらあ。ていうか、どっちみち約束はまだ保留だ。俺はテメェに超えられたなんて思ってねえぞ。サシの勝負で負けるまではな」

「……そうだな。無駄話はもういいだろう。さっさとメルを呼んでこい」

　勝手に会話を切り上げると、クノイチの体が翻ひるがえった。そのまま手すりを飛び越え、階下へと消えていく。

「なるほど、メルの言う通り──昔のままだ」

　その瞬間に呟つぶやいた彼女の顔は、意外にも嬉うれしげに笑っていた。




　亜人たちの襲来は、サビトたちによって迅速にバルバッカへ伝えられた。

　老将は直ちに兵士団を総員集合させ、北南それぞれに部隊を振り分けた。迫る敵軍は、北に三千、南に七千……必然的に南門へ兵数を割くことになる。

「団長よ。この戦局、如い何かにする？」

　バルバッカの元に集まったサビト、メル、アトリは、まず彼の考えを聞くことにした。

　ゴルニシチが出現するまでは、自分たちも亜人の掃討に当たらねばならない。そのためには兵士団との足並みを揃そろえる必要がある。

「北門に百を残し、あとは全すべて南に向かわせる」

　バルバッカは迷うことなく、サビトらにそう告げてきた。ナトゥアの兵士団は六百。つまり大部分の五百名を南に回すということだ。

「サビトにメル、お主らも南門に行ってくれ。左腕の負傷は問題ないな？」

「ああ。だが、いささか北門が心もとないのではないか？」

「北は儂わしが指揮する。ひたすら守備に徹し、侵入を防ぐことだけに専念する。主戦場を南に絞った総力戦……そこに全すべてを賭かけるしかあるまい」

　続いてバルバッカが、黒衣のクノイチを見やった。

「すまぬがアトリには、遊撃手を頼みたい。最初は北門に留とどまってもらい、戦況次第では南の援護を要請するかもしれぬ。やってくれるか？」

　間を置かず、アトリが「いいだろう」と頷うなずく。彼女なら守備だけでなく、隙すきを突ついて攻めに転じることもできるだろう。

「これはお主らなくして不可能な作戦だ。不ふ甲が斐いないのは承知だが、なりふりなど構っておられぬ。どうか──ナトゥアを守ってくれ」

　深々と頭を下げた老将に見送られ、サビトとメルは早々に南門へと走った。

　亜人の到来まで、もう幾ばくも時間がない。辿たどり着つけばすぐ戦闘が始まるだろう。

　敵は死人。数が多いが、対処法はすでに兵士団も知っている。精鋭揃ぞろいのバルバッカ兵ならば、上う手まく対応してくれるに違いない。──だが。

　何な故ぜかサビトは今、この一戦に「嫌な臭い」を感じていた。

　漠然とした、根拠のない予感だった。が、こういうシノビの勘は往々にして当たる。

（どうにも胸騒ぎがしやがる。取り越し苦労ならいいんだが……）

　そう願ったものの。

　結局その予感は、見事に的中することになった。




　サビトとメルが駆けつけたときには、亜人軍はまだ遠い草原の彼方かなたにいた。

　しかし南門では──すでに戦闘が始まっていた。

「な……」

　一部の兵士が剣を振り回し、仲間の兵士へと襲いかかっている。その少人数による突然の反乱が、騒動の原因であった。（この期に及んで仲間割れか？　それとも、まだ背信者が残って……）

　そんな思考が頭をよぎった瞬間、サビトの目が意外な人物を捉とらえた。

　……味方を襲っている者たちの一人に、赤髪の青年がいたのだ。

　全身が土にまみれ、髪が抜け落ち、各所が腐乱したその姿。パックリと裂けた喉のどを晒さらして剣を振るっているのは、まぎれもなく副長・ミョンドだった。

「サ、サビト！　あれは……ミョンドさんです！」

　顔面蒼そう白はくで叫んだメルに、サビトも渋面で頷いた。

「ゴル公の手駒ごまにされたか。先手を打たれたな」

　埋葬されていたミョンドら三人、そして比較的新しい死体たちが、ゴルニシチの魔法によって蘇よみがえったのだろう。まさかこんな形でまだミョンドらを利用するとは……つくづく食くえない【竜公アポステル】だ。

「ひい！　やめて下さい副長！　俺です、ディノスです！」

　腰を抜かして座り込んだ兵士に、ミョンドがフラフラと近付き、剣を振り上げる。

　動く者はいなかった。三年という安穏が仇あだとなったか、誰もが巻き添えとなる危険に怯ひるんでいるようだった。

「ふ、副長……どうか……」

　彼の必死の呼びかけも虚むなしく、その頭上へ凶きよう刃じんが落とされようとした刹せつ那な。

　凄すさまじい速度で割り入ったメルの一いつ閃せんが、ミョンドの首を刎はね飛ばした。

「！」

　周囲が事態を把握するより早く、少女の剣はさらに疾走する。ヒュルリと闇やみに翻ひるがえった超速の鋼牙が、群がってきた死体たちを次々と、容赦なく斬首していく。

　……やがて全すべての死体が地に伏すと、少女もまた動きを止めた。

　サビトですら思わず見とれてしまう、鮮やかなまでの速攻だった。

「メ、メル……ちゃん？」

　九死に一生を得た兵士が、へたり込んだままメルを見上げる。辺りの兵士たちも言葉をなくし、一様にポカンと呆ほうけていた。

　そんな彼らに向けて、銀髪少女は叱しつ咤たするように檄げきを飛ばす。

「しっかりして下さい！　間もなく亜人の軍がやってきます！」

　鈴の音のごとき玲れい瓏ろうな、しかし力強い声が、南門一帯に響き渡る。

「速やかに陣形を整え直して下さい！　ナトゥアの存亡は、貴方あなたたちの双そう肩けんに懸かっているのです！　生いけ贄にえを差し出しすことで得られてきた偽りの安あん寧ねいではなく、今こそ真の解放を目指すときです！」

　水を打ったように静まり返る兵士団へ、メルは剣を高く掲げ、なおも言い放つ。

「前線は私たちが引き受けます！　皆さんは門から入る敵を、力を合わせて倒して下さい！　決して一人でかからず、部隊長の指示を聞き逃さないよう！」

　すると間もなく、凝固していた空気に変化が生まれた。

「よ、よし、やるぞ！」

「町を守るんだ！」

「ミョンド隊もバルバッカ隊も関係ない！　俺らはナトゥアの兵士だ！」

「チクショウ！　やってやる！」

　鬨ときの声こえはたちどころに伝でん播ぱし、熱の奔流となって兵士たちを奮起させていく。メルに呼応するように、数百の剣が高々と突つき上げられる。

　完全に気勢を取り戻した兵士たちは、たちまち持ち場へと一斉に動き出した。

　そんな彼らを見渡しつつ、サビトもまたメルに歩み寄る。

「なかなか上う手まくノせるではないか。さすがは『剣聖女エペリーゼ』だな」

「きょ、恐縮です。ジュガロさんの見よう見真ま似ねだったのですが……少しは見直してくれましたか？」

「惚ほれ直した、と言っておこう」

　そう返してやると、メルが「もう」と恥ずかしそうに下を向いた。清純なのか変態なのか、よく分からない奴やつだ。

「さて。せっかく士気を上げてくれて悪いが……亜人どもは俺に任せてもらおう」

「え？　待って下さい、前線には私も」

「お前は少し控えていろ。手っ取り早く白はく狼ろうになる」

　サビトの宣言に、メルが目を丸くした。

「で、でも、今ここで切り札を使ったら、ゴルニシチとの戦いが……」

「今回の主役はアトリだ。【竜公アポステル】の首は、奴に獲とってもらう。今度は俺が囮おとり役に回ってやろう」

　ここで《霊りよう仙せん》を出すのは、確かに性急かもしれない。

　が、サビトは一刻も早く、今夜の戦いの趨すう勢せいを決めたかった。主しゅ戦場たる南門を一気に制し、未いまだ胸にわだかまる「不吉な予感」を払ふつ拭しよくしたかった。

「──《霊りよう仙せん・真マ神カミ》」

　左手の人差し指をピンと立て、それを握った右手の人差し指をさらにピンと立て、霊獣の名を囁ささやく。

　直後、体の感覚がゆっくりと変化する。

　内より『仙力』が溢あふれ出だし、精神が獣性に塗り潰つぶされていく。

　降ろす「怪物ケモノ」が強力なほど、その制御は困難となる。下へ手たをすれば意識を吞のみ込こまれ、二度と自我を取り戻せなくなってしまう。

　だからこそ、《霊りよう仙せん》は秘伝の奥義なのだ。

　そして、それを使いこなせるからこそ──サビトは上忍なのだ。

「何度見ても、不思議な術です」

　白狼になったサビトを、メルがしげしげと観察してくる。他の兵士たちは迫る敵軍に集中し、サビトの変へん化げには気付いていなかった。

「あの、撫なでてもいいですか？」

　メルがおずおずと手を伸ばしてきたので、すかさずガブリと咬かんでやった。

　毛並みが乱れるのは好きじゃない。狼おおかみは、気高いのだ。




　サビトたちが南門で亜人を迎え撃とうとしていた頃。

　一方の北門では、早くも戦闘が開始されていた。

　固く閉ざされた鉄門に殺到する死体の群れへと、防壁上から兵士たちが矢の雨を降らせる。しかし、あくまでそれは牽けん制せいでしかない。首を落とさない限り、敵は動き続ける……それは皆も承知のことだ。

　そんな彼らをよそに、アトリは単身で外へと出撃し、亜人たちを斬きり続けていた。

　門付近にいる敵、中でも腕力のある豚人オークを優先的に排除していく。北門は先日の攻撃によって損壊し、突貫で補修を終えたばかりだ。長く持ちこたえられるものではない。

（これで百体……豚はあらかた始末したか）

　巧みに立ち回り、門前に死体の『ばりけーど』を築いたところで、アトリはひとまず退避することにした。

　防壁を蹴けって飛ひ翔しようし、そのまま内側へと飛び降りる。兵士たちの頼もしげな視線を黙殺し、乱れた髪を束ね直す。

（体調は十全。懸け念ねんしていた飛行型の亜人もいない。この分なら防衛は容易たやすいな）

　呼吸が整ったところで、再び門外へ打って出ようとしたとき。

「待つがいい、アトリ」

　ふと白髪しらがの老将が、巨体を揺すって近付いてきた。

　珍しく相好を崩し、剣を肩に担かついでこちらの前に立つ。今までどこにいたのだろうか。

「見事な活躍だな。全く、シノビとは大したものよ」

「まだ百ほどを斬っただけだ。気を抜くには早いぞ」

　淡々と応じ、アトリは踵きびすを返した。雑談をしている暇などない。

　……できることなら、すぐにでも南へ駆けつけたかった。サビトは心配ないだろうが、あの銀髪少女が無理をしないかが少し気にかかる。

　今やメルのことについて、貸し借りで動くつもりはない。彼女を守ってやりたいと思うのは、まぎれもなくアトリ自身の意思だった。

　我ながら呆あきれた感情だ。が、きっとそれが──友達というものなのだろう。

（本当に、つくづく調子を狂わせてくれるな）

　そんな自分に苦笑しながら、数歩ほど進んだ矢先。

「あまり気張ることはない。少し休め」

　すぐ背後でバルバッカの声が聞こえて。

　アトリの胸から剣が突つき出した。

「が……！」

　何が起こったのか理解できなかった。しかし即座に悟った。

　体を、剣で貫かれたのだ。後ろから。バルバッカに。

「油断したな、シノビよ」

　ゴボリと血を吐いて崩れ落ちたアトリの耳に、老将の声が聞こえる。

「心配するな。残る二人もすぐに送り届けてやる」

「おま、え……」

　反撃は不可能だった。顔を上げることさえできなかった。肺臓が破壊され、呼吸もままならない。椎骨が砕かれ、手足が痺しびれる──完全な致命傷だった。

「ゆっくり眠りな。お前の死体は、俺が引き取ってやるよ」

　薄れいく意識の中。老将の声音が豹ひよう変へんしていることに気付く。

（サビ、ト）

　しかし、もうアトリは反応することはできなかった。

（サビト……）

　ただ自身の血ち溜だまりの中で、愛いとしき少年の名を繰り返すことしかできなかった。
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「メル！　北門に行くぞ！」

　間もなく外から戻ってくると、人間の姿に戻るなりサビトがそう言ってきた。

　意味が分からず目をしばたたかせるメルを置いて、そのまま彼は歩き出してしまう。

「えっ？　あの、ちょっと待って下さいサビトっ」

　亜人が到来して、まだ十分足らず。敵勢はすでに、その大半が姿を消していた。

　当然それは、白はく狼ろう化したサビトの活躍によるものだ。多様な特異忍法の暴威は、あっという間に死体たちを駆逐し、南門の勝負をほぼ決定付けてしまったのだ。

　風の刃で敵を細切れにし、炎のブレスで焼き払い、落雷の豪雨で爆散させる……もはや斬首という方法すら無視した、それは凄せい絶ぜつな地獄絵図だった。

　あと少しで、南の亜人は壊かい滅めつする。なのに、何な故ぜこの状況で？

「北に行くって……どういうことですか？」

「今こ宵よいの主しゅ戦場は、南ではない。あちらだ」

　足を止めずサビトが答える。その顔が苦々しく歪ゆがんでいた。

「サビト、ちゃんと説明をして下さいっ。どうして北なのですか？」

「胸騒ぎの正体が分かった。白狼になって頭が冴さえたお陰でな」

「胸騒ぎ？」

「ああ。おそらく団長は──ゴル公と繫つながっている」

　唐突なその発言に、メルは思わず返答に窮した。

　バルバッカが、ゴルニシチと？　彼は何を言っているのだ？

「先ほどの軍議において、団長は俺に言った。『お主らも南門に行ってくれ。左腕の負傷は問題ないな？』と」

「は、はい。確かに言いました」

「左腕が落ちたことを、俺は誰にも話していない」

「…………」

「お前に治してもらうため町へ戻ったときも、兵士らは侵入した亜人たちに混乱し、俺に気付く者などいなかった。つまり、この負傷を知っている者は四人。俺自身と、メルと、アトリと──ゴルニシチだけだ」

　そこまで話されれば、さすがにメルにも理解できた。

　三人はずっと宿舎に軟禁状態だった。他言する機会などなかったし、もちろん浴場でもサビトの左腕の話はしていない。

　ならばバルバッカは……何な故ぜ知っていたのか。

「私たちの思いつかない経緯で、負傷を知ったということは……」

「限りなく低い可能性だな。いずれにせよ、真偽を明らかにする必要がある」

「……分かりました。確かに、懐疑を持ったまま戦うべきではありません。アトリさんの身にも関かかわることですから」

「よし、行くぞ」

　驚異的なスピードで疾駆するサビトを追って、メルも遅れじと街路を駆けた。




　数分後。

　メルに大きく差をつけて辿たどり着ついた北門は、予想に反して静かだった。

　おびただしい亜人の気配が門外に蠢うごめいているものの、押し入ってこようとする様子はない。兵士たちも戦いの手を止め、遠巻きに二人の人物を呆ぼう然ぜんと見詰めている。

　それは、門より程近い広場に、堂々と立ち尽くす老将。

　そして、その足下に倒れているクノイチだった。

（遅かった、か）

　二人にゆっくりと近付きながら、サビトは唇を強く嚙かみ締しめた。

　アトリは微動だにしない。傷から見て、おそらく背後から不意を突つかれたのだろう。

　サビトの予感が──最悪の形で現実となってしまった。

「ほう、早ぇな。もう気付いたのかよ」

　こちらを振り向いたバルバッカが、ニヤリと口端を歪ゆがめる。その口調はもはや、全く別人のものであった。

「貴様……ゴルニシチか」

「おう。しばらくだな小僧」

　サビトの問いに答えると同時に、バルバッカの外見がズルズルと溶け崩れていく。続いて巨大な体たい軀くがさらに肥大し、甲かつ冑ちゆうが引き裂かれていく。

　数秒後、同じ場所に立っていたのは。

　長い顎あご鬚ひげをした、禿とく頭とうの、忘れもしない「あの男」だった。

「改めて自己紹介するぜ。俺は序列九位──屍かばねのゴルニシチだ」

　ちょうどそこへ、ようやくメルも駆けつけてきた。サビトの横で足を止めた彼女は、地に伏したアトリを見てたちまち息を吞のんだ。

「ア、アトリさん……！」

　愕がく然ぜんとするメルを捨て置き、サビトは一歩踏み出す。

「貴様はまだ、魔法能力を隠していたということか」

「ああ。俺の力は、腐ふ蝕しよくや死体統御だけじゃねえ。『食くった奴やつに化ける』って能力もあってな。本物のバルバッカは、もう食っちまったよ。お前らと初めて遊んだ日にな」

「……あの時か」

　あの夜、バルバッカは北門をサビトに託し、南門へと向かった。そして、ゴルニシチはペルダに騎乗し、南方より飛来した。

　きっとあの時、もうバルバッカは密ひそかに殺されていたのだろう。そしてサビトたちとの戦闘後、ゴルニシチは彼に化け、今日きようまで傷が癒いえるのを待っていたのだろう。

「俺はその気になりゃ、いつでも町になんざ忍び込める。気付いてねえだろうが、この一週間で兵士が十人消えてるぜ？　ここによ」

　自身の胃の辺りを示して笑ったゴルニシチに、メルが奥歯をギリリと鳴らす。

「町に【竜公アポステル】がいるのに、竜の気配を感じないなんて……」

「ガハハハハ！　おい巨乳の小娘、どうやらテメェも【竜落子ドラグリーズ】みたいだな。気配を消すくらいのこと、序列上位の【竜公アポステル】なら屁へでもねえぞ？」

　そこでゴルニシチが、いきなりクルリと背を向けた。そのまま大股で門へと歩き出しつつ、こちらへ声を投げよこしてくる。

「そんなことより、やろうやシノビ。特別に町の外で相手してやるよ」

　取り囲んでいた兵士団が、気け圧おされたように左右に割れて道を空ける。

　剣を向けようとする者は一人もいなかった。

　初めて目まの当あたりにした【竜公アポステル】に、バルバッカが死んでいたという事実に、彼らは声を出すことすらできずにいた。

「お前が負ければ、そこでナトゥアは終わりだ。分かりやすくていいだろう？　シノビと竜人レドルグはどちらが強えのか……白黒つけようじゃねえか」

　最後にそう言い残し、ゴルニシチは門を蹴けり飛ばして外へと消えていった。




「アトリさん！」

　ゴルニシチが去ると、メルはすぐさまアトリに駆け寄った。

　幸い、彼女にはまだ息があった。だが、喜ぶことなどできなかった。

　出血量が尋常じゃない。ほとんど脈拍がなく、呼びかけにも反応しない。抱き起こしてはみたものの、施せる手当てなど皆無だった。

「こんな……」

　こんなことってない。せっかく友達になれたのに。願いが通じたのに。

　彼女と話したいことは、まだたくさんあるのだ。メルとアトリは、始まったばかりなのだ。『メイドールズ』の稽けい古こだってある。女らしさだって学びたい。サビトとも仲直りをしてもらいたい。

　そうやって少しずつ距離を縮めて、いつかちゃんと呼びたいのだ。「アトリ」、と。

　だってメルは知っている。彼女が本当は優しい少女だと。ちょっと不器用な、冗談が好きな、故郷思いな、頑張り屋の女の子だということを──

「死なないで……」

　涙でボヤける視界の中で、ふとアトリの瞼まぶたが弱々しく開いた。

　もはや焦点を失ったその瞳で、彼女は必死に誰かを探していた。

「サ、ビト……」

　名前を呼ばれた少年は、しかしアトリを見ていなかった。メルの傍かたわらに立ったまま、ただ真まっ直すぐに前方を睨にらんでいた。

　それでもアトリは、消え入りそうな片息で懸命に続ける。

「頭領は……譲ってやる……」

「…………」

「だから、お前が、奴やつを討て……」

　彼女の切れ長の目から、一筋の涙がこぼれ落ちた。

　悔しいのだろう。無念なのだろう。

　サビトとの決着をつけられないことが。杉の木での約束を反ほ故ごにすることが。

　昔のような関係に、戻れないまま逝くことが。

「討って……お兄、ちゃ……」

「シノビが甘いこと言ってんじゃねえ。テメェのケツはテメェで拭け」

　そんな少女の懇願を、サビトは辛しん辣らつに切り捨てる。












　メルに短く「そいつを頼む」とだけ言うと、幼おさな馴な染じみを看み取とることもなく、シノビの少年は歩き出した。

　ゴルニシチが待つ、門の外へと。かつてない殺気をまといながら。
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　サビトが門を出ると、遠い前方でゴルニシチが仁王立ちしていた。

　亜人たちも町から距離を置き、大きく広がって周囲を円形に取り巻いている。

　その意思なき観衆を尻しり目に、サビトは【竜公アポステル】へと近付いていった。

　……以前に食くらわせてやった雷撃による負傷は、もはや当てにならないだろう。今日きようは雨も期待できず、《霊りよう仙せん》もすでに使ってしまった。しかも相手は、まだ竜体を見せていない……不利な条件は挙げればきりがなかった。

　が、必ず殺す。

　角などに用はない。ただ殺すために──こいつを殺す。

「別れは済んだか？　シノビ」

　首をゴキゴキと鳴らし、ゴルニシチが鷹おう揚ように問うてくる。

　その質問を無視して、逆にサビトは問い返した。

「バルバッカ団長の最さい期ごは、いかなるものだった」

「ジジイの最期？　俺を見るなり問答無用で斬きりかかってきたぜ。背信者になるよう持ちかけたら、さらに怒り狂いやがってよ。年寄りは頑固でいけねえ」

「……そうか」

　やはりあの老将は、サビトが思った通りの人物だった。「ナトゥアを守ってくれ」──それはゴルニシチの戯ざれ言ごとだったが、もし彼が生きていたなら、きっと同じセリフを言っていたはず。

　ゴルニシチを討つ理由が、もう一つ増えた。

「【竜公アポステル】よ。貴様は何な故ぜ、背信者などという回りくどい真ま似ねをする」

「別に大した意味はねえよ。強いて言えば、遊びだ」

　また遊びか。セルサーレといい、ゴルニシチといい、竜人族レドルグというのはこんな奴やつばかりなのだろうか。

「俺もかつては、力押しで人間の国を滅ぼしてきたもんだ。が、つまらねえの何の……退屈ってのは、竜人族レドルグにとって唯一無二の大敵だ」

　その時、ゴルニシチの体に異変が生じた。

　月下の薄闇やみで、その巨きよ軀くがみるみる膨張していく。次第に人の形が失われ、体がズルズルと後方の草原に長く伸びていく。これが奴の正体か。

「そんな遊びにも飽きていたところで、タイミングよくお前らが現れた。竜の王の子孫である【竜落子ドラグリーズ】ども……俺はな、お前らと戦いたかったんだよ」

　……間もなく竜体へと変へん貌ぼうを遂げたゴルニシチの姿は、セルサーレやペルダのそれとは大きく異なっていた。

（何だ、これは？）

　あえて例えるなら、「ミミズ」だろうか。

　手足のない、全長三十メートルほどのノッペリとした円筒形。鱗うろこも体毛もなく、代わりに首回りから無数の触手がウジャウジャと生えている。頭部の中央には、歪いびつに屹きつ立りつした巨大な一本角。その真下に、横一文字に裂けた大口……とても竜には見えなかった。

「小僧、テメェに分かるか？　でかい力を持ちながら、存分に振るえねえ歯は痒がゆさが」

　重低音の唸うなりが、隧ずい道どうのごとき大口から漏れ出る。竜になってもお喋しやべりな男だ。

「竜体になって全力で相手できる野郎を、どれだけ待ちわびたか……頼むから、あっさり死ぬんじゃねえぞ！」

　直後、ゴルニシチの触手群がサビトに飛んできた。

　四方八方より襲いくる大蛇のような魔手を、足捌さばきと体捌きで避け続ける。眼前に迫った一本を両断したところ、その切り口から新たに二本の触手が生えてきた。

（チッ、面倒臭え……！）

　切り落とすのは得策じゃない。触手の数を増やすのは自滅行為だ。

　かといって、《火か仙せん》などの特異忍法を使うわけにもいかない。白はく狼ろうになったことで、サビトの『仙力』はスッカラカンに近い状態なのだ。

　出せるとすれば、一回の特異忍法が限度……機会を見誤るわけにはいかなかった。

「オラオラどうした！　あまり退屈させると、亜人を町に向かわせっぞ！」

　群がる触手の攻勢は、どんどん速く、執しつ拗ようになっていく。

　このままでは捌き切れない。本体に近付くこともできない。さりとて逃げ回るだけでは体力を消耗する一方……じり貧というやつだ。

「サビト！」

　と、そこへ叫びが聞こえた。

　いつの間にやら駆けつけてきたメルが、サビトの前に躍り出る。ヒュルリと閃ひらめいた白はく刃じんが、数本の触手をまとめて切り落とす。

（ば、馬鹿！）

　たちどころに再生して倍の数になった触手に、案の定メルが「あっ」と仰天した。危うく絡からめ取られそうになったその瘦そう軀くを、慌てて抱きかかえ跳躍する。

　触手が届かない場所に着地すると、サビトは銀髪少女を下ろしつつ溜ため息いきをついた。

「助けにきて助けられる奴やつがあるか」

「す、すみません。まさか触手が増えるなんて……」

　痛恨の表情を浮かべ、メルが改めて【竜公アポステル】を見る。

「あれは……蛇竜型ですね」

「何だそれは」

「竜体には、いくつかのタイプがあるのです。セルサーレのようなオーソドックスな真竜型、ペルダのような飛竜型、それから蛇竜型に多頭竜型……」

「けったいな奴やつらめ」

　軽く舌を打ったサビトに、いきなりメルが「それよりサビト」と顔を寄せてきた。

　続き耳元でボソボソと囁ささやかれたその言葉に、サビトは大きく目を見開き、至近距離からメルを刮かつ目もくした。

「どうでしょうか。ゴルニシチを倒すには、この作戦が一番かと」

「う、む……」

「お願いします、サビト」

　澄んだ緑眼で真しん摯しに見詰められ、結局サビトは不承不承ながら彼女の提言に頷うなずいた。

　あまり乗り気ではないが、他の対策を考えている暇はない。いや、もともとはメルの案こそが、今夜サビトが思い描いていた戦いの展望なのだ。

「お前ら、チョロチョロ逃げてんじゃねえ！」

　ゴルニシチが苛いら立だちの咆ほう哮こうを上げた。

　同時に触手たちが周囲へと伸び、取り巻いている亜人らを絡からめ取る。

　まさか、と危き惧ぐした直後──サビトたちに向けて、亜人の弾丸が次々と飛んできた。

「！」

　咄とつ嗟さにサビトは、再度メルを抱き上げて跳ねた。直前まで二人がいた地面に亜人たちが激突し、グシャグシャと嫌な音を立てて潰つぶれていく。

（クソ！　無む茶ちや苦く茶ちやだぞあの野郎！）

　降り注ぐ数十の亜人を縫って、ひたすら逃げ回る。抱えた少女が予想外に重かったが、放ほうり出すわけにいかなかった。

　最後の一匹を避け切れないと判断し、刀で力任せに叩たたき落おとす。そこでようやく亜人の驟しゆう雨うがやんだので、サビトはメルを地面に下ろした。

「サ、サビト、ありがとうございます」

「今ので腕が折れた」

「えっ？」

　驚くメルに構わず、強引にその唇を奪う。時間がないので三秒ほどで顔を離したが、幸いにも骨折は治っていた。つくづく便利な回復役だ。

「な、何でいつも突然なんですか！　一言くらい断って──」

　メルが真まっ赤かになって抗議を上げかけた瞬間。

　地中から触手が飛び出てきた。

「なっ！」

　反応する間もなく、二人の全身が拘束される。不覚だった。まさか亜人たちを飛ばしてきたのは……このための囮おとりか！

「とんだ期待外れだぜ、シノビよ」

　鈍重に地を這はい、ゴルニシチが地鳴りと共ににじり寄ってくる。

　その間にも触手はどんどん絡からみつき、サビトたちの自由を奪っていった。

「王の子孫とはいえ、所しよ詮せんはこんなモンかよ。どうやらテメェらも、全力を出すには及ばねえ敵か……ガッカリだぜ」

「ほざけミミズ。貴様はすでに、語るに落ちている」

　身動きのできない状態のまま、それでもサビトはきっぱりと断言した。

　こうなれば、少しでも時間を稼かせぐまで。メルの作戦に賭かけるまで。

　お喋しやべりな【竜公アポステル】には、しばし会話に付き合ってもらおう。

「全力を出したいと言うが、貴様は自分の土俵でしか戦えぬ腑ふ抜ぬけだ」

「ああ？　負け惜しみを言うんじゃねえぞ小僧」

「負け惜しみではない。そもそも団長に化けたことが、それを如によ実じつに物語っている。貴様は結局……二人のシノビを同時に相手するのは、分が悪いと思ったのだろう？」

　宿舎でメルが言ったその憶測は、おそらく当たっている。

　言葉とは裏腹に、ゴルニシチは恐れたのだ。シノビの──アトリの忍法を。

「【竜公アポステル】よ。アトリの《霊りよう仙せん》を見たときの顔、はっきりと覚えているぞ。貴様は何としても、アトリを不意討ちで始末したかったのだ。空を飛ぶ鴉からすは──ミミズの貴様にはさぞ難儀な相手だろうからな」

　ゴルニシチの竜体には、翼がない。当然ながら彼は飛べないのだ。その図ずう体たいからして、素早く動けないことも明白である。

　すなわち高速で飛ひ翔しようするアトリの《霊りよう仙せん》は、ゴルニシチにとって大敵そのもの……だからこそ【竜公アポステル】は、彼女とまともに戦うことを避けたのだ。

「貴様の誇る力とはその程度のものだ。そして待っていろ。間もなくお前は──最悪の相手と再びまみえることになる」

「フン、口が達者じゃねえか。最悪の相手だ？　そんなのがどこに──」

「ここにいる」

　その時。ゴルニシチの声を遮さえぎり、夜空に影が舞った。

　翻ひるがえった刃が、サビトとメルを捕らえていた全すべての触手を切り落とす。たちまち再生するかと思われた触手は、しかし復活することはなかった。

　切断面が霜に覆われ、凍結されている。手足に冷気をまとう《水仙・凍蝕》……その応用なんだろう。

「待たせたな【竜公アポステル】」

　音もなく着地した影が、颯さつ爽そうとゴルニシチに対たい峙じし、刀の切っ先を突つきつける。

　露出の高いシノビ装束。束ねた長い黒髪。それらと対照的な白麗の美び貌ぼう。そして、鳥類のごとき鋭利で無機質な双そう眸ぼう。

　思ったより早い到着だ。そういえばこいつは、昔から早起きだった。

「今夜の主役は、この私──『呼子のアトリ』だ」

　メルの「作戦」の切り札たるクノイチは、珍しく大おお見み得えを切るように言い放った。
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　先ほど。門外へと出ていくサビトを見送ったあと。

「……アトリさん。いえ、アトリ」

　その場に取り残されたメルは、胸に抱いたアトリに向けて、粛然と告げた。

「今から私は──貴女あなたに『結魂メナージの儀』を試みます。治癒魔法を使うために」

　正直なところ、成功するかは分からない。二人目の伴侶。しかも女性……誓約が成立するかは賭かけだった。

　そして仮に成功したとしても、アトリには人生を左右する「呪のろい」がかかる。サビトと同じく、メルと運命共同体になってしまう。もちろん伴侶が増えれば、それだけメルたちのリスクも大きくなる。

　でも。やっぱりメルは、このままアトリを死なせたくなかった。

　サビトの幼おさな馴な染じみを。メルの恋こい敵がたきを。同じ【竜落子ドラグリーズ】の仲間を。大切な友達を。

「アトリ。貴女の命を──私に頂けますか」

　すると、アトリが微かすかに笑ったような気がした。それを承諾の合図と受け止め。

「……《結魂メナージの儀を、ここに執り行う》」

　メルは、彼女に唇を重ねた。

　……長いキスを経へて、アトリの呼吸が規則正しくなっていく。出血が止まり、唇に体温が戻っていく。

　ああ。これで自分は、また一つ業を背負ってしまった。

　他人の人生をまた一つ、狂わせてしまった。

　そっとアトリを地面に横たえ、メルが立ち上がろうとしたとき。不意に彼女が手を握ってきた。

「アトリ……？」

「すぐに、参ります……我が主しゅ君……」

「しゅ、主君？」

「それまで、しばしサビトに囮おとり役を……貴女は決して、ご無理をせず……」

「はい。待っていますね、アトリ──」




　その後、メルはサビトに合流し、ゴルニシチと相対した。

　一部始終を伝えると、思った通りサビトは驚いていた。でも、きっと彼は……メルがそうすることを分かっていたのだと思う。「そいつを頼む」──あの一言には、そんな真意が含まれていたのだと思う。だからこそ彼は、アトリを看み取とらなかったのだ。

　そして今、アトリは死の淵ふちから帰ってきた。

　メルの、そしてサビトの伴侶として。

「テ、テメェ、どうして生きてやがる！」

　明らかな動揺を見せたゴルニシチに、アトリがフンと鼻で冷笑する。

「滑こつ稽けいだな【竜公アポステル】。死人が蘇よみがえったことに、お前が驚いてどうする」

「あの深手で助かるわけがねえ……まさか、治癒魔法か？　それで小僧の左腕も──」

　その言葉を「答える必要はない」と切り捨て、アトリが人差し指をピンと立てた。

　サビトと同じ、例の構え……《霊りよう仙せん》を発動する印だ。

「サビト。お前の言う通り、自分の尻しりは自分で拭くとしよう。この『呼子のアトリ』の真髄、指をくわえて見ているがいい」

「ぐっ、死に損ないが……」

　メルの横で、サビトがそんな悪態をついた直後。

「《霊りよう仙せん・八ヤ咫タ》」

　アトリの全身が光に包まれ、変形を始めた。

　次ついで強烈な突風がつむじを巻き、彼女の体を天高く攫さらう。

　思わず目で追ったその先に──多様な文字が刻まれた、巨大な白翼が見えた。

　すでに話には聞いている。あの白い鴉からすこそが、アトリ最大の奥義。サビトが狼おおかみに変わるように、彼女は鴉に変わるのだ。

「ゴアアアアアア！」

　前身を伸び上がらせ、ゴルニシチが口から濃紫の光球を飛ばす。

　禍まが々まがしい瘴しよう気きを帯びたその腐食の魔塊は、しかし白鴉を捉とらえるにはあまりに遅過ぎた。

　連続して上空へと乱れ打たれる光球を、白鴉は凄すさまじいスピードで搔かい潜くぐっていく。その様は鴉と言うより、燕つばめに似ていた。

　腐食の散弾がさらに数を増し、逆行する流星のように夜空へ打ち出される。

　とうとう標的を捉えたかと思われた光球たちは、しかし雷撃に射抜かれ、旋風に吹き飛ばされ、炎に焼き払われた。

　そのたびに、白鴉の全身が各所で紋様を輝かせる──複数の属性の同時発動だ。

「くっ、この女……！」

　業を煮やしたゴルニシチが、ひときわ大きく口を開ける。その刹せつ那な。

　同じく白鴉が口を開き、巨大な氷柱つららを放射した。

　一直線に迫ったその氷槍が、【竜公アポステル】の無防備な口こう腔こうへ飛び込む。穂先が喉のどを突つき破やぶり、ゴルニシチを地面に縫いつける。氷柱は腐食を受けつけず、逆に竜体をパキパキと霜で浸食していった。

　セルサーレが得意とした氷の魔法……それに勝るとも劣らない氷の忍法だった。

「す、凄すごい。こうも【竜公アポステル】を一方的に……」

「相性の問題だ。相手がセル公ならば、《水仙》など何の役にも立たぬ。つまりセルサーレはゴルニシチより強く、それを倒した俺はさらに強く……」












　隣でサビトが何かを言っていたが、メルの頭には入ってこなかった。

　ただ華麗に空を舞い、ゴルニシチへと急降下する神速の巨鳥を──呼吸も忘れて魅み入いられたように見詰めていた。

　氷柱つららを引き抜こうと、ゴルニシチがもがく。その剝むき出だしの喉のどに向けて。

　猛然と飛来した白鴉が、刃と化した翼を閃ひらめかせた。

　横一文字に切り裂かれた【竜公アポステル】の喉から、どす黒い鮮血がスコールのように噴き出す。あたかも巨大な口の下に、もう一つ口ができたようだった。

　ゴルニシチの極太の巨きよ軀くが、一度だけ激しく波を打ち、ズズンと草原に沈む。

　それを見届けることなく地面に舞い降りたアトリは、すでに人間の姿に戻っていた。

「あの世で同胞に伝えておけ──『シノビは竜より強かった』と」

　そうアトリが呟つぶやいたのち。

　ゴルニシチの骸が、盛大な喉笛を鳴らし出した。




　瞬またたく間にゴルニシチを葬ほうむると、アトリが身を返した。

　そのままメルの前まで来るなり、恭うやうやしく片膝ひざを折り、頭を深く垂れてくる。

「メル様。拙き命を拾ってくれたこと、心より感謝致します」

「……後悔していませんか、アトリ」

　臣下の礼を取ったまま「はい」と頷うなずいた伴侶に、メルもまた膝を折ってその手を握る。

「身勝手な物言いですが、嬉うれしいです。こうしてアトリとまた……話せていることが」

「もったいなきお言葉。これよりアトリは、貴女あなたを生涯の主しゅ君とし、この身をかけてお守りすることを誓います」

「主君ではありませんよ。私たちは伴侶です。家族なんです」

　手を取り合う二人を複雑そうに見下ろしながら、サビトが頭をポリポリと搔かく。

「俺とアトリの関係は……どういうことになるんだ？」

「お前は用済みだ。どこへなりと消えろ」

「ふざけんな！」

　さらりと言ったアトリに、たちまちサビトが嚙かみついた。少しは雪解けしてくれるかと期待したが、結局二人はいつもの二人だった。

「メル様は今日きようより、私と共に生きる。無論、夜の相手も私が務める」

「んな勝手は認めねえ！　こいつは俺のだ！」

「黙れ童貞。お前ではメル様を満足させることはできぬ」

「童貞で悪ぃか！　童貞のまま二十歳はたちを超えりゃ凄すげぇ忍法が使えるって、ヤスケのオッチャンが……」

　次第にくだらない口論へと発展しかけた、その時。一つの異変が起こった。

　ゴルニシチの死体が、ノソリと動いたのだ。

「！」

　メルたち三人の視線が、同時にそちらへ向く。その先で──【竜公アポステル】が喉のど笛を鳴らしながら、ゆっくりと頭部をもたげていた。

「な……おいアトリ、仕留め損なったな！」

「心外な。手応えは確実にあった。そもそも喉を裂かれて生きていられるはずがない」

「てことは、まさか──これも死人か？」

　おそらくサビトの推測通りだろう。ゴルニシチは、自らに魔法を施して絶命したのだ。

　術者が死んだのち、その魔法の効力が残り続けることは稀まれにある。竜の王がヒノモトに施した『限種結界』などもその一つだ。

「チッ。ゴル公め、最後っ屁ぺを残していきやがって」

　言いつつ、サビトが前に進み出た。刀を鞘さやにしまい、人差し指を宙へと伸ばす。

「一回分の特異忍法、出し惜しんどいてよかったぜ。とはいえ……死人ってことは、首を落とさなきゃ止まらねえんだよな」

「仕方ない。私も手を貸してやろう」

　と、今度はアトリが立ち上がった。そのままツカツカと歩き、サビトの横に並び立つ。

「お前、《霊りよう仙せん》を使ったばかりだろ。余力が残ってんのか？」

「思ったより早く術を解くことができたので、あと一回くらいは可能だ。《水仙・氷ひよう鉞えつ》で合わせる……異存はないな？」

「おう」

　素早く打ち合わせを終え、シノビたちが同時に印を描く。一糸乱れぬその動きは、まるで鏡のようであった。

　やっぱりこの二人は良いコンビだ、とメルは思う。

　反発し合っていても、時には本気で殺し合っていても、彼らはいざとなれば即座に息を合わせられるのだ。長い年月で培つちかった、確固たる絆きずながあるのだ。

　その絆に、いつかメルは入れてもらえるだろうか。二人と繫つながり、二人を繫げる……そんな家族の一員になれるだろうか。

「《水仙・氷鉞》」

　サビトとアトリの囁ささやきが重なり、二人の前方に氷の巨刃が顕現する。

　たちまち放たれたその氷円は、手裏剣のごとく回転しつつ【竜公アポステル】へと飛び──

　その頭部と、角の先端を、まとめてスッパリと輪切りにした。
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　ゴルニシチを倒したのち。不覚にもサビトは、丸二日も眠り続けてしまった。

　なけなしの『仙力』で【竜公アポステル】を討ったはいいが、仕事はそれで終わりじゃなかった。町に入った亜人たちとの戦闘が残っていたのだ。

　幸いにもゴルニシチの魔法は長くは続かず、ヘロヘロになりつつ千匹ほどを始末したところで、亜人らは死体へと還かえってくれた。

　そこでサビトとアトリは同時に力尽き、兵士たちの手を借りて宿舎に運ばれたのだそうだ。今け朝さになって目覚めた時には、戦いの事後処理はあらかた終わっていた。

　そして今。決戦から三日目の日が暮れようとしている夕刻。

　サビトは庁舎の食堂の隅に座り、三杯目のアイスミルクを飲み干していた。

　食堂内は住民でごった返し、先ほどから割れんばかりの喝采が上がっている。老ろう若にやく男なん女によの中には兵士の姿もあり、ピーピーと口笛を鳴らしていた。

（何なんだ、これは）

　……皆が視線と声援を送るのは、カウンターの前で歌っている二人の給女。

　ヒラヒラの服で、短いスカートを翻ひるがえし、満面の笑え顔がおで踊る──メルとアトリだった。

「メルたん、こっち向いて！」

「シノさん素敵ぃ！」

「見える！　あとちょっと！」

「メイドールズ最高ぉぉ！」

　メイドールズ。それが彼女たちの部隊名らしい。

　何でもこれは、かねてより町長が二人に要請していた催しなんだそうだ。宿舎で二人が練習していたのは、これだったのだ。

「今日きようは何もかも忘れ、朝まで盛り上がろうじゃないか！　ナトゥアの平和のシンボル、メイドールズ！　最高だとは思わんかね！」

　最前列でひときわ騒いでいるのは、豚人オーク似の町長自身だった。彼は町に雪な崩だれ込こんできた亜人に対し、自ら陣頭指揮を執って立ち向かったという。今ではすっかり見る影もないが、大昔は優秀な部隊長だったそうだ。

　……やがて『すてーじ』が終了し、メイドールズが拍手に送られて階段を上がっていくと、サビトもまた二階へと赴いた。

　廊下を進み、職員の控え室らしい部へ屋やのドアを開ける。するとそこに、一息ついている二人の姿があった。

「あ、サビト……見てくれてましたか？」

　恥ずかしそうに訊きいてきたメルに、「ああ」とだけ答える。給女になったり罪人になったり、剣士になったり踊り子になったり……忙しい奴やつである。

「全く、体調が戻ったばかりだというのに……最後の最後までこき使ってくれるものだ」

　メルの傍かたわらで汗を拭きながら、クノイチが仏ぶつ頂ちよう面づらで愚ぐ痴ちっている。その頭にはウサギの耳がついた『へあばんど』が載っていた。カラスのくせに。

「とにかく、これでナトゥアはもう大丈夫ですね。払った犠牲は多いですが、ここから立ち上がるのは町の皆さんの役目です」

　まだ階下から届いてくる歓声に、メルが柔らかく目を細めて言う。ちなみに彼女の頭には、水牛の角がついた『へあばんど』が載っていた。乳牛のくせに。

　この衣装一式は、彼女たちにくれるそうだ。実はそれを密ひそかに町長へ掛け合ったのは、他でもないサビト自身だった。

「メル様、出立はいつになさいますか。できればその前に、そこの男を葬ほうむっておきたいのですが」

　相変わらず憎たらしい幼おさな馴な染じみを、サビトはジロリとねめつける。

「上等だ。テメェも一度死にかけた以上、敗者復活はお互い様だからな。回復役がいる条件も同じ……これで気兼ねなくぶちのめせるぜ」

「ほう、威勢がいいではないか。何なら──今ここで喉のどを裂いてやろうか？」

　途端に殺気立った二人の間に、銀髪少女がすかさず割って入る。

「駄目ですよ二人ともっ。これからは真剣勝負は禁止ですっ」

「ですがメル様……」

「私たちの命は、『結魂メナージ』によって繫つながっているのです。三人のうち誰か一人でも死ねば、残る二人も死んでしまうのですよ？」

　その苦言に、サビトとアトリが同時に「く……」と呻うめく。

　殺気を解いた二人に「よろしい」と頷うなずくと、メルの顔が一転してにっこりとなった。

「それよりアトリ、行きましょう」

「は……？」

「アンコールの声が続いています。もうワンステージやるべきです」

「いえ、私は」

「みんながメイドールズを待っています！　期待に応えないなんて言語道断です！」

「ぎょ、御意……」

　顔を引ひき攣つらせるアトリを連れて、メルが意気揚々と部へ屋やを出ていく。

（ノリノリじゃねえか、あいつ……）

　食堂へ戻る気になれず、サビトはそのまま控え室に残り、椅い子すに腰をかけた。

　懐から三つの角の欠片かけらを取り出し、何となく掌てのひらで弄もてあそぶ。

　セルサーレ、ペルダ、そしてゴルニシチ……その角が今、サビトの手にある。これからは三人で竜人レドルグを倒すのだからと、メルから一括管理を任されたのだ。

（まさかメルに続いて、アトリとも夫婦になっちまうとは……）

　ヒノモトが誇る上忍の双璧と結婚するとは、考えてみればメルは凄すごい少女だ。

　何だかあのお人ひと好よしな銀髪少女によって、頭領試験がどんどんうやむやになっていく気がする。自分とアトリの勝負は、どうなってしまうのだろうか？

（……そういや、まだメルに礼を言ってなかったな）

　実はそれは、機会を見て告げようとしていたことだ。本当は言いたくないのだが、筋は通さねばならない。

　妹分を救ってくれて、ありがとう──と。




　いつか里に帰ったら。

　また久し振りに、あの杉に登ってみようか。里の夕日を眺めてみようか。

　今度は三人で。





エピローグ







「──失礼しますよ、バークナーさん」

　声をかけられると同時に、男はナイフとフォークの手を止めた。

　顔を上げて前方を見ると、開け放たれた窓際に一人の青年がいた。夜空を背にして縁に腰掛け、優雅に足を組みながら柔らかく破顔している。

「クロムか。しばらくだったな」

「バークナーさんも、お元気そうで何よりです。お食事中の訪問、どうかお許し下さい」

　慇いん懃ぎんに詫わびてきた銀髪の青年に、バークナーは「構わん」と短く返す。

　この青年が神出鬼没であることは、とっくに知っている。そして彼が今日きよう、こうやって晩餐時に現れることも、実はバークナーは知っていた。

　──未来予知。

　それが序列五位の【竜公アポステル】たる、バークナーの魔法能力。

　近い未来、自分に何が起こるか……それをバークナーはビジョンとして見ることができる。あくまで分かるのは事象のみであり、経緯や委細までは読み取れないが、それ故にバークナーは無敗・無敵だった。

　もっとも、この能力を戦闘で使う機会には──もう百年ほど恵まれていないが。

「それにしてもバークナーさん、珍しいですね。人間じゃなく豚人オークなどを召し上がってるんですか？　亜人の肉なんて不味いでしょう」

　クロムの視線が、興味深げにテーブルの大皿に注がれる。

　そこにあるのは指摘された通り、豚人オークのステーキだった。厚切りにした肉塊をミディアムに焼き、血と脳漿の混合ソースをたっぷりとかけてある。

「今夜はたまたまだ。こいつは数年間、人間のみを食くわせ続けてきた豚人オークでな……その肉がどういった味になるかを、試してみたかった」

「ははは。さすが、相変わらずグルメでいらっしゃる」

　苦笑した青年に、バークナーは口くち髭ひげをナプキンで拭ぬぐいながら単刀直入に尋ねた。

「それでクロム。今日きようはどういう用件だ」

「もちろん、お役目ですよ。定例報告というやつです」

「フン。お前こそ珍しいではないか。【巡見者ミグラテル】として真面目まじめに働いているとは」

　……正式な名をクロムクラッハというこの銀髪青年は、竜人族レドルグの中でもやや特殊な立ち位置にいる「異端者」である。

　序列上位の者たちすら一目置くほどの強大な力を持ちながら、彼は【竜公アポステル】の座を固辞し、【巡見者】という伝達係を買って出ているのだ。

　──現状で各【竜公アポステル】が従えている、亜人軍の数と種族。

　──どこの領地に、どれくらいの人間が残っているか。

　──いずれかの【竜公アポステル】に、子が生まれていないか。

　──何らかの不満、問題を抱えている【竜公アポステル】はいないか。

　大陸を巡見し続け、クロムはそれを伝えて回る。しかしながらバークナーの記憶する限り、彼から興味深い情報を得られたことなど、この百年でただ一度しかなかった。

　それは数十年前、「二人の【竜公アポステル】が相次ついで敗北した」という未曾有の椿ちん事じ。最強の竜人族レドルグがたった一人の反逆者に殺されるという、屈辱的でありながらも心躍る事変。

　が、結局その刺客はすぐに極東の『禁足地』へと帰ってしまい、会うことができなかった。それを今でも、バークナーは口惜しく思っている。

（ああいう反逆者がまた現れてくれれば、こんな食遊びをする必要もないのだが……）

　そんなことを考えつつ、肉を口へと運ぼうとした矢先。

「──【竜公アポステル】が三人、倒されました」

　あまりに唐突に、しかも事もなげに告げられた【巡見者】の一言に、バークナーは再びフォークの手をピタリと止めた。

「クロム、何と言った」

「三人の【竜公アポステル】が、何者かによって倒された、と言いました。セルサーレくん、ペルダくん、そしてゴルニシチさん……ちょうど大陸の東南部を治める三人ですね」

　序列十九位のペルダ。

　序列十一位のセルサーレ。

　序列九位のゴルニシチ。

　それはここより程近い、三つの地方を支配する【竜公アポステル】たちだった。

「間違いないのか」

「ええ。もちろん彼ら同士で争ったわけじゃありません。同胞以外の何者かに、間違いなく『戦って殺された』のです。しかも、この二ヵ月ちょっとの間に」

　どうです、久々に耳寄りな報告でしょう？　と軽口を叩たたいた青年に、バークナーは何も答えなかった。

（あの三人が敗れた？　それも立て続けにだと？）

　小者たちとはいえ、彼らとて【竜公アポステル】だ。たとえ万の敵がやってこようと、容易たやすく討たれるような事態は考えにくい。

　そもそも大陸に残る人間は七、八万。それも各地に分散し、大規模な軍など起こせるはずもない。ならば相手は少数精鋭。あるいは──単身か。

（それはもしや、数十年前に現れた……あの刺客では？　あの【竜落子ドラグリーズ】が、再び海を渡ってきたのでは？）

　竜人レドルグを父親としながら、竜体を持たずに生まれた出来損ない。竜人族レドルグの象徴である魔法能力を受け継ぎながら、「人間」として生まれた忌いみ子──【竜落子ドラグリーズ】。

　かつて二人の【竜公アポステル】を倒したのは、ある特別な血を引く【竜落子ドラグリーズ】だった。竜人族レドルグが手出しできない『禁足地』から来た、過去の遺物が生んだ反逆者だった。

（とはいえ、【竜落子ドラグリーズ】の寿命は人間とほぼ同じ。そいつが生きていたとしても、かなり高齢のはず。いや、もしくは次の世代の【竜落子ドラグリーズ】という可能性も……）

　テーブルを見詰めるバークナーの耳に、青年の涼やかな声が続く。

「どうも最後にやられたのは、ゴルニシチさんみたいですね。僕が言うまでもないことですが、彼の領地はここの南部と隣接しています。ということは──」

「次は私の番だ、と？」

　低く呟つぶやいたバークナーの視線の先で、クロムが小さく肩をすくめる。

「それは僕などより、バークナーさんの方がよくご存知なのでは？　まあ、お心当たりがあるなら気に留めておいて下さい、って感じでしょうか」

　そう言うと、青年が用事は済んだとばかりに立ち上がった。そのままクルリと爪つま先さきでターンし、窓の外に広がる暗黒へと向き直る。

「もう行くのか」

「ええ。僕は【巡見者ミグラテル】ですから。それではバークナーさん、良い夜を──」

　言い終わる頃には、彼の姿は闇やみに消えていた。

　広大な室内が、深い静寂を取り戻す。残されたバークナーは程なく気を取り直し、ナイフとフォークを動かし始めた。

（なるほど。敵は……三人か）

　予知能力を持つバークナーには、それが分かる。

　先の未来ほどビジョンは朧おぼろ気になるが、確かに数日後、自分は三つの影と対たい峙じすることになるらしい。

　血ち溜だまりの中に倒れる敵たちの骸。それを見下ろす竜体となった自分──

　そんなビジョンがぼんやりと脳裏に浮かび、そして霧散するように消えた。

「久し振りに、退屈から解放されそうだな」

　そう独りごち、バークナーは血の滴したたる肉を口へと運んだ。

　やはり肉は、大して美う味まくなかった。





あとがき







　皆様、ご機嫌いかがでしょうか。この度は『結局、ニンジャとドラゴンはどっちが強いの？２』を手に取って頂きまして、まことにありがとうございます。伊達康です。

　今回は一巻が出てから二ヵ月という、早めの刊行になりました。

　アトリという二人目のシノビを中心とした話となりましたが、如何いかがでしたでしょうか。そりむら先生にとても色っぽく描いて頂き、非常に眼福です。どことは言いませんが、紐を引っ張りたいです。

　挿絵の紐を引っ搔かきつつ、続いて簡単ですが謝辞を……




　担当さんをはじめとするＭＦ文庫Ｊ編集部の皆様。

　イラストレーターのそりむらようじ様。出版に携わって頂いた多くの関係者の皆様。

　そして読者の皆様。

　今回もありがとうございました。そして今後とも、どうぞ宜しくお願い致します。





伊達　康











　著者

　伊達康（だて・やすし）

　　兵庫県出身。

　　第八回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて佳作を受賞。

　　泳げないので、メガロドンが苦手です。




　イラストレーター

　そりむらようじ

　　千葉県出身、都内在住。

　　可愛くえっちい女の子の絵を描きながら空気を食べて生きてます。

　　最近の趣味はお人形遊びと某お散歩ゲーム。
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